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はじめに

対象読者および使用
『Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド』は、システム管理者、および Cisco Unity Connection 
でネットワークの設定と管理を担当するユーザを対象としています。他のボイス メッセージング シス

テムと通信できるように Connection を設定する場合は、それらのボイス メッセージング システムの実

務知識も必要です。

表記法

『Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x』では、次の表記法も使用します。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

表 1 『Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x 』の表記法

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用します。

 • ユーザが入力する情報（例：[ユーザ名（User Name）] ボッ

クスに Administrator と入力します）。

< >

（山カッコ）

ユーザが値を指定するパラメータを囲むために使用します（例：

ブラウザで、https://<Cisco Unity Connection サーバの IP アド

レス>/cuadmin に移動します）。

- 

（ハイフン）

同時に押す必要があるキーを表します（例：Ctrl-Alt-Delete を押

します）。

> 

（右向きの山カッコ）

Cisco Unity Connection Administrationのナビゲーション バーで

選択する順序を表します（例：Cisco Unity Connection 
Administrationで、[連絡先（Contacts）] > [システム連絡先

（System Contacts）] を展開します）。
ix
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はじめに
Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com にある Cisco Unity Connection のマニュアルの説明と URL については、『Documentation 
Guide for Cisco Unity Connection』を参照してください。このマニュアルは Connection に同梱されて

おり、次の URL からも入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/roadmap/8xcucdg.html

Cisco Unified Communications Manager Business Editionに
関するマニュアル リファレンス

この製品は、バージョン 8.0 以前では Cisco Unified Communications Manager Business Edition という

名称ですが、バージョン 8.5 以降では Cisco Unified Communications Manager Business Edition 5000 
に変更されています。

『Cisco Unity Connection 8.x』マニュアル セットのCisco Unified Communications Manager Business 
EditionおよびCisco Unified CMBEに関するリファレンスは、Business Edition バージョン 8.0 および 
Business Edition 5000 バージョン 8.5 以降の両方に適用されます。ただし Business Edition 6000 には

適用されません。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の国で

の法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸入、

輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、および

ユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたっては、関

係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない場合は、本製品を至

急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照できます。
x
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Cisco Unit
C H A P T E R 1

Cisco Unity Connection 8.x のネットワー
ク概念の概要

Cisco Unity Connection サーバ（またはクラスタ）はそれぞれが、対応可能な最大数のユーザを処理し

ています。会社のメッセージ利用ニーズにより、複数の Connection サーバまたはクラスタが必要な場

合、あるいは複数の Connection ディレクトリを組み合わせたり Connection を Cisco Unity とネット

ワークで相互接続したりする必要がある場合は、Connection サーバまたはクラスタをリンクでまとめ

てサイトを構成し、1 つの Connection サイトを別の Connection サイトまたは Cisco Unity サイトとリ

ンクして Cisco ボイスメール組織を構成します。

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection 8.x サイトとサイト内リンク」（P.1-1）

 • 「Cisco Unity Connection8.x の Cisco ボイスメール組織とサイト間リンクについて」（P.1-2）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ネットワーキングについて」（P.1-5）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期」（P.1-5）

 • 「Cisco Unity Connection8.x のディレクトリ サイズ制限」（P.1-11）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのメッセージング」（P.1-12）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、転送、および Live Reply」（P.1-13）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項」（P.1-14）

 • 「Cisco Unity から Cisco Unity Connection 8.x へのユーザの移行」（P.1-18）

（注） この章に記載されている情報は、Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） 
には該当しません。Cisco Unified CMBE 構成でサポートされているネットワーク オプションは、

VPIM ネットワーキングだけです。「Cisco Unity Connection 8.x のインターネット メール用の音声プ

ロファイル（VPIM）ネットワーク」の章を参照してください。

Cisco Unity Connection 8.x サイトとサイト内リンク
2 つ以上（最大 10）の Connection サーバまたはクラスタを結合して、Connection サイトと呼ばれる強

固に接続されたネットワークを構成することができます。サイトに結合されるサーバは、ロケーション

と呼ばれます。（Connection クラスタが設定されている場合、そのクラスタはサイト内の 1 ロケーショ

ンと見なされます）。サイト内では、各ロケーションが SMTP を使用して、ディレクトリの同期情報お

よびメッセージを他のロケーションと直接交換します。各ロケーションは、サイト内リンクを介してサ

イト内の他のすべてのロケーションとリンクしているものと見なされます。図 1-1 は、サイト内リンク

で結合された 5 つの Connection ロケーションを含むサイトを示しています。
1-1
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要            

Cisco Unity Connection8.x の Cisco ボイスメール組織とサイト間リンクについて
図 1-1 すべてのロケーションがサイト内リンクで結合された Cisco Unity Connection サイト

Connection サイトの概念は、リリース 7.x ではデジタル ネットワークと呼ばれていました。7.x のロ

ケーションと 8.x のロケーションは、サイトを別のサイトとリンクしない限り、同じ Connection サイ

ト（サイト内リンク）内で接続できます（サイト間リンクでは各 Connection ロケーションがリリース 
8.x であることが必要になります）。

各 Cisco Unity Connection サーバ（またはクラスタ）は、サイト内で単一の Connection ロケーション

と見なされます。これはインストール時にローカルで作成されるもので、サーバ自体からは削除できま

せん。サーバ（またはクラスタ）をサイト内の既存のロケーションに結合すると、サイト内の他のすべ

てのロケーションに自動的にそのサーバ（またはクラスタ）の Connection ロケーションが作成され、

これらのロケーションで新しいロケーションとのディレクトリ同期が開始されます。Connection ロ
ケーションは、1 つのサイトだけに属することができます。

Cisco Unity Connection8.x の Cisco ボイスメール組織と
サイト間リンクについて

サイト間リンクを使用して 1 つの Cisco Unity Connection サイトを別の Connection サイトに接続する

と、組織の最大ロケーション数を 10 から 20 に拡張できます。または、サイト間リンクを使用して 8.x 
Connection サーバまたはサイトを Cisco Unity サーバまたは Cisco Unity デジタル ネットワークに接続

することもできます。リンクされたサイトは、Cisco ボイスメール組織と呼ばれます。

サイト間リンクを作成するには、他のサイトへのゲートウェイとして機能させるロケーションを各サイ

トからそれぞれ 1 つ選択します。すべてのディレクトリ同期通信は 2 つのサイト ゲートウェイ間を通

り、その際に接続要件と帯域幅利用がその 2 つのサイト ゲートウェイ ロケーション間のリンクに限定

されます。

サイト 1 つにつき、1 つのサイト間リンクだけがサポートされます。そのため、1 つの Connection サイ

トを 1 つの Cisco Unity サイトにリンクするか、または 1 つの Connection サイトを別の Connection サ
イトにリンクすることができます。

詳細については、次の各項を参照してください。

 • 「2 つの Cisco Unity Connection サイト間のリンクについて」（P.1-3）

 • 「Cisco Unity Connection サイトと Cisco Unity サイトのリンクについて」（P.1-3）
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/ /
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要

Cisco Unity Connection8.x の Cisco ボイスメール組織とサイト間リンクについて     
2 つの Cisco Unity Connection サイト間のリンクについて

2 つの Cisco Unity Connection サイトをサイト間リンクで接続した場合、ローカル サイト ディレクト

リのあらゆる変更に関する情報を収集し、リモート サイト ゲートウェイを定期的にポーリングしてリ

モート サイト ディレクトリの更新に関する情報を取得することは、各サイトのゲートウェイが担当し

ます。ゲートウェイは HTTP または HTTPS プロトコルを使用して、ディレクトリ同期の更新を交換し

ます。

各サイトのゲートウェイはまた、リモート サイトの受信者に宛てられたメッセージの転送と、自身の

サイトの受信者に宛てられたメッセージの受信も担当します。サイト間メッセージは、SMTP を介し

て送受信されます。

Connection クラスタをサイト ゲートウェイとして使用する場合は、クラスタ内のパブリッシャ サーバ

だけが、サイト間リンクを介したディレクトリ同期に参加します。ただし、パブリッシャ サーバがダ

ウンした場合は、サブスクライバ サーバが引き続きサイト間リンクを介したメッセージ交換を行いま

す。

図 1-2 は、2 つの Connection サイトを接続する場合の、サイト ゲートウェイとサイト間リンクの役割

を図示したものです。

2 つの Connection サイトをリンクするには、それぞれのサイトの全サーバで Cisco Unity Connection 
リリース 8.0 以降が実行されていなければならないことに注意してください。

図 1-2 サイト間リンクで接続された 2 つの Cisco Unity Connection サイトから成る Cisco ボイスメール組織

Cisco Unity Connection サイトと Cisco Unity サイトのリンクについて

Cisco Unity サイトを Cisco Unity Connection サイトにリンクした場合、ローカル サイト ディレクトリ

のあらゆる変更に関する情報を収集し、リモート サイト ゲートウェイを定期的にポーリングしてリ

モート サイト ディレクトリの更新に関する情報を取得することは、各サイトのゲートウェイが担当し

ます。ゲートウェイは HTTP または HTTPS プロトコルを使用して、ディレクトリ同期の更新を交換し

ます。

メッセージの交換については、Interoperability Gateway for Microsoft Exchange が Cisco Unity サイト

のメッセージング ゲートウェイとして機能します。Interoperability Gateway は、ハブ トランスポート

の役割が設定された Microsoft Exchange 2010 または 2007 サーバか、あるいは Microsoft Exchange 
2003 サーバにインストールできます。（Interoperability Gateway の最新のサポート バージョンおよび
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Cisco Unity Connection8.x の Cisco ボイスメール組織とサイト間リンクについて
要件については、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.html で
「Cisco UnityNetworking Options Requirements」を参照してください）。

Cisco Unity ユーザが作成したメッセージで、外部の受信者を含むものは、メール システムにより、

Interoperability Gateway が定期的にチェックするフォルダに転送されます。Interoperability Gateway 
は処理すべきメッセージをフォルダから選択し、送信者と受信者の情報を確認した上で必要な形式に変

換し、必要に応じてメッセージのプロパティを追加または削除し、宛先ロケーションの必要に応じて

オーディオを変換および暗号化 /復号化し、メッセージ部分とフォーマットの変換を行ってから、メッ

セージを配信のためメッセージ システムに戻します。こうしたタスクを実行するため、

Interoperability Gateway は Cisco Unity のディレクトリ情報にアクセスする必要があります。この情報

を取得するため、Cisco Unity サイト内の Cisco Unity 8.x サーバにある Cisco Unity の Web サービス

のリソースに接続が行われます（Interoperability Gateway はプライマリとセカンダリの Web サービス 
サーバを両方使用するように設定できます。サイト ゲートウェイを Web サービス サーバとして使用す

ることもできますが、サイト内のあらゆる 8.x サーバが使用可能です）。

図 1-3 は、Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトを接続する場合の、Interoperability 
Gateway for Microsoft Exchange、サイト ゲートウェイ、およびサイト間リンクの高レベルにおける役

割を図示したものです。Cisco Unity サイトは、単一の Cisco Unity サーバ、1 つのフェールオーバー 
ペア、または複数の Cisco Unity サーバ（あるいはフェールオーバー ペア）を含む 1 つのデジタル 
ネットワークで構成できます。同様に、Connection サイトも単一の Connection サーバ、1 つの 
Connection クラスタ、または複数のサーバ（あるいはクラスタ）で構成できます。

図 1-3 サイト間リンクで Cisco Unity Connection サイトに接続された 1 つの Cisco Unity サイトから成る Cisco ボイスメー

ル組織

Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトをリンクするには、Connection サイト内の全サー

バで Connection 8.x が実行されていなければならないことに注意してください。Cisco Unity サイト 
ゲートウェイでは、Cisco Unity 8.x が実行されている必要があります。Cisco Unity サイト内の他の 
Cisco Unity サーバでは、Connection のネットワーク サポートを追加するための該当する特別技術オ

プションがインストールされている場合は、Cisco Unity 5.0 以降が実行されていれば構いません。追

加の詳細情報および要件については、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.html で
「Cisco UnityNetworking Options Requirements」を参照してください。
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要

Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ネットワーキングについて      
Connection クラスタを Connection サイト ゲートウェイとして使用する場合は、クラスタ内のパブ

リッシャ サーバだけが、Cisco Unity とのディレクトリ同期に参加します。ただし、パブリッシャ サー

バがダウンした場合は、サブスクライバ サーバが引き続きサイト間リンクを介したメッセージ交換を

行うことができます。同様に、Cisco Unity フェールオーバー ペアを Cisco Unity サイト ゲートウェイ

として使用する場合は、プライマリ Cisco Unity サーバだけが Connection とのディレクトリ同期に参

加しますが、メッセージ交換はセカンダリ Cisco Unity サーバがアクティブな際でも続行できます。

Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ネットワーキング
について

Cisco Unity Connection  8.x は、業界標準の Voice Profile for Internet Mail（VPIM; インターネット 
メッセージ用音声プロファイル）プロトコルをサポートしています。このプロトコルによって、異なる

ボイス メッセージング システム間で、ボイス メッセージとテキスト メッセージをインターネットまた

は任意の TCP/IP ネットワーク経由で交換できます。VPIM は、Simple Mail Transfer Protocol
（SMTP; シンプル メール転送プロトコル）および Multi-Purpose Internet Mail Extension（MIME; 多目

的インターネット メール拡張）プロトコルを基礎としています。

VPIM ネットワーキングは、Cisco Unified Communications Manager Business Edition（CMBE） で使

用する場合にサポートされます。

Connection 8.x は、Connection ディレクトリ内で最大 10 の VPIM ロケーションおよび 100,000 の 
VPIM 連絡先をサポートします。この制限は、1 つの Connection サーバまたはクラスタ ペア内のディ

レクトリにも、サイト内のグローバル ディレクトリにも、同様に適用されます。

Connection ネットワーク サイト内で VPIM を展開する場合は、サイト内の 1 つの Connection ロケー

ションを、VPIM ロケーションと VPIM 連絡先の設定を処理するブリッジヘッドとして指定すること

をお勧めします。VPIM ロケーション データおよび VPIM ロケーションのすべての連絡先（自動作成

された連絡先を含む）は、ブリッジヘッドからサイト内の他のロケーションにレプリケートされます。

ブリッジヘッド以外に 1 つの Connection ロケーションをホームとするユーザが VPIM メッセージを送

信すると、メッセージはまずブリッジヘッドに渡され、そこで宛先サーバへの転送が処理されます。同

様に、VPIM 連絡先からのメッセージはブリッジヘッドで受信され、Connection 受信者のホーム サー

バにリレーされます。

Cisco ボイスメール組織で VPIM を展開する場合は、各サイトで個別に VPIM を設定する必要があり

ます。VPIM のロケーションと連絡先は、サイト間リンクを介してはレプリケートされず、サイト 
ゲートウェイは VPIM メッセージを他のサイトにリレーしません。

VPIM ネットワークの詳細については、「Cisco Unity Connection 8.x のインターネット メール用の音

声プロファイル（VPIM）ネットワーク」の章を参照してください。

Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期
Cisco Unity Connection サイトまたは Cisco ボイスメール組織内の各ロケーションには、そのロケー

ションで作成され、そのロケーションを「ホームとする」と言われる、ユーザおよび他のオブジェクト

用の独自のディレクトリがあります。ロケーション間およびサイト間でレプリケートされるオブジェク

トとオブジェクト プロパティのコレクションは、グローバル ディレクトリと呼ばれます。

ディレクトリ同期の際にレプリケートされる個々のオブジェクトとオブジェクト プロパティの詳細に

ついては、次の各項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection サイト内でのレプリケーション」（P.1-6）

 • 「2 つの Cisco Unity Connection サイト間でのレプリケーション」（P.1-7）
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Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期
 • 「Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイト間でのレプリケーション」（P.1-9）

Cisco Unity Connection サイト内でのレプリケーション

Cisco Unity Connection サイト内では、表 1-1 に示すオブジェクトとオブジェクト プロパティが、各ロ

ケーションで独自のディレクトリから他のすべてのロケーションにレプリケートされます。

レプリケートされたオブジェクトはほとんどの場合、ローカル オブジェクトと同様に使用できます。

たとえば、リモート ユーザをシステム コール ハンドラのメッセージ受信者として割り当てたり、リ

モート サーチ スペースを使用するようにユーザの検索範囲を設定したりできます。ただし、次の例外

に注意してください。

 • システム コール ハンドラの所有者はローカル ユーザでなければなりません。

 • パーティションに属するオブジェクト（ユーザ、連絡先、ハンドラ、システム同報リスト、および 
VPIM ロケーション）は、ローカル パーティションにだけ属することができます。ただし、ロー

カル サーチ スペースにリモート パーティションを追加することは可能です。

Connection ロケーションをホームとするレプリケートされたオブジェクトを追加、変更、または削除

すると、変更に関する詳細を含むオブジェクト変更要求が、このロケーションから他のすべてのロケー

ションに送信されます。特定のロケーションのオブジェクト変更要求は、Unique Sequence Number
（USN; ユニークなシーケンス番号）と呼ばれる番号で指示され追跡されます。それぞれの変更につい

て、ロケーションで USN が 1 ずつ増やされ、その変更がデータベースに記録されます。リモート ロ
ケーションは、その送信者から前に受信した要求よりも 1 大きい USN 値を持つオブジェクト変更要求

表 1-1 Cisco Unity Connection サイト内でレプリケートされるオブジェクト 

レプリケートされるオブジェク

ト レプリケートされるプロパティ

メールボックスがあるユーザ  • エイリアス

 • 姓、名、表示名、ユーザの別名

 • 内線番号、クロスサーバ転送先内線番号、代行内線番号

 • ディレクトリ一覧ステータス

 • パーティション

 • 録音名

 • SMTP アドレスと SMTP プロキシ アドレス

システム連絡先 すべてのプロパティ

システム同報リスト リスト メンバーシップを含むすべてのプロパティ

パーティション すべてのプロパティ

サーチ スペース メンバーシップを含むすべてのプロパティ

Connection ロケーション  • 表示名

 • ホスト アドレス

 • SMTP ドメイン名

 • Connection バージョン

VPIM ロケーション [連絡先作成（Contact Creation）] 設定を除くすべてのプロパティ

（連絡先設定は VPIM ロケーションをホームとする Connection ロ
ケーションで行われます）
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Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期    
を受信すると、それに応じてその Connection ディレクトリのコピーを更新し、送信者用に追跡する 
USN のコピーを 1 大きくします。リモート ロケーションが 1 つまたは複数の変更を受信し損ねて、そ

のロケーションから前に受信した要求よりも 2 以上大きい USN を持つ変更要求を受信した場合は、受

信し損ねた変更の USN 値を要求してその変更を取得することができます。

USN の他に、各ロケーションにはもう 1 つ、レプリケーション セットと呼ばれる番号が関連付けられ

ています。レプリケーション セットの値は、USN が属する一連の変更の追跡に使用されます。レプリ

ケーション セットの値は、アップグレード、復元、またはロールバックの処理中、自動的に変更され

ます。これにより、処理の結果発生したデータベースへのあらゆる変更が、確実にネットワークにレプ

リケートされます。たとえば、ロケーション A で、レプリケーション セットが 10 で USN が 5 のメッ

セージがロケーション B から受信され、次にロケーション B からレプリケーション セットが 9 で USN 
が 5 のメッセージが受信された場合、9 のほうが数値が低くそのメッセージの日付はレプリケーション 
セット 10 のメッセージよりも古いため、レプリケーション セット 9 のメッセージが無視されます。ロ

ケーション A がロケーション B から、レプリケーション セットが 10 で USN が 5 の別のメッセージを

もう一度受信した場合、それは重複メッセージであり無視可能であると判断されます。

ロケーションで一括処理が実行中の場合、そのロケーションでのレプリケーションは処理が終了するま

で一時停止されます。

2 つの Cisco Unity Connection サイト間でのレプリケーション

表 1-2 に示すように、2 つの Cisco Unity Connection サイト間では単一の Connection サイト内の場合

と同じオブジェクトおよびオブジェクト プロパティがレプリケートされますが、次のような例外があ

ります。

 • システム連絡先はサイト間でレプリケートされません。

 • 各サイトについて、リモート サイトをホームとするすべてのシステム同報リストを同期するかど

うかを選択できます。また個々のリストについても、そのリストをレプリケーション用にリモート 
サイトに提供するかどうかを選択できます。

 • システム同報リストのメンバーシップは、サイト間でレプリケートされません。

 • VPIM ロケーション（および連絡先）は、サイト間でレプリケートされません。
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Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期
サイト内リンクの場合と同様、リモート サイトからレプリケートしたオブジェクトはローカル オブ

ジェクトと同じように使用できますが、コール ハンドラの所有者はローカル ユーザでなければならず、

パーティションに属するオブジェクトはローカル パーティションにのみ属することができます。

サイト間レプリケーションは、各サイト ゲートウェイで実行されているフィーダ サービスとリーダー 
サービスを使用して行います。リーダー サービスは、リモート サイト ゲートウェイを定期的にポーリ

ングして、前回のポール間隔以降に行われたディレクトリ変更情報を収集します。フィーダ サービス

は、変更トラッキング データベースを調べてディレクトリ変更が行われたかどうかを確認し、必要な

情報を使用してポーリング要求に応答します。

各サイト ゲートウェイでは、リーダーがディレクトリ データを確認するためリモート フィーダをポー

リングするスケジュール、および録音名を確認するためポーリングするスケジュールを設定できます。

サイト ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationで、ディレクトリとリモート ネット

ワークの同期タスクか、音声名をリモート ネットワークと同期タスクのいずれかを選択すると、[ツー

ル（Tools）] > [タスク管理（Task Management）] ページのスケジュールにアクセスできます。また

は、[サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの [関連リンク（Related Links）] フィール

ドを使用すると、いずれかのタスクにアクセスできます。

表 1-2 Cisco Unity Connection サイト同士の間でレプリケートされるオブジェクト 

レプリケートされるオブジェク

ト レプリケートされるプロパティ

メールボックスがあるユーザ  • エイリアス

 • 姓、名、表示名、ユーザの別名

 • 内線番号、クロスサーバ転送先内線番号、代行内線番号

 • ディレクトリ一覧ステータス

 • パーティション

 • 録音名1

 • SMTP アドレスと SMTP プロキシ アドレス

1. サイトごとに、リモート サイト オブジェクトの録音名を同期させるかどうかを選択できます。

システム同報リスト2

2. ローカル サイトのシステム同報リストは、リモート サイト ゲートウェイのサイト間リンクについて [ディレクト
リ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When Synchronizing Directory Data）
] チェックボックスがオンになっており、リストについて [サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート

（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスがオンになっている場合のみ、リモート サイ
トで同期されます。

 • エイリアス

 • 表示名

 • 内線番号

 • パーティション

 • 録音名 1

パーティション すべてのプロパティ

サーチ スペース すべてのプロパティ

Connection ロケーション  • 表示名

 • ホスト アドレス

 • SMTP ドメイン名

 • Connection バージョン
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要

Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期    
音声名をリモート ネットワークと同期タスクを有効にすると、リーダーは、リモート ユーザの録音名

ファイルとシステム同報リスト（該当する場合）を処理します。ローカル サイトのリモート オブジェ

クトに一度録音名を作成すると、その名前はリモートおよびローカルの録音名のファイル名が異なる場

合だけ更新されます。たとえば、リモート サイト ゲートウェイで録音名の発信コーデックを変更して

も、ローカル サイトのファイル名は変更されないため、ローカル サイトにある該当ファイルは更新さ

れません。この場合、更新された録音名のコピーをプルするには、ローカル サイト ゲートウェイから

既存の録音名をすべてクリアし、次に Connection の管理 の [サイト間リンクの検索（Search Intersite 
Links）] ページにある [録音名のクリア（Clear Recorded Names）] ボタンおよび [すべて再同期

（Resync All）] ボタンを使用して、完全な再同期を実行する必要があります。

Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイト間でのレプリケー
ション

Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトをリンクすると、各 Connection ユーザについて

連絡先（Cisco Unity Administrator では Connection ネットワーク サブスクライバと呼ばれる）が、

Cisco Unity ディレクトリおよび Active Directory に追加されます。同様に、各 Cisco Unity ユーザに

ついて、ユーザ（Cisco Unity Connection Administrationでは Cisco Unity ユーザと呼ばれる）が 
Connection サイトのグローバル ディレクトリに追加されます。Connection のシステム連絡先と VPIM 
連絡先は Cisco Unity にレプリケートされず、Cisco Unity ネットワーク連絡先（AMIS、Bridge、
VPIM、Internet、または Trusted Internet のサブスクライバ）も Connection にはレプリケートされま

せん。

システム同報リストは、ローカル サイトがリストをリモート サイトからプルするように設定されてい

て、リスト自体も他のサイトへのレプリケーションを許可するように設定されている場合、サイト間で

レプリケートされることがあります。システム連絡先またはネットワーク連絡先を含むリストは、他の

サイトへのレプリケーションを許可するように設定することはできません。レプリケートされるリスト

では、宛先指定に使用されるリスト名などの情報だけがレプリケートされ、リスト メンバーシップは

レプリケートされません。

表 1-3 は、Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトの間でレプリケートされるオブジェク

ト、およびレプリケートされるオブジェクト プロパティの一覧を示したものです。

表 1-3 Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイト間でレプリケートされるオブジェクト 

レプリケートされるオブ

ジェクト レプリケートされるプロパティ

メールボックスがある 
Cisco Unity Connection 
ユーザ

 • エイリアス

 • 姓、名、表示名、ユーザの別名

 • 内線番号、クロスサーバ転送先内線番号、代行内線番号1

 • ディレクトリ一覧ステータス

 • 録音名2

 • SMTP アドレスと SMTP プロキシ アドレス

Cisco Unity ユーザ  • エイリアス

 • 姓、名、表示名、ユーザの別名

 • 内線番号、転送先内線番号、代行内線番号

 • ディレクトリ一覧ステータス

 • 録音名 2
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Cisco Unity Connection 8.x でのディレクトリ同期
サイト間レプリケーションは、各サイト ゲートウェイで実行されているフィーダ サービスとリーダー 
サービスを使用して行います。リーダー サービスは、リモート サイト ゲートウェイを定期的にポーリ

ングして、前回のポール間隔以降に行われたディレクトリ変更情報を収集します。フィーダ サービス

は、変更トラッキング データベースを調べてディレクトリ変更が行われたかどうかを確認し、必要な

情報を使用してポーリング要求に応答します。

Connection サイト ゲートウェイでは、リーダーがディレクトリ データを確認するためリモート フィー

ダをポーリングするスケジュール、および録音名を確認するためポーリングするスケジュールを設定で

きます。サイト ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administration で、[ディレクトリをリモート 
ネットワークと同期（Synchronize Directory With Remote Network）] タスクか、[音声名をリモート 
ネットワークと同期（Synchronize Voice Names With Remote Network）] タスクのいずれかを選択す

ると、[ツール（Tools）] > [タスク管理（Task Management）] ページのスケジュールにアクセスでき

ます。または、[サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの [関連リンク（Related Links）
] フィールドを使用すると、いずれかのタスクにアクセスできます。

Cisco Unity サイト ゲートウェイでは、録音名の同期を有効または無効にし、リーダーが Cisco Unity 
Connection フィーダをポーリングしてディレクトリ データおよび録音名を収集する間隔を設定できま

す。ディレクトリ データと録音名のポーリング スケジュールを個別に設定できる Connection リーダー

とは異なり、Cisco Unity リーダーは各サイクルで両方の情報をポーリングします（録音名の同期が有

効になっている場合）。

音声名をリモート ネットワークと同期タスクを有効にすると、リーダーは、リモート ユーザの録音名

ファイルとシステム同報リスト（該当する場合）を処理します。ローカル サイトのリモート オブジェ

クトに録音名が作成されている場合、その名前はリモートおよびローカルの録音名のファイル名が異な

る場合だけ更新されます。たとえば、リモート サイト ゲートウェイで録音名の発信コーデックを変更

しても、ローカル サイトのファイル名は変更されないため、ローカル サイトにある該当ファイルは更

新されません。更新された録音名のコピーを Cisco Unity から Connection にプルするには、

Connection の管理 の [ネットワーク（Networking）] > [リンク（Links）] > [サイト間リンクの検索

（Search Intersite Links）] ページにある [録音名のクリア（Clear Recorded Names）] ボタンを使用し

て、Connection サイト ゲートウェイから既存の録音名をすべてクリアする必要があります。更新され

た録音名のコピーを Connection から Cisco Unity にプルするには、Cisco Unity Administrator の [ネッ

トワーク（Networking）] > [Connection ネットワーク プロファイル（Networking Profile）] ページに

ある [ボイス名の消去（Clear Voice Names）] ボタンを使用します。

システム同報リスト3  • エイリアス

 • 表示名

 • 内線番号 1

 • 録音名 2

ロケーション  • 表示名

 • ホスト アドレス

 • SMTP ドメイン名

1. Connection 内線番号は、Cisco Unity サイト ゲートウェイで定義されたダイヤル発信ドメインの既存のオブジェ
クトと競合しない場合だけ、Cisco Unity にレプリケートされます。

2. サイトごとに、リモート サイト オブジェクトの録音名を同期させるかどうかを選択できます。

3. システム同報リストは、サイト間リンクがリモート リストの同期を許可するように設定されていて、リスト自体
も他のサイトへのレプリケーションを許可するように設定されている場合のみ、他のサイトから同期されます。

表 1-3 Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイト間でレプリケートされるオブジェクト（続き）

レプリケートされるオブ

ジェクト レプリケートされるプロパティ
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Cisco Unity Connection8.x のディレクトリ サイズ制限    
Cisco Unity Connection8.x のディレクトリ サイズ制限
Cisco Unity Connection グローバル ディレクトリ（ローカルおよびレプリケートのオブジェクトの完

全なコレクション）には、特定のサイズ制限があります。同じ制限が、単一の Connection サイトと、

リンク先サイトの Cisco ボイスメール組織の両方に適用されます（Connection サイトが別の 
Connection サイトまたは Cisco Unity サイトにリンクされているかどうかによらず）。Cisco ボイス

メール組織では、この制限を超過すると、サイト同士をリンクで結合する機能や、各サイトがリンク済

みの場合にサイト間リンクを介して追加のディレクトリ オブジェクトをレプリケートする機能に影響

が出ます。Connection 8.x では、ユーザと連絡先の数、およびシステム同報リストの数について、別個

の制限があります。

8.x リリース時点でのサイズ制限は次のとおりです。

 • ユーザとシステム連絡先を合わせた合計が 100,000（VPIM ロケーションに関連付けられた連絡先

とロケーションに関連付けられていない連絡先の両方を含む）

 • システム同報リストが 100,000 件

 – システム同報リスト 1 件につきユーザ 25,000 名

 – 全システム同報リストのリスト メンバー合計が 150 万人

 – ネスト レベル 20（1 つのシステム同報リストが他のリストのメンバーとして含まれる場合）

（注） ディレクトリ オブジェクトにはさらに追加の制限事項があり、こうした制限事項はリリース時以降に

更新されている可能性があります。最新の詳細な情報については、『System Requirements for 
Cisco Unity Connection』（Release 8.x）を参照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucsysreqs.html から

入手可能です。

Connection サイトを別の Connection サイトまたは Cisco Unity サイトにリンクしようとすると、ユー

ザとシステム連絡先の制限数、およびシステム同報リストの制限数の両方が、Connection サイト ゲー

トウェイによってチェックされます。リンク作成後のゲートウェイにおけるユーザと連絡先の合計数が

ユーザと連絡先の制限数を超えるか、ゲートウェイでのシステム同報リストの合計数がリスト制限数を

超える場合、サイトはリンクできません。（リンク作成後の 2 つのサイトのグローバル ディレクトリの

サイズは、一致するとは限りません。これは連絡先が、サイト間リンクを介してレプリケートされない

からです。ただしそれでも、各 Connection サイトには最大サイズ制限（システム連絡先を含む）が適

用されます）。

ユーザとシステム連絡先の制限数チェックに関する、次のような例を考えてみます。Connection サイ

ト A には 40,000 名のユーザと 5,000 件のシステム連絡先が、Connection サイト B には 50,000 名の

ユーザと 15,000 件の連絡先があります。これらのサイトをリンクすると、Connection サイト A のグ

ローバル ディレクトリには、95,000 のユーザと連絡先のオブジェクトがあることになります（40,000 
+ 5,000 + 50,000）。ただし、Connection サイト B のグローバル ディレクトリには、合計 105,000 の
ユーザと連絡先のオブジェクトがあることになります（50,000 + 15,000 + 40,000）。これら 2 つのサイ

トの結合は、サイト B がユーザと連絡先の制限数を超過するため失敗します。ただし Connection サイ

ト A を、50,000 名のユーザと 15,000 件のネットワーク連絡先を持つ Cisco Unity サイトと結合する試

みは成功します。これは、Connection サイトのグローバル ディレクトリには 95,000 のユーザと連絡先

のオブジェクトが含まれることになり、100,000 というユーザとシステム連絡先の数制限を超過しない

からです。

2 つのサイトを結合する際の制限数チェックに加え、各 Connection サイト ゲートウェイではリーダー 
サービスを実行するたびに、ユーザとシステム連絡先の制限数およびシステム同報リストの制限数も

チェックされます。制限数を 5% 以上超過すると、リーダー サービスではリモート サイト オブジェク

トに新しいディレクトリ オブジェクトが作成されなくなります。ただし、既存のオブジェクトについ

ては継続的に変更が加えられ、リモート サイトから削除された場合には削除されます。そのためこの
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Cisco Unity Connection 8.x でのメッセージング
状態は、「削除モード」と呼ばれています。リーダーの削除モードを解除するには、適切なタイプのオ

ブジェクトを十分な数だけ削除して、制限数の超過を 5% 未満に抑える必要があります（たとえば、

ユーザとシステム連絡先の制限数を超過した場合はリモート ユーザ、ローカル ユーザ、またはローカ

ル システム連絡先を削除し、システム同報リストの制限数を超過した場合は、ローカルまたはリモー

トのシステム同報リストを削除します）。

Cisco Unity Connection 8.x でのメッセージング
特定のネットワーク状況におけるメッセージ処理の詳細については、次の各項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection サイト内でシステム同報リストへのメッセージが処理される仕組み」

（P.1-12）

 • 「サイト間でシステム同報リストへのメッセージが処理される仕組み」（P.1-13）

Cisco Unity Connection サイト内でシステム同報リストへのメッセージ
が処理される仕組み

システム同報リストは Cisco Unity Connection サイト内のロケーション間でレプリケートされるため、

ユーザはリストが自分の検索範囲内にある限り、あらゆるロケーションにあるシステム同報リストを

メッセージの宛先として指定できます。

システム同報リストをメッセージの宛先として指定すると、ローカルの Cisco Unity Connection ロ
ケーションで同報リストのメンバーシップが解析されます。送信元ロケーションは、メッセージをリス

ト上のローカル ユーザに直接配信します。リストにリモートの Connection ユーザが含まれている場

合、送信元ロケーションはこれらのリモート ユーザがホームとする各ロケーションにメッセージを配

信します。リストに VPIM ユーザが含まれている場合、送信元サーバは、VPIM ロケーションがロー

カルをホームとしていればメッセージを VPIM の宛先に配信し、そうでなければロケーションがホー

ムとしているサーバに渡して、そのサーバが宛先サーバへのメッセージの転送を処理します。

Connection には、[すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）]、[配信できないメッセージ

（Undeliverable Messages）]、および [ボイスメールが有効なすべての連絡先（All Voicemail-Enabled 
Contacts）] という事前定義のシステム同報リストがあります。組織内の各 Connection サーバは、これ

らの各リストの別個のバージョンを持ちます。これらのリストの名前を一意のものに変更していない場

合は、初回のレプリケーション時に各サーバで自動的に、ローカルのリスト名と名前がオーバーラップ

するすべてのリモート リストの表示名にリモート サーバ名が追加されます。

デフォルトでは、各 Connection ロケーションの事前定義リストは同じ録音名を持っており、[すべて

のボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] リストおよび [ボイスメールが有効なすべての連絡先

（All Voicemail-Enabled Contacts）] リストは各ロケーションで同じ内線番号を持っています（[配信で

きないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストは、通常メッセージの宛先とされないため、デ

フォルトで内線番号が割り当てられません）。Connection サイトを設定するときは、各 [すべてのボイ

スメール ユーザ（All Voicemail Users）] リストと各 [ボイスメールが有効なすべての連絡先（All 
Voicemail-Enabled Contacts）] リストの録音名の変更を検討してください。そうでないと、ユーザが

メッセージを名前でこれらのリストのいずれかに対して送信した場合、ユーザに対してわかりにくい選

択肢のリストが再生されることがあります。ユーザが、内線番号が他のリストとオーバーラップしてい

るリストの内線番号を宛先として指定すると、Connection がユーザのサーチ スペースのパーティショ

ンを順番に検索した際に最初に見つかったリストに到達します。
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、転送、および Live Reply       
ヒント 同報リストは、他の同報リストを含むようにネストできます。サイト内の各 Connection ロケーション

の [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] リストを含む、1 つのマスター [すべてのボ

イスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストを作成することもできます。

サイト間でシステム同報リストへのメッセージが処理される仕組み

サイト間ネットワーク（Cisco Unity Connection サイト間または Cisco Unity サイトと Connection サ
イトの間）では、システム同報リストのレプリケーションはオプションであり、リストをレプリケート

すると、リストをメッセージの宛先とするために必要な情報だけがレプリケートされます。そのため、

ユーザが別のサイトをホームとするシステム同報リストをメッセージの宛先とした場合、メッセージは

リモート サイト ゲートウェイ（リモート サイトが Connection サイトの場合）か、または 
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange（リモート サイトが Cisco Unity サイトの場合）に転

送されます。この時点で、受信側のシステム同報リストは、メッセージがリモート サイト内から発信

されたかのように処理されます。

システム同報リストは、ローカル リストにメンバーとしてリモート リストが含まれるようにネストす

ることができます。たとえば、あるサイトの [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 
リストを、他のサイトの [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] リスト内にネストで

きます。（Cisco Unity を Connection とネットワーク接続する場合は、サイト間リンクの作成時に指定

したテンプレートによって、Connection ユーザが自動的に [すべてのユーザ（All Subscribers）] リス

トまたはその他のリストのメンバーとして作成される場合があることに注意してください）。リモート 
リストをローカル リストのメンバーとしてネストするときは、次のような点に注意することをお勧め

します。

 • ローカル リストをリモート リストのメンバーとしてネストすることは避けてください。

 • ローカル リストをリモート リストにレプリケートすることは許可しないでください。

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、
転送、および Live Reply

レプリケーションのトラフィックを制限し、ディレクトリ サイズを管理しやすい程度に保つため、

ユーザ情報のサブセットだけがユーザのホーム ロケーションから他のロケーションにレプリケートさ

れます。この理由から、着信転送設定、ガイダンス、その他ユーザの具体的詳細に関する情報は、ユー

ザのホーム ロケーションだけに存在します。ロケーションで、別のロケーションのユーザに宛てられ

たコールが適切に処理されるためには、コールを受信するロケーションがそのコールをユーザのホーム 
ロケーションにハンドオフする必要があります。クロスサーバ機能の目的は、表 1-4 に示すように、

ネットワーク接続された環境でのユーザ エクスペリエンスを、シングル サーバ環境とほぼ同じにする

ことです。

表 1-4 クロスサーバ機能 

機能 説明

クロスサーバ ログイン クロスサーバ ログインを使用すると、管理者は、別のロケーショ

ンをホームとしているユーザに、電話することでログインできる 1 
つの電話番号を提供できます。組織外から電話する場合、それが

自分のホーム サーバかどうかに関係なく、ユーザは同じ番号にダ

イヤルすれば、適切なホーム サーバに転送されてログインできま

す。
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第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要            

Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項
クロスサーバ機能は、1 サイト内または Cisco ボイスメール組織全体の両方で有効化できます。クロス

サーバ機能の有効化に関する情報と手順の詳細については、「Cisco Unity Connection 8.x でのクロス

サーバ ログイン、転送、および Live Reply」の章を参照してください。

Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプラ
ンに関する考慮事項

特定のネットワーク状況における宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項については、次の各項を

参照してください。

 • 「ネットワーク接続されていない電話システムの宛先オプション」（P.1-14）

 • 「識別ユーザ メッセージング」（P.1-15）

 • 「Cisco Unity と Cisco Unity Connection のサイト間ネットワークに関する考慮事項」（P.1-16）

ネットワーク接続されていない電話システムの宛先オプション

会社がロケーションごとに別個の電話システムを備えている場合は、あるロケーションのユーザが別の

ロケーションのユーザを呼び出す場合、内線番号だけでなく完全な電話番号をダイヤルします。ユーザ

がログインして、ネットワーク接続された他のロケーションのユーザにメッセージを送信するときは、

メッセージの宛先を内線番号で指定する際に入力する番号は、番号計画がロケーション間でオーバー

ラップしているかどうかによって異なります。

あるロケーションのユーザの内線番号が別のロケーションのユーザの内線番号とオーバーラップしてい

る場合は、各ユーザ アカウントに代行の内線番号を設定して、各ユーザに一意の内線番号を与えるこ

とができます。それぞれのユーザについて、そのユーザの完全な電話番号と同じ代行内線番号を入力

し、その代行内線番号が、他のロケーションのユーザが使用するサーチ スペースのメンバーである

パーティション内にあることを確認します。この設定を終えると、ユーザがログインしてメッセージを

送信する際、宛先を指定するために入力する番号は、通話の発信に使用するものと同じ番号になりま

す。

番号計画がネットワーク接続されたロケーション間でオーバーラップしていない場合、つまりユーザの

内線番号がロケーション間で一意の場合は、別のロケーションに関連付けられたユーザ宛のメッセージ

の宛先を指定する際、内線番号を入力することができます。この場合、ユーザの便宜のため、2 つの異

なる番号（ユーザに直接電話する場合とメッセージの宛先を指定する場合）を記憶しなくてすむよう

に、オプションで代行の内線番号を各ユーザ アカウントに追加することができます。ただし代行内線

番号を設定しない場合は、必ずユーザに、別のロケーションに関連付けられたユーザをメッセージの宛

先として指定する際は、完全な電話番号ではなく内線番号を使用するよう伝えてください。

クロスサーバ転送 クロスサーバ転送機能では、あるサーバの自動アテンダントまた

はディレクトリ ハンドラからの通話を、着信側ユーザの着信転送

と発信者名確認の設定に従って、別のサーバのユーザに転送でき

ます。

クロスサーバ Live Reply クロスサーバ Live Reply 機能では、電話でメッセージを聞いた

ユーザが、別のサーバ上のユーザからのメッセージにコールして

答えることができます（着信側ユーザの着信転送と発信者名確認

の設定に従う）。

表 1-4 クロスサーバ機能（続き）

機能 説明
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Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項    
代行内線番号には、ユーザ電話機上の複数回線着信表示の処理など、ネットワークにおける使用以外に

も目的があることに注意してください。

識別ユーザ メッセージング

ユーザが他のユーザにコールして、そのコールが着信側ユーザのガイダンスに転送される際に、それが

メッセージを残しているユーザであることを識別する Cisco Unity Connection の機能は、識別ユーザ 
メッセージングと呼ばれます。Connection では発信者がユーザであることを識別できるため、次のよ

うな利点があります。

 • 発信者がメッセージを残すと、Connection で着信側ユーザの内線ガイダンスが再生されます。

 • 受信者がメッセージを聞くと、Connection でメッセージを残したユーザの録音名が再生されます。

 • Connection では、受信者が返信を録音できます。

次の 2 つの状況間の相違点に注意することが重要です。

 • ユーザが Connection にログインし、メッセージを録音して送信する。この場合、ユーザがログイ

ンすると、Connection ではメッセージ受信者がどのロケーションをホームとしているかによらず、

メッセージがそのユーザからのものであると識別できます。この場合は、電話システムは使用され

ず、受信者の電話の呼び出し音は鳴りません。メッセージは代わりに、SMTP を使用したネット

ワーク メッセージ交換によって送信されます。

 • ユーザが別のユーザに電話をかけてメッセージを残した。この状況が、識別ユーザ メッセージン

グの基礎となります。

Connection ロケーションで識別ユーザ メッセージングが有効になっている限り、Connection ではロー

カルとリモートのユーザが両方識別されます。ただし、両方のケースで識別ユーザ メッセージングが

機能するためには、通話の初期の検索範囲が、発信者がローカルのユーザかリモートのユーザかにかか

わらず、発信側の内線番号に基づいて正しいユーザを検索するサーチ スペースに設定されている必要

があります。

ユーザが通話の初期検索範囲として設定されたサーチ スペースのメンバーでないパーティション内の

内線番号からコールした場合、通話はそのユーザからのものと識別されません。ユーザの内線番号が、

このサーチ スペースに表示される別のパーティション内の内線番号と重なる場合、その通話は 
Connection がパーティションをサーチ スペースでの表示順で検索した際に最初に見つかったオブジェ

クトからのものと識別されます。

そのため、ロケーション間で番号計画がオーバーラップしている場合は、ユーザが残すメッセージが、

別のパーティションで内線番号が同じ別のユーザからのものであると誤って識別されてしまうことがあ

ります。通話の初期検索範囲は呼ルーティングのルールに基づくため、このような状況を回避するに

は、次の設定ガイドラインを使用します。

 • ロケーションごとに別個のサーチ スペースを保持し、それぞれのロケーションのユーザを含む

パーティションがサーチ スペース内で最初に表示されるようにします。（デフォルトでは、各 
Connection サーバが独自のデフォルト パーティションとデフォルト サーチ スペースを使用しま

す。このデフォルト パーティションとデフォルト サーチ スペースは、サーバがネットワーク接続

されると、他のロケーションにレプリケートされます）。

 • 各ロケーションで、他のすべてのロケーションについて個別に、そのロケーションからの通話だけ

に適用されるルーティング ルールの条件（たとえば着信通話のポートや電話システムに基づいて）

を指定して、ロケーションごとに固有の転送コール ルーティングのルールを設定します。通話の

検索範囲を、そのロケーションのユーザを含むパーティションが最初に表示されるサーチ スペー

スに設定するようルールを作成します。
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Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項
Cisco Unity と Cisco Unity Connection のサイト間ネットワークに関す
る考慮事項

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection のサーチ スペースと Cisco Unity ユーザ」（P.1-16）

 • 「Cisco Unity のダイヤル発信ドメインと Cisco Unity Connection ユーザ」（P.1-16）

 • 「ユーザが同じ Active Directory 環境内にアカウントを持っている場合の Cisco Unity Unified 
Messaging と Cisco Unity Connection Integrated Messaging の統合」（P.1-17）

Cisco Unity Connection のサーチ スペースと Cisco Unity ユーザ

Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトをリンクすると、各 Cisco Unity サーバの 
Connection ディレクトリにパーティションが自動的に作成され、そのサーバをホームとするすべての 
Cisco Unity ユーザとシステム同報リストがそのパーティションに配置されます。ただしこのパーティ

ションは、Connection ロケーションのサーチ スペースに自動的に追加はされません。Connection ユー

ザが Cisco Unity ユーザをメッセージの宛先として指定する許可を得るには、その Connection ユーザ

が使用するサーチ スペースにパーティションを追加する必要があります。ユーザが内線番号でアドレ

ス指定する場合は、サーチ スペースに表示される順序が重要になります。たとえば、Connection ユー

ザと Cisco Unity ユーザがオーバーラップした 4 桁の内線番号を持つ場合、Connection ユーザが他の 
Connection ユーザには 4 桁のプライマリ内線番号で着信し、Cisco Unity ユーザには 7 桁の固有の代行

内線番号で着信できるようにするには、そのオーバーラップした 4 桁の内線番号を含む Connection 
パーティションの後に Cisco Unity パーティションが表示されていることを確認してください。

Cisco Unity のダイヤル発信ドメインと Cisco Unity Connection ユーザ

ダイヤル ドメインは、同じディレクトリにアクセスし、同じ電話システムまたは電話システム ネット

ワークと連動するサーバの集合です。ダイヤル発信ドメインは、Cisco Unity がサーバ間での着信転送

や内線番号によるアドレス指定を処理するための、グループ分けの方式です。ダイヤル発信ドメイン内

では、内線番号は一意でなければならず、電話システム内の電話の内線番号も同様です。

Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトをリンクする場合、Cisco Unity ディレクトリで

作成された Connection ユーザとシステム同報リストのオブジェクトは、Cisco Unity サイト ゲート

ウェイに設定されたダイヤル発信ドメインに属します。Connection のサーチ スペースとパーティショ

ンの設計はオーバーラップする内線番号に対応しており、一部のユーザはプライマリ内線番号と代行内

線番号を別のパーティション内に持っている可能性があるため、Connection の内線番号を Cisco Unity 
のダイヤル発信ドメインにマッピングする方法を選択する必要があります。これを行うには、各 
Connection ロケーションについて、Cisco Unity が内線番号をプルするパーティションを 1 つ指定しま

す。（Cisco Unity Connection Administrationでは、ローカル ロケーションの [ロケーションの編集

（Edit Location）] ページにある、[Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できるローカル パーティ

ション（Local Partition That Cisco Unity Users Can Address to By Extension）] フィールドを設定しま

す）。たとえば、Kelly Bader という Connection ユーザが、「Sales パーティション」にプライマリ内線

番号（4441）と、「Chicago パーティション」に代行内線番号（2025555）という 2 つの内線番号を

持っているとします。Kelly のホーム サーバ ロケーションのダイヤル発信ドメインに内線番号をマッ

ピングするパーティションが「Chicago パーティション」の場合、Cisco Unity ユーザは内線番号 
2025555 を入力すれば Kelly を宛先として指定できます。内線番号 4441 を入力しても、Kelly を宛先

には指定できません。Kelly のロケーションのダイヤル発信ドメインにマッピングを行うパーティショ

ンが「Sales パーティション」に変更されると、Cisco Unity ユーザは内線番号 4441 を入力すれば 
Kelly を宛先として指定できますが、内線番号 2025555 ではできなくなります。（いずれの場合も、

Cisco Unity ユーザは内線番号ではなく名前を使用すれば、Kelly を宛先として指定できます）。
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Cisco Unity Connection 8.x での宛先指定とダイヤルプランに関する考慮事項    
Connection ユーザの内線番号が、ダイヤル発信ドメイン内の既存の内線番号と競合し、そのユーザが 
Cisco Unity でプルされるパーティション内に使用可能な代行内線番号を持っている場合、Cisco Unity 
はユーザの代行内線番号の 1 つを、対応する連絡先オブジェクトの内線番号として割り当てるよう試み

ます。使用可能な代行内線番号がない場合や、すべての代行内線番号がダイヤル発信ドメイン内の既存

の内線番号と競合する場合は、内線番号のない新しいオブジェクトが作成されます。このオブジェクト

は、名前でだけアドレス指定できます。同様に、ダイヤル発信ドメインにマッピングを行うパーティ

ション内にオブジェクトの内線番号がない場合も、内線番号のない新しいオブジェクトが作成されま

す。

ユーザが同じ Active Directory 環境内にアカウントを持っている場合の Cisco Unity 
Unified Messaging と Cisco Unity Connection Integrated Messaging の統合

Cisco Unity Unified Messaging サイトを Connection サイトとリンクする際、両方のサイトのユーザが

同じ Active Directory 環境内に電子メール アカウントを持っている場合は、Cisco Unity で Connection 
ユーザ用に作成される連絡先により、ユーザが ViewMail for Outlook または他の電子メール クライア

ントを介してメッセージを送信する際のユーザ エクスペリエンスが複雑化する場合があります。

例として、次の 2 名のユーザを考えてみます。

 • pjones@example.com というエイリアスを使用する Unified Messaging アカウントを持つ、

Cisco Unity ユーザの Pat Jones。Pat は Microsoft Outlook および Cisco Unity ViewMail for 
Outlook を使用して、1 つのメールボックスにある電子メールとボイス メッセージにアクセスして

います。

 • 同様に Microsoft Exchange の電子メールアカウントを持つ Connection ユーザの Robin Smith。エ

イリアスは alias rsmith@example.com です。Robin は Microsoft Outlook および Connection 
ViewMail for Outlook を使用して、Exchange のメールボックスにある電子メールと、Connection 
メールボックスにあるボイス メッセージにアクセスしています。

Cisco Unity と Connection のサイトをリンクする前は、Pat と Robin が Outlook で使用している連絡先

リストには、pjones@example.com としての Pat Jones のエントリが 1 つ、rsmith@example.com とし

ての Robin Smith のエントリが 1 つ含まれています。Robin はまた、Connection ViewMail for Outlook 
でボイス メッセージを送信し、Outlook の連絡先リストを使用してアドレス指定されたメッセージを

受信するための、Connection の SMTP プロキシ アドレスとして定義された rsmith@example.com を
持っています。（ただし 2 つのサイトをリンクする前は、Pat と Robin が ViewMail クライアントを使

用してボイスメッセージのやり取りをすることはできません）。

2 つのサイトをリンクすると、Cisco Unity で Robin Smith の Active Directory に連絡先が追加されま

す。この連絡先の表示名はデフォルトで「Robin Smith - Voicemail」となり、Robin の Exchange アカ

ウントと区別されます。（「-Voicemail」という表示名のサフィックスは変更可能です）。この連絡先に

は、UCI_<エイリアス>_BH-<Connection ロケーション ID>@<Exchange の連絡先作成ポリシーに

従って生成されたドメイン> の形式の SMTP アドレスが付与されます。Cisco Unity ユーザが 
ViewMail でボイスメッセージの宛先を指定する際は、この連絡先を使用可能で、またこれを使用する

必要があります。Connection ユーザの電子メール アカウント（その連絡先ではなく）を宛先としたボ

イス メッセージは、音声付きの電子メールとして配信され、ユーザのメッセージ受信インジケータは

点灯しないか、そうでない場合は Connection を介してアクセス可能になります。

別の Connection ユーザが、連絡先リスト内の「Robin Smith - Voicemail」宛にボイス メッセージを送

信しようとすると、デフォルトでこのメッセージは配信不能として返送されます。これは、

Connection が UCI_<エイリアス>_BH-<Connection ロケーション ID>@<Cisco Unity サイト ゲート

ウェイ ドメイン> というアドレスを、Connection ユーザに属するものとして認識しないからです。こ

の問題を緩和するには、アドレスをユーザの SMTP プロキシ アドレスとして追加することができます。

（Active Directory ユーザとコンピュータを使用して Connection の連絡先のリストをエクスポートし、

その後Bulk Administration Toolを使用して SMTP プロキシ アドレスを Connection ユーザに一括で追

加することができます。Bulk Administration ToolBulk Administration Tool の使用方法については、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/user_mac/guide/8xcucmacx.html で、
1-17
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x      

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/user_mac/guide/8xcucmacx.html


第 1 章      Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概念の概要            

Cisco Unity から Cisco Unity Connection 8.x へのユーザの移行
『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の「Using the 
Cisco Unity Connection Bulk Administration Tool」の章を参照してください）。Robin に SMTP プロキ

シ アドレスを設定したら、他の Connection ユーザは「Robin Smith - Voicemail」という連絡先にボイ

ス メッセージを送信できるようになります。ただし、Connection ユーザがこの連絡先宛に電子メール

を送信しようとすると、その電子メールは配信不能として返送されます。

Cisco Unity ユーザには、サイトのリンク後も、Active Directory に 1 つのエントリがあります。いず

れのサイトのユーザも、ViewMail for Outlook のエントリにボイス メッセージを送信できます。

1 つ以上の Connection システム同報リストを Cisco Unity Unified Messaging 環境に同期する場合は、

各リストについて Active Directory グループが作成され、それらのグループは連絡先リスト内で確認で

きます。このグループには、表示名に追加されるのと同じ設定可能なサフィックス（デフォルトでは

「Voicemail」）が付きます。ユーザの連絡先エントリの場合と同様、グループ宛にメッセージを送信し

ようとする Connection ユーザには、応答として不達確認が返されます。ただしこの場合、現時点では、

同報リストの SMTP プロキシ アドレスは設定できないため、SMTP プロキシ アドレスを使用して同期

した同報リストに関する問題を緩和することはできません。この問題を回避するには、2 種類の方法が

あります。

 • Connection システム同報リストを Cisco Unity サイトに同期しないでください。代わりに、

Cisco Unity ユーザが必要とするリストはすべて Cisco Unity サイト上で作成し、必要に応じて 
Connection の連絡先をメンバーとして追加します。

 • Microsoft Exchange の複数の連絡先リストを使用して Cisco Unity ユーザと Connection ユーザ間

のセグメント アドレッシングを行い、Connection ユーザが Cisco Unity で Connection リストにつ

いて作成されたグループのアドレスにアクセスできないようにします。

Connection ユーザがグループのアドレス帳エントリを使用して Connection システム同報リストにメッ

セージを送信することはできませんが、Connection リストをメッセージの宛先とすることはできます。

この場合は、<リストのエイリアス>@<Connection サーバ SMTP ドメイン> の形式でリストのアドレ

スを入力します。

Cisco Unity から Cisco Unity Connection 8.x へのユー
ザの移行

Cisco Unity と Cisco Unity Connection の間でサイト間ネットワークを設定したら、Cisco Unity ユー

ザを徐々に Cisco Unity Connection 8.x に移行することができます。詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/upgrade/guide/8xcucrugx.html で、

『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の「Migrating from 
Cisco Unity to Cisco Unity Connection 8.x by Gradually Moving Data」の章を参照してください。
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Cisco Unity Connection 8.x サーバ間の
ネットワーク設定

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定」（P.2-1）

 • 「2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク」（P.2-18）

 • 「ネットワークで接続された Cisco Unity Connection 8.x サーバの注意すべき動作」（P.2-27）

Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定
この章では、Cisco Unity Connection サイトを設定する際の前提条件を説明し、設定のために完了しな

ければならないすべての高レベル タスクのリストを、タスクの実行順序とともに提示します。

Connection サイトの概念に慣れていない場合は、まず「Cisco Unity Connection 8.x のネットワーク概

念の概要」の章に目を通してから、タスク リストと手順を再確認し、その後に設定作業を開始してく

ださい。

1 つのサイト内では、最大 10 の Cisco Unity Connection ロケーションをリンクできます。10 を超える

ロケーションがある場合は、2 つのサイトを設定し、それらをリンクで接続します。（サイトをリンク

するには、それぞれのサイトの全サーバで Connection バージョン 8.0 以降が実行されている必要があ

ります。3 つ以上のサイトをリンクすることはできません）。手順については「2 つの Cisco Unity 
Connection 8.x サイトのリンク」（P.2-18）を参照してください。

次の項を参照してください。

 • 「前提条件」（P.2-1）

 • 「Cisco Unity Connection サイトを設定するためのタスクのリスト」（P.2-2）

 • 「Cisco Unity Connection サイトの設定手順」（P.2-4）

前提条件

設定を開始する前に、サイトに加入する各サーバで次の前提条件が満たされていることを確認します

（クラスタの場合は、パブリッシャ サーバについてこれらの前提条件を確認します）。

 • サーバが『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の「Requirements for 
Intrasite Networking」の項に記載されている要件を満たしていること。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucsysreqs.html 
から入手可能です。

 • Cisco Unity Connection がすでにインストールされていること。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定
 • ネットワークで接続されるサーバに、TCP/IP ポート 25（SMTP）を介して直接アクセスできるこ

と。SMTP メッセージはまた、SMTP スマート ホストを介してルーティングすることも可能です。

 • パブリッシャ サーバがダウンした場合に、クラスタの SMTP ドメインをパブリッシャ サーバとサ

ブスクライバ サーバの両方に解決して、メッセージ トラフィックがクラスタのサブスクライバ 
サーバに到達できるようにするため、Connection クラスタに対して使用可能なスマート ホストが

必要。

また、Connection サイトを設定する前に、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』
（Release 8.x）の「Managing Partitions and Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」の章に説明

がある概念を理解しておく必要があります。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.html 
から入手可能です。

Cisco Unity Connection サイトを設定するためのタスクのリスト

このタスク リストを使用して、Cisco Unity Connection サーバ間またはクラスタ間のネットワーク サ
イトを設定してください。相互参照によって、詳細な手順が表示されます。

Connection クラスタがある場合、このタスクはパブリッシャ サーバだけで行ってください。

1. ネットワーク展開アプローチについての意思決定を行い、サイトの設定に必要な情報を収集しま

す。「展開についての意思決定とサイト設定に必要な情報の収集」（P.2-4）を参照してください。

2. サイトに参加させる各サーバの表示名を確認し、それが一意でない場合や、より説明的な名前を指

定したい場合は変更します。また、サイトに参加させる各サーバの SMTP ドメインも確認し、一

意でない場合は変更します。「各 Cisco Unity Connection サーバが一意の表示名と SMTP ドメイン

を持っていることの確認」（P.2-5）を参照してください。

注意 サーバの表示名がサイト上の他のサーバの表示名と一致する場合、そのサーバはサイトに参

加できません。同様に、SMTP ドメインがサイト上の他のサーバの SMTP ドメインと一致す

る場合も、そのサーバはサイトに参加できません。

3. まず 2 つの Connection サーバをリンクしてサイトを作成し、その後サイト内の任意のロケーショ

ンに追加のサーバを加えていきます。「サイト内リンクによる Cisco Unity Connection サーバのリ

ンク作成」（P.2-7）を参照してください。

4. サイト内のいずれかのサーバが、他のサーバからの SMTP メッセージを転送および受信するため

にスマート ホストを必要とする場合は（たとえばサーバがファイアウォールで隔てられている場

合や、サーバが Connection クラスタの一部である場合など）、スマート ホストを設定して、ホス

トを経由する適切なロケーションを設定します。「スマート ホストの設定」（P.2-10）を参照してく

ださい。

（注） パブリッシャ サーバがダウンした場合に、メッセージ トラフィックがクラスタのサブスクライ

バ サーバに到達するようにするには、サイトに追加した各 Connection クラスタについて、他

のすべてのロケーションがスマート ホストを介してクラスタにルーティングするように設定す

る必要があります。（また、クラスタの SMTP ドメインをパブリッシャ サーバとサブスクライ

バ サーバの両方に解決するようにスマート ホストを設定します）。
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5. ネットワークに追加した各クラスタについて、サブスクライバ サーバの IP アドレスをネットワー

クの他すべてのロケーションの IP アドレス アクセス リストに追加します。こうすることで、パブ

リッシャ サーバがダウンした場合に、他のロケーションがサブスクライバ サーバからのメッセー

ジ トラフィックを受信できるようになります。「クラスタ サブスクライバ サーバの SMTP アクセ

スの設定」（P.2-11）を参照してください。

6. ロケーション間のレプリケートが完了したことを確認します。「サイト内でのレプリケーション ス
テータスの確認」（P.2-12）を参照してください。

7. 各ロケーションのサーチ スペースを設定して、そのロケーションをホームとするユーザが他のロ

ケーションのユーザを宛先に指定できるようにします。「Cisco Unity Connection サイトのサーチ 
スペースの設定」（P.2-14）を参照してください。

8. メッセージ転送が誤った宛先に対して行われることのないよう、サイトを保護します。

「Cisco Unity Connection サイトの保護」（P.2-14）を参照してください。

9. オプションで、クロスサーバ機能を設定します。「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ 
ログイン、転送、および Live Reply」の章を参照してください。

10. サイトのテストを行います。「サイト内設定のテスト」（P.2-14）を参照してください。

11. オプションで、サイト全体にわたる [すべてのユーザ（All Users）] 同報リストを設定します。「サ

イト全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作成」

（P.2-17）を参照してください。

12. サイト内のいずれかのサーバが、以前ネットワーク内の他のサーバの VPIM ロケーションとして

設定されていた場合は、未使用の VPIM ロケーションをクリーンアップします。「未使用の 
Cisco Unity Connection VPIM ロケーションと連絡先のクリーンアップ」（P.2-17）を参照してくだ

さい。

13. VPIM ネットワーキングを、Connection ロケーションが他の VPIM 対応ボイス メッセージング シ
ステムに接続するように設定します（まだしていない場合）。「Cisco Unity Connection 8.x のイン

ターネット メール用の音声プロファイル（VPIM）ネットワーク」の章を参照してください。

14. オプションで、どのユーザがどのロケーションをホームとしているかのマッピングを作成します。

「ホーム ロケーションへのユーザのマッピング」（P.2-18）を参照してください。

15. オプションで、Connection 8.5 以降を実行するロケーションを含んだ大規模なサイトがある場合

は、これらのロケーションで Connection Digital Networking Replication Agent サービス間の通信

を調整する必要がある場合に備えて、Cisco Unity Connection Administration の [システム設定

（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [サイト内ネットワーキング（Intrasite 
Networking）] ページに表示される詳細設定を確認します。設定を組み合わせて使用する場合の推

奨事項など、設定の説明については、『Interface Reference Guide for Cisco Unity Connection 
Administration』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/gui_reference/guide/8xcucgrg
x.html から入手可能）の「Cisco Unity Connection 8.x Advanced Settings」の章にある「Intrasite 
Networking Configuration (Cisco Unity Connection 8.5 and Later)」の項を参照してください。

Connection の管理 の [システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）
] > [サーバ（Server）] ページの [同時着信接続数の制限（Limit Number of Simultaneous 
Incoming Connections）] フィールドと [同時発信接続数の制限（Limit Number of Simultaneous 
Outgoing Connections）] フィールドがレプリケーション エージェントに影響を与えることにも注

意してください（ユーザ間のサイト内メッセージングや、メッセージ転送に SMTP を使用するそ

の他の機能にも影響を与えます）。これらの設定については、『Interface Reference Guide for 
Cisco Unity Connection Administration』 Release 8.x）の「Cisco Unity Connection 8.x Advanced 
Settings」の章にある「SMTP Server Configuration」の項を参照してください。
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Cisco Unity Connection サイトの設定手順

次の項を参照してください。

 • 「展開についての意思決定とサイト設定に必要な情報の収集」（P.2-4）

 • 「各 Cisco Unity Connection サーバが一意の表示名と SMTP ドメインを持っていることの確認」

（P.2-5） 

 • 「サイト内リンクによる Cisco Unity Connection サーバのリンク作成」（P.2-7）

 • 「スマート ホストの設定」（P.2-10）

 • 「クラスタ サブスクライバ サーバの SMTP アクセスの設定」（P.2-11）

 • 「サイト内でのレプリケーション ステータスの確認」（P.2-12）

 • 「Cisco Unity Connection サイトのサーチ スペースの設定」（P.2-14）

 • 「Cisco Unity Connection サイトの保護」（P.2-14）

 • 「サイト内設定のテスト」（P.2-14）

 • 「サイト全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作成」

（P.2-17）

 • 「未使用の Cisco Unity Connection VPIM ロケーションと連絡先のクリーンアップ」（P.2-17）

 • 「ホーム ロケーションへのユーザのマッピング」（P.2-18）

展開についての意思決定とサイト設定に必要な情報の収集

サイトの設定を開始する前に、必ず次の事項についての計画を行い、該当する情報を収集してくださ

い。

 • ネットワークに、Cisco Unity Connection サイトに参加するための前提条件を満たさないものの、

インターネット メッセージ用音声プロファイル（VPIM）プロトコルをサポートしているボイス 
メッセージング サーバ（たとえば Cisco Unified Communications Manager Business Edition、
Cisco Unity Connection 2.x サーバ、Cisco Unity 4.x および 5.x、その他の VPIM 対応システム）

が含まれる場合は、VPIM ネットワーキングを使用してそれらのサーバを接続してください。

次のようなアプローチをお勧めしています。

 – サーバがすでに VPIM 用に設定されていない場合は、まずサイトを設定してから VPIM ネッ
トワーキングを設定します。

 – VPIM ロケーションと連絡先の設定を処理するための Connection ロケーションを、サイト内
で 1 つ選択します。このロケーションは「ブリッジヘッド」と呼ばれます。VPIM のロケー
ションと連絡先のオブジェクトは、ブリッジヘッドからデジタル ネットワークで接続された
すべての Connection ロケーションにレプリケートされるため、それらのロケーションは 
VPIM メッセージを送信できるようになります。ネットワークで接続されたロケーションは、
そのメッセージをブリッジヘッドに転送し、メッセージはそこからリモート ボイス メッセー
ジング サーバに配信されます。これらのオブジェクトを 1 つのロケーションから管理すると、
メンテナンス作業を簡略化できます。また、ユーザがメッセージの宛先を指定するときに混乱
の原因となる可能性のある、連絡情報のオーバーラップを回避できます。

 – あるサイトに参加する複数のシステム上に VPIM ロケーションをすでに設定してある場合は、
サイトを設定する前に、1 つ以外のすべてのサーバから重複する VPIM ロケーションを削除し
ます。手順については、「Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ロケーションの削除」

（P.4-16）を参照してください。

 – VPIM ロケーションを Connection サイトに移行する場合は（たとえば VPIM ネットワーキン
グを使用して 2 つ以上の Cisco Unity Connection 2.x サーバを接続し、サーバを Connection 
8.x にアップグレードしてある場合など）、まず Connection サイトを設定します。ディレクト
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リが完全にレプリケートされた後、Connection ロケーション間のメッセージ交換のテストを
行ってから、移行したサーバとそのユーザを表す VPIM ロケーションおよび VPIM 連絡先を
削除します。このタスクを実行する時期については、タスク リストで再確認できます。

 • デフォルトでは、すべての Connection ロケーション（サーバまたはクラスタ）にさまざまな事前

定義のシステム同報リストがあり、これらは変更可能ですが削除はできません。これらのリストの

名前を各ロケーションで一意になるように変更していない場合、またはロケーション間で名前が同

一になるリストを追加した場合は、初回のレプリケーション時に各ロケーションで、ローカル リ
ストと名前が重複するリモート リストの表示名にリモート サーバ名が自動的に追加されます。（デ

フォルトのリストは、[すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）]、[配信できない

メッセージ（Undeliverable Messages）]、および [ボイスメールが有効なすべての連絡先（All 
Voicemail-Enabled Contacts）] です）。このため、ローカル ユーザがこうしたリモート リストを宛

先に指定しようとすると、混乱が起こる可能性があります。

この問題を解決するには、次のうちいずれかのアプローチを使用することができます。

 – 各ロケーションでそれぞれ別個のリストを維持する場合は、リストのホーム ロケーションで
各リストの名前を一意になるように変更し（たとえば「< ロケーション名 > のすべてのボイス
メール ユーザ（All Voicemail Users on <Location Name>）」など）、各サーバの新しいリスト
名をユーザに通知します。このアプローチを使用する場合は、各リストの録音名も、発信元を
示すように変更する必要があります。

 – または、サイトを設定してから、ネットワークで接続されたすべてのロケーション上の全ユー
ザを含むマスター リストを作成することもできます。このタスクを実行する時期および方法
については、タスク リストに記載されています。

 • Connection ユーザのデータを LDAP ディレクトリにあるユーザ データと同期する場合は、サイト

を設定する前に Connection を LDAP ディレクトリと統合するように設定して、テストおよびトラ

ブルシューティングの手順を簡略化することをお勧めします。

 • ネットワークに参加する各サーバについて、次の情報を記録します。

 – サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）。

 – システム管理者の役割に割り当てるユーザ アカウントのユーザ名とパスワード。

 – 他のサーバ上でこのサーバにコールをハンドオフするためのクロスサーバ ログインまたは転

送を設定する場合は、他のサーバがこのサーバをコールする際に使用するダイヤル文字列。

各 Cisco Unity Connection サーバが一意の表示名と SMTP ドメインを持っていることの確
認

Connection サイトに参加させる各 Cisco Unity Connection サーバは、それぞれ一意の表示名を持って

いる必要があります。表示名は、Connection ロケーション間と VPIM ロケーション間の両方で一意で

なければなりません。表示名が一意でないと、サーバはサイトに参加できません。新規の Connection 
インストールの場合、表示名は通常、サーバのホスト名と同じになります。ただし表示名を変更した

り、サーバを Connection 2.x（デフォルトの表示名として「Local VMS」が使用される）からアップグ

レードした場合は、表示名がネットワーク上の他のロケーションと重複しないよう、表示名の変更が必

要になることがあります。

ヒント 各サーバの表示名は、説明的で Cisco Unity Connection Administrationの組織内の全ロケー

ションをリストしたときに識別しやすいものを選択します。
2-5
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x      



第 2 章      Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワーク設定            

Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定
サイトに参加させる各 Connection サーバは、SMTP ドメインも、Connection ロケーション間と VPIM 
ロケーション間の両方で一意のものを持っている必要があります。デフォルトでは、SMTP ドメイン

はインストール時に、一意になるようサーバのホスト名を含めて設定されます。ただし複数のサーバの 
SMTP ドメインを同じ値に変更した場合は、サイトにサーバを参加させる前に、ドメインを一意の値

に変更する必要があります。

サーバを VPIM ネットワーキングからサイト内またはサイト間のネットワークに移行する場合は、

サーバの表示名または SMTP ドメインが、サーバに設定された VPIM ロケーションとオーバーラップ

する可能性が高くなります。ドメイン名がオーバーラップする場合、移行中は VPIM ロケーションの 
SMTP ドメインを変更するか、または VPIM ロケーションを削除して、VPIM ロケーションへのメッ

セージ送信を中断する必要があります。（VPIM ロケーションを削除する場合は、「Cisco Unity 
Connection 8.x での VPIM ロケーションの削除」（P.4-16）を参照してください）。

各 Cisco Unity Connection サーバが一意の表示名と SMTP ドメインを持っていることを確認する
には

ステップ 1 最初のサーバの表示名を確認します。

a. 最初のサーバの Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）] を展

開して [ロケーション（Locations）] を選択します。

b. [ロケーションの検索（Search Locations）] ページで、ローカル サーバの表示名を確認します。後

で確認できるよう、すべての表示名のリストを作成することをお勧めします。

ステップ 2 最初のサーバの SMTP ドメインを確認します。

a. [システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] を展開して、[サー

バ（Server）] を選択します。

b. [SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページで、ローカル サーバの SMTP ドメイ

ンを確認します。

ステップ 3 ローカル サーバをホームとするすべての VPIM ロケーションの表示名と SMTP ドメイン名を確認しま

す。

a. [ネットワーク（Networking）] を展開して [VPIM] を選択します。

b. [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、各 VPIM ロケーションの表示

名を確認します。

c. 表の最初に表示されている VPIM ロケーションを選択します。[VPIM ロケーションの編集（Edit 
VPIM Locations）] ページで、VPIM ロケーションの SMTP ドメイン名を確認します。

d. [次へ（Next）] を選択し、次の VPIM ロケーションの SMTP ドメイン名を確認します。

e. 残りの各 VPIM ロケーションについて、ステップ 3d. を繰り返します。

ステップ 4 サイトに参加する各ロケーションで、ステップ 1 ～ステップ 3 を繰り返します。

ステップ 5 ロケーションの表示名が他のロケーションの表示名と競合する場合や、表示名をより説明的なものに変

更したい場合は、いずれかの表示名を変更します。

 • Connection ロケーションの表示名を変更する場合は、ステップ 6 を実行します。

 • VPIM ロケーションの表示名を変更する場合は、ステップ 7 を実行します。

 • すべての表示名が一意の場合は、ステップ 9 に進みます。

ステップ 6 Connection ロケーションの表示名を変更します。

a. 表示名を変更するサーバで、[ネットワーク（Networking）] を展開して [ロケーション

（Locations）] を選択します。

b. ローカル サーバの表示名を選択します。
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c. [ロケーションの編集（Edit Location）] ページで、表示名の値を変更して [保存（Save）] を選択

します。

ステップ 7 VPIM ロケーションの表示名を変更するには、次の手順に従います。

a. VPIM ロケーションのホームとなるサーバで、[ネットワーク（Networking）] を展開して [VPIM] 
を選択します。

b. [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、変更するロケーションの表示

名を選択します。

c. [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Locations）] ページで、表示名の値を変更して [保存

（Save）] を選択します。

ステップ 8 まだ表示名の競合がある場合は、必要に応じてステップ 5 を繰り返し、それぞれの競合を解決します。

ステップ 9 サーバの SMTP ドメインが他のロケーションの SMTP ドメインと競合する場合は、いずれかのドメイ

ン名を変更します。

 • Connection ロケーションの SMTP ドメインを変更する場合は、ステップ 10 を実行します。

 • VPIM ロケーションの SMTP ドメイン名を変更する場合は、ステップ 11 を実行します。

ステップ 10 Connection ロケーションの SMTP ドメインを変更するには、次の手順に従います。

a. [システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] を展開して、[サー

バ（Server）] を選択します。

b. [SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページで、[SMTP ドメインの変更

（Change SMTP Domain）] を選択し、[SMTP ドメイン（SMTP Domain）] フィールドの値を変更

して、[保存（Save）] を選択します。

c. [OK] を選択して変更を確定します。

ステップ 11 VPIM ロケーションの SMTP ドメイン名を変更するには、次の手順に従います。

a. VPIM ロケーションのホームとなるサーバで、[ネットワーク（Networking）] を展開して [VPIM] 
を選択します。

b. SMTP ドメイン名を変更する VPIM ロケーションの表示名を選択します。

c. [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Locations）] ページで、[SMTP ドメイン名（SMTP 
Domain Name）] フィールドの値を変更して、[保存（Save）] を選択します。

注意 VPIM ロケーションの SMTP ドメイン名を変更すると、リモート ボイス メッセージング シ
ステムとのメッセージ交換が中断される場合があります。

ステップ 12 まだ SMTP ドメインの競合がある場合は、必要に応じてステップ 9 を繰り返し、それぞれの競合を解

決します。

サイト内リンクによる Cisco Unity Connection サーバのリンク作成

Cisco Unity Connection サイトを作成するには、まずサイト内リンクを介して 2 つのサーバをリンクで

結合します。それぞれのサーバは、新しいサイト内のロケーションになります。（Connection クラスタ

をサイトにリンクする場合、そのクラスタはサイト内の 1 ロケーションと見なされます）。

Connection サーバを、2 つ以上のロケーションを含む既存の Connection サイトに追加する場合は、

サーバをサイト内の 1 つのロケーションにリンクします。追加されたサーバは、サイト内の他すべての

ロケーションのリストを受信し、各ロケーションと情報を交換し、各ロケーションとのディレクトリ情

報のレプリケートを開始します。
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この項は 2 つの手順で構成されています。まず、最初の手順から開始することをお勧めします。最初の

手順で、サーバが正常にリンクされたということが Cisco Unity Connection Administrationで示されな

い場合は、2 番目の手順を実行してください。その後、サイトに追加する各サーバについて同じプロセ

スを繰り返します。

 • 「2 つの Cisco Unity Connection サーバを自動で結合するには」（P.2-8）

 • 「2 つの Cisco Unity Connection サーバを手動で結合するには」（P.2-9）

（注） これらの手順は、2 つの Connection 8.x サーバを結合する場合にも、Connection 8.x サーバを 
Connection 7.x サーバと結合する場合にも使用できます。7.x と 8.x では、ページやフィールドの名前

が変更されています。用語が異なる場合は、各ステップの末尾に 7.x での名前をカッコで示します。

2 つの Cisco Unity Connection サーバを自動で結合するには

ステップ 1 （いずれかのサーバの）Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）]、[
リンク（Links）] を展開し、[サイト内リンク（Intrasite Links）] を選択します。（Cisco Unity 
Connection 7.x では、[ネットワーク（Networking）] を展開して [Connection ロケーション

（Connection Locations）] を選択します）。

ステップ 2 [サイトに参加（Join Site）] を選択します。（Connection 7.x では、[Connection ネットワークに参加

（Join Connection Network）] を選択します）。

ステップ 3 [サイトに参加（Join Site）] ページで [自動的にサイトに参加（Automatically Join the Site）] を選択

します。（Connection 7.x では、[Connection ネットワークに参加（Join Connection Network）] ページ

で、[自動的にネットワークに参加（Automatically Join the Network）] を選択します）。

ステップ 4 [リモート ロケーション（Remote Location）] フィールドに、サイトを作成するために接続する 
Connection サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

ステップ 5 [リモート ユーザ名（Remote User Name）] フィールドに、[リモート ロケーション（Remote 
Location）] フィールドで指定したロケーションの管理者のユーザ名を入力します。管理者のユーザ ア
カウントには、システム管理者の役割を割り当てておく必要があります。

ステップ 6 [リモート パスワード（Remote Password）] フィールドに、[リモート ユーザ名（Remote User Name）
] フィールドで指定した管理者のパスワードを入力します。

ステップ 7 [サイトに自動参加（Auto Join Site）] を選択します。（Connection 7.x では、[ネットワークに自動参

加（Auto Join Network）] を選択します）。

ステップ 8 指示に従って、[OK] を選択して確認します。ネットワークに正常に参加できたため、Connection 
Digital Networking Replication Agent をアクティブにして起動する必要がある、というステータス 
メッセージが示されたら、ステップ 9 に進みます。そうでない場合は、この手順の残りはスキップし

て、「2 つの Cisco Unity Connection サーバを手動で結合するには」（P.2-9）の手順に進んでください。

ステップ 9 Cisco Unity Connection Serviceability のいずれかのサーバで、[ツール（Tools）] > [サービス管理

（Service Management）] を選択します。（Cisco Unity Connection Serviceability の使用方法について

は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/serv_administration/guide/8xcucserv
agx.html の『Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceability』（Release 8.x）を参照し

てください）。

ステップ 10 [サーバ（Server）] リストで Connection サーバを選択し、[移動（Go）] を選択します。

ステップ 11 サービスのオプションで Connection Digital Networking Replication Agent を見つけて、[アクティブ

化（Activate）] を選択します。
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ステップ 12 もう一方のサーバでステップ 9 ～ステップ 11 を繰り返します。

2 つの Cisco Unity Connection サーバを手動で結合するには

ステップ 1 （いずれかのサーバの）Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）]、[
リンク（Links）] を展開し、[サイト内リンク（Intrasite Links）] を選択します。以降の手順では、こ

のサーバを 1 番目のサーバ、それ以外のサーバを 2 番目のサーバと呼びます。（Connection 7.x では、[
ネットワーク（Networking）] を展開して [Connection ロケーション（Connection Locations）] を選択

します）。

ステップ 2 [サイトに参加（Join Site）] を選択します。（Connection 7.x では、[Connection ネットワークに参加

（Join Connection Network）] を選択します）。

ステップ 3 [サイトに参加（Join Site）] ページで [手動でサイトに参加（Manually Join the Site）] を選択します。

（Connection 7.x では、[手動でネットワークに参加（Manually Join the Network）] を選択します）。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）] を選択して、1 番目のサーバの設定ファイルをハード ドライブ上か、ま

たはこのファイルを 2 番目のサーバにコピーするために使用できるメディア上に保存します。

ステップ 5 2 番目のサーバの Connection の管理 を参照します。

ステップ 6 2 番目のサーバの Connection の管理 で、[ネットワーク（Networking）]、[リンク（Links）] の順に

展開し、[サイト内リンク（Intrasite Links）] を選択します。（Connection 7.x では、[ネットワーク

（Networking）] を展開して [Connection ロケーション（Connection Locations）] を選択します）。

ステップ 7 [サイトに参加（Join Site）] を選択します。（Connection 7.x では、[Connection ネットワークに参加

（Join Connection Network）] を選択します）。

ステップ 8 [サイトに参加（Join Site）] ページで [手動でサイトに参加（Manually Join the Site）] を選択します。

（Connection 7.x では、[手動でネットワークに参加（Manually Join the Network）] を選択します）。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）] を選択して、2 番目のサーバの設定ファイルをハード ドライブ上か、ま

たはこのファイルを 2 番目のサーバにコピーするために使用できるメディア上に保存します。

ステップ 10 [アップロードするリモート設定ファイルの選択（Select the Remote Configuration File to Upload）] 
フィールドで、[参照（Browse）] を選択して、ステップ 4 で 1 番目のサーバからダウンロードした設

定ファイルのコピーを選択します。

ステップ 11 [アップロード（Upload）] を選択します。

ステップ 12 1 番目のサーバの Connection の管理 の、[アップロードするリモート設定ファイルの選択（Select the 
Remote Configuration File to Upload）] フィールドで [参照（Browse）] を選択し、ステップ 9 で 2 番
目のサーバからダウンロードした設定ファイルのローカル コピーを選択します。

ステップ 13 [アップロード（Upload）] を選択します。

ステップ 14 Cisco Unity Connection Serviceability のいずれかのサーバで、[ツール（Tools）] > [サービス管理

（Service Management）] を選択します。

ステップ 15 [サーバ（Server）] リストで Connection サーバを選択し、[移動（Go）] を選択します。

ステップ 16 サービスのオプションで Connection Digital Networking Replication Agent を見つけて、[アクティブ

化（Activate）] を選択します。

ステップ 17 もう一方のサーバでステップ 14 ～ステップ 16 を繰り返します。
2-9
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x      



第 2 章      Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワーク設定            

Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定
スマート ホストの設定

サイト内の各 Cisco Unity Connection ロケーション間では、ディレクトリ情報とメッセージ両方の転

送に SMTP が使用されます。

サイト内のいずれかのロケーションのペアで、SMTP メッセージの送受信を直接行えない場合は（た

とえばサーバがファイアウォールで隔てられている場合など）、これらのロケーションでそのメッセー

ジが SMTP スマート ホストを経由するように設定する必要があります。

また、パブリッシャ サーバがダウンした場合に、メッセージ トラフィックがクラスタのサブスクライ

バ サーバに到達するようにするには、サイトに追加する各 Connection クラスタについて、他のすべて

のネットワーク ロケーションがスマート ホストを介してクラスタにルーティングするように設定し、

さらにクラスタの SMTP ドメインをパブリッシャ サーバとサブスクライバ サーバ両方の IP アドレス

に解決するようスマート ホストを設定する必要があります。たとえば、あるネットワークに 1 つのス

マート ホストと次の 3 つのロケーションがあるとします。

 • ServerA：クラスタ メンバーではありません。

 • クラスタ 1：ServerB（パブリッシャ）と ServerC（サブスクライバ）で構成されています。

 • クラスタ 2：ServerD（パブリッシャ）と ServerE（サブスクライバ）で構成されています。

Connection サイトを作成するため、ServerA、ServerB、および ServerD を参加させてサイトを形成し

ます。次の点に注意してください。

 • ServerA で、スマート ホストを経由する ServerB（クラスタ 1 を表す）および ServerD（クラスタ 
2 を表す）の Connection ロケーションを設定します。

 • ServerB（クラスタ 1 のパブリッシャ）で、スマート ホストを経由する ServerD（クラスタ 2 を表

す）の Connection ロケーションを設定します。

 • ServerD（クラスタ 2 のパブリッシャ）で、スマート ホストを経由する ServerB（クラスタ 1 を表

す）の Connection ロケーションを設定します。

 • スマート ホストで、（DNS MX レコードを使用するなどして）ServerB と ServerC 両方の IP アド

レスに解決する、クラスタ 1 の SMTP ドメイン名を設定します。また、ServerD と ServerE の両

方に解決する、クラスタ 2 の SMTP ドメイン名も設定します。

スマート ホストを経由した他のロケーションへのルーティングが必要な各サーバについて、次のタス

クを実行します。

1. Connection サーバからのメッセージを受信するように SMTP スマート ホストを設定します。サイ

トに Connection クラスタが含まれている場合は、クラスタの SMTP ドメインをパブリッシャ サー

バとサブスクライバ サーバ両方の IP アドレスに解決するようにスマート ホストを設定します。使

用中の SMTP サーバ アプリケーションのマニュアルを参照してください。

2. メッセージをスマート ホストにリレーするように Connection サーバを設定します。「メッセージ

をスマート ホストにリレーするように Cisco Unity Connection サーバを設定するには」（P.2-10）
の手順を参照してください。

3. メッセージを、スマート ホストを経由して他の Connection ロケーションに転送するように 
Connection サーバを設定します。「スマート ホストを経由してロケーション間のメッセージを転送

するように Cisco Unity Connection サーバを設定するには」（P.2-11）の手順を参照してください。

メッセージをスマート ホストにリレーするように Cisco Unity Connection サーバを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定

（SMTP Configuration）] を展開して、[スマート ホスト（Smart Host）] を選択します。
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ステップ 2 [スマート ホスト（Smart Host）] フィールドに、SMTP スマート ホスト サーバの IP アドレスまたは

完全修飾ドメイン名を入力します。（サーバの完全修飾ドメイン名は、DNS が設定されている場合のみ

入力します）。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

スマート ホストを経由してロケーション間のメッセージを転送するように Cisco Unity 
Connection サーバを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）] を展開して [ロケーション

（Locations）] を選択します。

ステップ 2 スマート ホストを経由する転送が必要なロケーションの名前を選択します。

ステップ 3 [SMTP スマート ホストを使用してこのリモート ロケーションにルートする（Route to This Remote 
Location Through SMTP Smart Host）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 スマート ホストを経由する転送が必要な各ロケーションについて、ステップ 1 ～ステップ 4 を繰り返

します。

クラスタ サブスクライバ サーバの SMTP アクセスの設定

Cisco Unity Connection クラスタ サーバ ペアを含むサイトを作成する際は、そのペアのパブリッシャ 
サーバだけをサイトに参加させます。ネットワーク上のすべてのロケーションが、[プライマリ

（Primary）] ステータスになったときはクラスタ サブスクライバ サーバと直接通信できるようにする

ためには、すべてのネットワーク ロケーション（サブスクライバ サーバとともにクラスタ化されるパ

ブリッシャ サーバを除く）を、サブスクライバ サーバからの SMTP 接続を許可するように設定する必

要があります。

直接の SMTP 接続は、パブリッシャ サーバが [プライマリ（Primary）] ステータスでないときに、各

ロケーションが継続的にクラスタからのユーザ メッセージのトラフィックを受信できるようにするた

めに必要です。この場合、クラスタから他のロケーションへの転送は、スマート ホスト経由では行わ

れません。ディレクトリの更新は、パブリッシャ サーバからしかレプリケートされないため、サブス

クライバ サーバとの直接の SMTP 接続によってディレクトリの更新が影響を受けることはありません。

たとえば、あるネットワークに次の 3 つのロケーションがあるとします。

 • ServerA：クラスタ メンバーではありません。

 • クラスタ 1：ServerB（パブリッシャ）と ServerC（サブスクライバ）で構成されています。

 • クラスタ 2：ServerD（パブリッシャ）と ServerE（サブスクライバ）で構成されています。

サイトを作成するため、ServerA、ServerB、および ServerD を結合します。直接の SMTP アクセスを

可能にするには、次の手順を実行する必要があります。

 • ServerA で、ServerC と ServerE 両方の IP アドレス（2 つのサブスクライバ サーバ）を IP アドレ

ス アクセス リストに追加して、いずれかのサブスクライバ サーバが [プライマリ（Primary）] ス
テータスのときに ServerA がそのサーバと通信できるようにする必要があります。

 • ServerB（クラスタ 1 のパブリッシャ）で、ServerE（クラスタ 2 のサブスクライバ）の IP アドレ

スを IP アドレス アクセス リストに追加し、ServerD（クラスタ 2 のパブリッシャ）で、ServerC
（クラスタ 1 のサブスクライバ）の IP アドレスを IP アドレス アクセス リストに追加します。
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または、各クラスタ ロケーションで、メッセージをスマート ホストを経由して他のすべてのロケー

ションにルーティングするように設定します。この際、他の Connection ロケーションは、[プライマ

リ（Primary）] ステータスのときにもクラスタ サブスクライバからの SMTP 接続を直接受け入れる必

要はありません。これはクラスタ サブスクライバが、他のすべてのロケーションと直接ではなく、ス

マート ホストと SMTP 接続を確立するからです。上記の例の場合、代替の設定は次のようになります。

 • ServerB（クラスタ 1 のパブリッシャ）でスマート ホストを設定し、ServerA と ServerD（クラス

タ 2 のパブリッシャ）の Connection ロケーションを、スマート ホストを経由するように設定しま

す。

 • ServerD（クラスタ 2 のパブリッシャ）でスマート ホストを設定し、ServerA と ServerB（クラス

タ 1 のパブリッシャ）の Connection ロケーションを、スマート ホストを経由するように設定しま

す。

スマート ホストを経由するルーティングの設定方法については、「スマート ホストの設定」（P.2-10）
を参照してください。1 つのサイトに複数のクラスタを参加させる場合は、すでに各クラスタがスマー

ト ホストを経由してメッセージを他のクラスタに転送するよう設定済みである必要があります。この

場合、あとはクラスタとして設定されていないサーバに対し、スマート ホストを経由してメッセージ

を転送するようにクラスタを設定するだけで済みます。

クラスタ サブスクライバ サーバへの直接の SMTP アクセスを設定するには

ステップ 1 ネットワーク ロケーションの Cisco Unity Connection Administration で、[システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] を展開して、[サーバ（Server）] を選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）] メニューで [IP アドレス アクセス リストの検索（Search IP Address Access List）] を
選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 [アクセス IP アドレスの新規作成（New Access IP Address）] ページで、ネットワーク上の別のロケー

ションのクラスタ サブスクライバ サーバの IP アドレスを入力します。

（注） サブスクライバ サーバとペアになっているパブリッシャ サーバに、サブスクライバ サーバの 
IP アドレスは入力しないでください。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 [アクセス IP アドレス（Access IP Address）] ページで [Connection を許可する（Allow Connection）
] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 8 ネットワーク上の追加の各サブスクライバ サーバ（設定中のサーバとペアになっているサブスクライ

バ サーバ以外）について、ステップ 2 ～ステップ 7 を繰り返します。

ステップ 9 各ネットワーク ロケーションで、ステップ 1 ～ステップ 8 を繰り返します。

サイト内でのレプリケーション ステータスの確認

ロケーション間での初回のレプリケーションが始まると、データが全ロケーション間で完全にレプリ

ケートされるまでには、ディレクトリのサイズによって数分間から数時間かかることがあります。
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Cisco Unity Connection Administrationの Connection の [サイト内リンク（Intrasite Links）] および [
ロケーション（Locations）] の各ページには、ロケーション間のレプリケーションのステータスに関す

る情報が表示されます。Connection の管理 でレプリケーションのステータスを確認するには、次の手

順に従います。

ヒント Connection 8.x のロケーションでは、Cisco Unity Connection Serviceability の Voice Network Map 
ツールを使用してレプリケーションのステータスを確認することもできます。このツールを使用すれ

ば、サイト内のレプリケーション問題をすばやく特定したり、サイト内の任意の 2 つのロケーション間

でレプリケーションのステータスに関する情報を入手したりできます。詳細については、ツール内で [
ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）] を選択するか、『Cisco Unified Serviceability 
Administration Guide』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/serv_administration/guide/8xcucse
rvagx.html）の「Understanding the Voice Network Map Tool in Version 8.x」の章を参照してください。

Cisco Unity Connection Administration を使用してサイト内でのレプリケーションのステータス
を確認するには

ステップ 1 ネットワークに参加させるサーバの Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク

（Networking）] > [リンク（Links）] を展開し、[サイト内リンク（Intrasite Links）] を選択します。

（Connection 7.x では、[ネットワーク（Networking）] を展開して [Connection ロケーション

（Connection Locations）] を選択します）。

ステップ 2 [サイト内リンクの検索（Search Intrasite Links）] ページの、[サイト内リンク（Intrasite Links）] の
表の [ディレクトリのプッシュ（Push Directory）] 列に、現在アクセスしようとしているロケーション

からリモート ロケーションへのディレクトリ プッシュが進行中かどうかが表示されます。[ディレクト

リのプル（Pull Directory）] 列には、リモート ロケーションからのディレクトリのプルが進行中かど

うかが表示されます。

たとえば、管理者が ServerA から ServerB への [ 次の場所にディレクトリをプッシュ（Push Directory 
To）] 要求を開始すると、ServerA の Connection の管理 で ServerB へのディレクトリ プッシュが進行

中であることが示され、ServerB の Connection の管理 では ServerA からのディレクトリのプルが進行

中であることが示されます。

注意 初回のレプリケーションは自動的に実行されます。初回のレプリケーションの進行中に、

ディレクトリのプッシュまたはプルを開始しないでください。

（注） 初回のレプリケーションが完了した後は、[ディレクトリのプッシュ（Push Directory）] 列お

よび [ディレクトリのプル（Pull Directory）] 列に表示されているステータスが [アイドル

（Idle）] であっても、変更が発生するごとにロケーション間でその変更が自動的に同期されま

す。

ステップ 3 特定のリモート ロケーションとのレプリケーションのステータスに関する詳細情報を確認するには、[
ネットワーク（Networking）] を展開して [ロケーション（Locations）] を選択し、そのロケーション

の表示名を選択します。（Connection 7.x の場合は、[Connection ロケーションの検索（Search 
Connection Locations）] ページで、ロケーションの表示名を選択します）。

ステップ 4 [ロケーションの編集（Edit Location）] ページでは、[最後に送信された USN（Last USN Sent）]、[
最後に受信された USN（Last USN Received）]、および [最後に応答確認された USN（Last USN 
Acknowledged）] の各フィールドに、リモート ロケーションとの間で送受信されたレプリケーション 
メッセージのシーケンス番号が表示されます。[最後に送信された USN（Last USN Sent）] の値が [最
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後に応答確認された USN（Last USN Acknowledged）] の値よりも大きい場合、リモート ロケーショ

ンは現在このロケーションと完全に同期されていません。この場合、[最後に応答確認された USN
（Last USN Acknowledged）] の値は定期的に増え続けるはずです（[最後に送信された USN（Last 
USN Sent）] の値も、定期的に増え続ける可能性があります）。

Cisco Unity Connection サイトのサーチ スペースの設定

最初にロケーション間のサイトを設定した場合は、あるロケーションをホームとするユーザは他のロ

ケーションのユーザにメッセージを送信できません。これは各ロケーションのユーザが別個のパーティ

ションに存在しており、他のロケーションのユーザのパーティションを含まないサーチ スペースを使

用しているからです。ロケーション間の最初のレプリケーションが完了したら、他のサーバをホームと

するパーティションを含めるようにサーチ スペースを再設定し、リモート ロケーションをホームとす

るサーチ スペースを使用するようにユーザ、ルーティング規則、コール ハンドラ、ディレクトリ ハン

ドラ、および Voice Profile for Internet Mail（VPIM）ロケーションの検索範囲を変更できます。（パー

ティションとサーチ スペースはどちらもロケーション間でレプリケートされますが、別のロケーショ

ンをホームとするパーティションにユーザおよびその他のオブジェクトを割り当てることはできませ

ん）。

いずれのサーバでもデフォルトのパーティションおよびサーチ スペースに変更を加えていない場合は、

少なくとも、各ロケーションで各リモート Cisco Unity Connection ロケーションのデフォルトのパー

ティションを、ローカル ユーザが使用しているサーチ スペースに追加することができます。たとえば、

ServerA、ServerB、および ServerC という 3 つのサーバによるネットワークで、システム デフォルト

に変更が加えられていない場合は、ServerA の Cisco Unity Connection Administration で、「ServerB 
パーティション」および「ServerC パーティション」というデフォルトのパーティションを、「ServerA 
サーチ スペース」というデフォルト サーチ スペースのメンバとして追加し、同様に ServerB の 
Connection の管理 で「ServerA パーティション」および「ServerC パーティション」を「ServerB 
サーチ スペース」に、という具合に追加していきます。

サーチ スペースへのパーティションの追加については、『System Administration Guide for Cisco Unity 
Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.ht
ml から入手可能）の「Managing Partitions and Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」の章に

ある「Managing Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」の項を参照してください。

Cisco Unity Connection サイトの保護

ユーザの認定証が、サイト内通信の一部として転送されることはありません。ただし、メッセージに含

まれる SMTP アドレスのセキュリティを保護するため、Connection ロケーション間の SMTP メッセー

ジ転送に関わるスマート ホストは必ず、メッセージを適切にルーティングするよう設定してください。

これは、メッセージから SMTP アドレスを抽出できる可能性があるからです。手順については、使用

中の SMTP サーバ アプリケーションのマニュアルを参照してください。

サイト内設定のテスト

サイトの設定をテストするには、テスト用のユーザ アカウントを作成するか、または各 Cisco Unity 
Connection ロケーションの既存のユーザ アカウントを使用します。テストで使用するユーザ アカウン

トを Cisco Unity Connection Administrationで設定する場合は、必ず各アカウントについて次の手順を

実行してください。

 • 音声名を録音します。

 • 内線ガイダンスを録音して有効にします。
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 • [ユーザの基本設定（User Basics）] ページで、[検索範囲（Search Scope）] にリモート ユーザの

パーティションを含む検索範囲を選択します。

 • [ユーザの基本設定（User Basics）] ページで、[ディレクトリに登録（List in Directory）] チェッ

クボックスをオンにします。

 • [再生メッセージの設定（Playback Message Settings）] ページで、[各メッセージの再生前にアナ

ウンス（Before Playing Each Message, Play）]、[送信者情報（Sender's information）] チェック

ボックスをオンにします。

 • オプションでクロスサーバ Live Reply 機能を有効化しテストする予定の場合は、[サービス クラス

の編集（Edit Class of Service）] > [メッセージ オプション（Message Options）] ページの [ユー

ザはコールを発信することによって他のユーザからのメッセージに応答できる（Users Can Reply 
to Messages from Other Users by Calling Them）]チェックボックスがオンになっているサービス 
クラスにアカウントが属していることを確認します。（デフォルトでは、このチェックボックスは

オフになっています）。

次のようなテストを実行して、サイトが適切に機能していることを確認します。

 • 「異なる Cisco Unity Connection ロケーションのユーザ間のメッセージ交換を検証するには」

（P.2-15）

 • 「自動応答機能から他の Cisco Unity Connection ロケーションのユーザへの着信転送を検証するに

は」（P.2-15）

 • 「ディレクトリ ハンドラから他の Cisco Unity Connection ロケーションのユーザへの着信転送を検

証するには」（P.2-16）

 • 「ネットワークで接続されたユーザ間の識別ユーザ メッセージングを検証するには（識別ユーザ 
メッセージングが有効になっている場合）」（P.2-16）

 • 「異なる Cisco Unity Connection ロケーションのユーザ間の Live Reply を検証するには」（P.2-16）

異なる Cisco Unity Connection ロケーションのユーザ間のメッセージ交換を検証するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection ロケーションにユーザとしてログインします。

ステップ 2 指示に従って、他の Connection ロケーションに関連付けられたユーザ宛にメッセージを録音して送信

します。

ステップ 3 受信者ユーザとして適切な Connection のロケーションにログインし、メッセージが受信されたことを

確認します。

ステップ 4 反対の方向でステップ 1 からステップ 3 を繰り返します。

自動応答機能から他の Cisco Unity Connection ロケーションのユーザへの着信転送を検証するに
は

ステップ 1 ユーザの電話以外の電話から、外部発信者を処理するように設定された Connection ロケーションに

コールし、他の Connection ロケーションに関連付けられたユーザの内線番号を入力します。

ステップ 2 正しいユーザの電話に到達することを確認します。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定
ディレクトリ ハンドラから他の Cisco Unity Connection ロケーションのユーザへの着信転送を検
証するには

ステップ 1 ユーザの電話以外の電話から、外部発信者を処理するように設定された Connection ロケーションに

コールし、ディレクトリ ハンドラに転送させます。

ステップ 2 電話ディレクトリ内で他の Connection ロケーションに関連付けられたユーザを見つけられること、お

よびディレクトリ ハンドラがコールを正しいユーザの電話に転送することを確認します。

ネットワークで接続されたユーザ間の識別ユーザ メッセージングを検証するには（識別ユーザ メッ
セージングが有効になっている場合）

ステップ 1 次のサブ手順を実行して、メッセージを残すユーザへの内部ガイダンスが Connection で再生されるこ

とを確認します。

a. ユーザの電話から、他の Connection ロケーションに関連付けられたユーザにコールし、

Connection へのコール転送を許可します。

b. 内部グリーティングが再生されることを確認します。

c. テスト メッセージを残します。

ステップ 2 次のサブ手順を実行して、受信者がメッセージを聞く際にユーザが識別されることを確認します。

a. 受信者ユーザとして適切な Connection のロケーションにログインし、ステップ 1 で録音したテス

ト メッセージを聞きます。

b. 録音した送信側ユーザの音声名を再生して、ユーザのカンバセーションでメッセージの送信者がア

ナウンスされることを確認します。

c. メッセージを聞いたら、ユーザのカンバセーションでメッセージへの返信が許可されることを確認

します。

異なる Cisco Unity Connection ロケーションのユーザ間の Live Reply を検証するには

ステップ 1 ユーザの電話から、他の Connection ロケーションに関連付けられたユーザにコールし、ボイスメール

へのコール転送を許可します。

ステップ 2 メッセージを残します。

ステップ 3 受信者ユーザとして適切な Connection のロケーションにログインし、ステップ 2 で録音したテスト 
メッセージを聞きます。

ステップ 4 メッセージを聞いたら、「Call sender」と言うか、またはユーザ カンバセーションのタイプに該当する

キー入力を使用して、ユーザのカンバセーションでメッセージへの Live Reply が許可されることを確

認します。（特定のカンバセーションに該当するキー入力を確認するには、『User Guide for the 
Cisco Unity Connection Phone Interface』の「Cisco Unity Connection Phone Menus and Voice 
Commands」の章を参照してください。このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/user/guide/phone/b_8xcucugphone.h
tml から入手可能です）。

ステップ 5 Live Reply のコールが、メッセージを残したユーザの電話に正しく転送されることを確認します。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定    
サイト全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作
成

サイト内の全サーバのすべてのユーザを含むマスター同報リストを作成する場合は、次のタスクを実行

します。

1. サイト内の各ロケーションで、[すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] リストの

名前を一意のものに変更します（たとえば「<ロケーション名>のすべてのボイスメール ユーザ

（All Voicemail Users on <Location Name>）」など）。詳細については、『System Administration 
Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsag
x.html から入手可能）の「Managing System Distribution Lists in Cisco Unity Connection 8.x」の

章にある「Modifying System Distribution Lists in Cisco Unity Connection 8.x」の項を参照してく

ださい。

2. 1 つのロケーションに新しい全ボイスメール ユーザのシステム同報リストを作成し、マスター リ
ストとして使用します。

3. すべてのロケーションからのリストを、マスター リストのメンバーとして追加します。

4. マスター リスト以外のすべてのリストを、ユーザが使用するサーチ スペースに属していないパー

ティションに入れ、ユーザがマスター以外のリストを参照できないようにします。たとえば、各ロ

ケーションで「<ロケーション名> の非表示 DL（Hidden DLs on <Location Name>）」という新し

いパーティションを作成し、そのロケーションをホームとするリストをそのパーティションに入れ

ます。（デフォルトでは、新しいパーティションはどのサーチ スペースにも属していません）。

ヒント ユーザがマスター リストに対して送信されたメッセージに返信する際に「全員に返信（Reply All）」を

使用して、大量のボイス メッセージ トラフィックが生成されることを防止するため、サーチ スペース

を使用してマスター リストへのアクセスを一部のユーザだけに制限することを強くお勧めします。こ

れらのユーザは、基本的に他のユーザが使用するサーチ スペースと同一のサーチ スペースに、マス

ター リストを含むパーティションが追加されたものを使用できます。

未使用の Cisco Unity Connection VPIM ロケーションと連絡先のクリーンアップ

VPIM ネットワーキングの Cisco Unity Connection サーバをサイトのメンバーに移行した後、そのサー

バとメッセージの交換を行うには、以前 VPIM ネットワーキングを使用していたサイト内の他のサー

バ上にあるそのサーバの VPIM ロケーションを削除する必要があります。同様に、サイト内で他の 
Connection ロケーションを表すサーバ上の VPIM ロケーションも削除する必要があります。VPIM ロ
ケーションを正常に削除するには、まずそのロケーションに関連付けられているすべての連絡先を削除

しなければなりません。

Connection ユーザを表す VPIM 連絡先を削除すると、その連絡先が同報リストから削除されることに

注意してください。各サーバの同報リストのメンバーシップを再確認し、必要に応じてリモート ユー

ザを含めて更新することをお勧めします。また、移行するサーバ上の連絡先を含むプライベート同報リ

ストのメンバーシップは更新する必要があることを、ユーザに通知することも検討してください。

VPIM ロケーションとそれに関連付けられた VPIM 連絡先を削除する方法については、「Cisco Unity 
Connection 8.x での VPIM ロケーションの削除」（P.4-16）を参照してください。
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク
ホーム ロケーションへのユーザのマッピング

サーバまたはクラスタはそれぞれが、異なるユーザのグループを処理しています。大規模な組織では、

同じ物理的ロケーションで複数のサーバまたはクラスタが使用されていることがあります。この場合

は、それぞれのサーバ上でどのユーザ アカウントを作成するか（各ユーザの「ホーム」サーバまたは

ロケーション）を決定し、マッピングの記録を保持する必要があります。この記録は、次の理由で必要

です。

 • ユーザの電話では、ユーザがホームとしているシステムにコールが転送される必要があります。

 • ユーザの電話に、ボイスメールにアクセスするための番号をダイヤルする [メッセージ

（Messages）] ボタンまたはスピードダイヤル ボタンがある場合は、そのボタンを、ユーザがホー

ムとしているシステムをコールするように設定する必要があります。

 • クロスサーバ ログインを設定しない場合、ユーザは自分が関連付けられているサーバまたはクラ

スタのパイロット番号をダイヤルして、メッセージを確認する必要があります。この場合は、ホー

ム サーバを呼び出す際にダイヤルする正しい番号をユーザに伝えなければなりません。

マッピングの記録を作成するには、各 Connection ロケーションで [ユーザ（Users）] レポートを実行

します。このレポートに含まれる情報には、ユーザ名やプライマリ ロケーションなどがあります。詳

細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.ht
ml から入手可能）の「Reports in Cisco Unity Connection 8.x」の章を参照してください。

2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク
Cisco Unity Connection 8.x は、サイト間リンクによる最大 2 つのサイトのリンクをサポートしていま

す。サイトをリンクするには、それぞれのサイトの全サーバで Connection バージョン 8.0 以降が実行

されている必要があります。

1 つのサイト内では最大 10 の Connection サーバまたはクラスタ（あるいはその両方）をリンク可能

で、2 つのサイト同士をリンクできます。（サイト間リンクは 1 つのサイトにつき 1 つだけサポートさ

れています）。いずれかのサイトが複数のサーバまたはクラスタで構成される場合は、リンクを作成す

る前にサイトを設定します。手順については、「Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定」（P.2-1）を

参照してください。

次の項を参照してください。

 • 「前提条件」（P.2-18）

 • 「Cisco Unity Connection サイトをリンクする際のタスク リスト」（P.2-19）

 • 「Cisco Unity Connection サイトをリンクする手順」（P.2-19）

前提条件

 • いずれかまたは両方のサイトが、複数のサーバまたはクラスタで構成される場合は、「Cisco Unity 
Connection 8.x サイトの設定」（P.2-1）の説明に従ってサイトを設定します。

 • 各サーバで Connection バージョン 8.x が実行されていることを確認します。

 • ディレクトリのサイズを、『System Requirements for Cisco Unity Connection』に記載されている制

限値に照らして確認します。
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク      
 • サイト間のゲートウェイとして機能する 2 つのロケーション（各サイトに 1 つずつ）は、TCP/IP 
ポート 25（SMTP）を介して互いへの直接ルーティングを実行できるか、または SMTP スマート 
ホストを経由して SMTP メッセージをルーティングできる必要があります。また、両方のゲート

ウェイが、ポート 80 の HTTP 経由かポート 443 の HTTPS 経由で、互いへのルーティングを実行

できる必要があります。

 • Cisco Unity Connection Administrationへのアクセスに使用するアカウントを特定します。このア

カウントには、[サーバの管理（Manage Servers）] 権限がなければなりません。（システム管理者

と技術者の役割にはそれぞれこの権限があります）。

Cisco Unity Connection サイトをリンクする際のタスク リスト

2 つの Cisco Unity Connection サイト同士でサイト間のリンクを設定する際は（サイト間リンクとい

う）、このタスク リストを使用します。相互参照によって、詳細な手順が表示されます。

Connection クラスタがある場合、このタスクはパブリッシャ サーバだけで行ってください。

1. 各サイト内のどのロケーションをサイト ゲートウェイとするか、およびゲートウェイ間でどのよ

うにメッセージをルーティングするかを決定します。「サイト ゲートウェイ ロケーションとゲート

ウェイ間の SMTP ルーティングの決定」（P.2-20）を参照してください。

2. 各サイト内の各サーバの表示名を確認し、それが両方のサイトの全ロケーション中で一意でない場

合や、より説明的な名前を選択したい場合は変更します。また、各サーバの SMTP ドメインも確

認し、一意でない場合は変更します。手順については、「各 Cisco Unity Connection サーバが一意

の表示名と SMTP ドメインを持っていることの確認」（P.2-5）を参照してください。

3. リンクを作成します。「サイト間リンクの作成」（P.2-20）を参照してください。

4. サイト間のレプリケーションが完了したことを確認します。「Cisco Unity Connection サイト間の

同期ステータスの確認とタスク スケジュールの設定」（P.2-23）を参照してください。

5. サイト間のサーチ スペースを設定します。「Cisco Unity Connection サイト間のサーチ スペースの

設定」（P.2-25）を参照してください。

6. オプションとして、ゲートウェイ間の一方向または両方向でシステム同報リストの同期を選択した

場合は、レプリケーションを許可または禁止するように、個々の同報リストを設定します。「同期

する個々のシステム同報リストの設定」（P.2-25）を参照してください。

7. オプションで、組織全体にわたる [すべてのユーザ（All Users）] 同報リストを設定します。「組織

全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作成」

（P.2-26）を参照してください。

8. オプションで、ロケーション間のクロスサーバ機能を設定します。「Cisco Unity Connection 8.x で
のクロスサーバ ログイン、転送、および Live Reply」の章を参照してください。

9. 各サイトについて、リモート サイト内のいずれかのサーバが、以前ローカル サイト内の他のサー

バの VPIM ロケーションとして設定されていた場合は、未使用の VPIM ロケーションをクリーン

アップします。「未使用の Cisco Unity Connection VPIM ロケーションと連絡先のクリーンアップ」

（P.2-17）を参照してください。

Cisco Unity Connection サイトをリンクする手順

次の項を参照してください。

 • 「サイト ゲートウェイ ロケーションとゲートウェイ間の SMTP ルーティングの決定」（P.2-20）

 • 「サイト間リンクの作成」（P.2-20）
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク
 • 「Cisco Unity Connection サイト間の同期ステータスの確認とタスク スケジュールの設定」

（P.2-23）

 • 「Cisco Unity Connection サイト間のサーチ スペースの設定」（P.2-25）

 • 「同期する個々のシステム同報リストの設定」（P.2-25）

 • 「組織全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作成」

（P.2-26）

サイト ゲートウェイ ロケーションとゲートウェイ間の SMTP ルーティングの決定

サイト間リンクを作成するには、サイトそれぞれで相互のゲートウェイとして機能する単一のロケー

ションを選択します。すべてのサイト間通信（ディレクトリ同期とメッセージ交換の両方による）は 2 
つのゲートウェイ間を通り、その際に接続要件と帯域幅利用がその 2 つのロケーション間のリンクに限

定されます。2 つのサイト間のディレクトリ同期とメッセージ交換を可能にするには、選択する各ゲー

トウェイで、互いとの次の接続が可能になっていなければなりません。

 • ディレクトリ同期には HTTPS（接続を暗号化する場合）または HTTP 接続。

 • メッセージ交換には SMTP 接続。

ゲートウェイ ロケーションを選択したら、その間でどのように SMTP メッセージをルーティングする

かを決定します。各方向で、メッセージを直接ルーティングするか、または SMTP スマート ホストを

使用することができます。SMTP スマート ホストは次のような場合に使用します。

 • 各ゲートウェイが、SMTP 転送をブロックするファイアウォールで隔てられている場合。

 • ゲートウェイのいずれかまたは両方が Cisco Unity Connection クラスタである場合。

ゲートウェイがクラスタである場合は、パブリッシャ サーバがダウンした場合に、メッセージ トラ

フィックがクラスタのサブスクライバ サーバに到達するようにするには、反対側のゲートウェイがス

マート ホストを介してクラスタにルーティングするように設定し、さらにクラスタの SMTP ドメイン

をパブリッシャ サーバとサブスクライバ サーバ両方の IP アドレスに解決するようスマート ホストを

設定する必要があります。この場合は、両方向のトラフィックをスマート ホスト経由でルーティング

することをお勧めします。

サイト間リンクの作成

この項では、2 つの手順を紹介します。

 • Cisco Unity Connection サイトのゲートウェイが SMTP メッセージを互いに直接ルーティングす

る場合は、「2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを自動でリンクするには」

（P.2-21）の手順を実行します。

（注） 2 つのゲートウェイを自動的にリンクすると、選択した設定内容が両方のゲートウェイに設定

されます。リンクを作成した後は、両方のゲートウェイで大部分の設定を変更できます。また

は、手動手順を使用してそれぞれのゲートウェイの設定を個別に行うこともできます。

 • Connection サイトのゲートウェイが、SMTP メッセージのルーティングのためにスマート ホスト

を必要とする場合は（たとえばファイアウォールで隔てられている場合や、一方または両方のゲー

トウェイがクラスタである場合など）、「2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを手動

でリンクするには」（P.2-22）の手順を実行します。
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2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを自動でリンクするには

ステップ 1 （いずれかのサーバの）Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）]、[
リンク（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

ステップ 2 [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで [追加（Add）] を選択します。

ステップ 3 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページで、[サーバ間の自動設定交換を使用して 
Cisco Unity Connection サイトにリンクする（Link to Site by Using Automatic Configuration Exchange 
Between Servers）] を選択します。

ステップ 4 SMTP ルーティングの警告メッセージ ウィンドウで、[OK] を選択します。

ステップ 5 [ホスト名（Hostname）] フィールドに、リンクするリモート Connection サイト ゲートウェイの IP ア
ドレスまたは完全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

ステップ 6 [ユーザ名（Username）] フィールドに、[ホスト名（Hostname）] フィールドで指定したロケーショ

ンの管理者のユーザ名を入力します。[サーバの管理（Manage Servers）] 権限を持つ役割には、管理

者アカウントを割り当てる必要があります。（システム管理者と技術者の役割にはこの権限がありま

す）。

ステップ 7 [パスワード（Password）] フィールドに、[ユーザ名（Username）] フィールドで指定した管理者のパ

スワードを入力します。

ステップ 8 転送プロトコルの設定で、SSL を有効化してサイト間のディレクトリ同期トラフィックを暗号化する

かどうかを決定します。

ステップ 9 同期設定では、[ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists 
When Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにして、リモート システム同報リスト

の情報をローカル サイトにプルし、ユーザがメッセージの宛先を自分に指定できるようにします。（レ

プリケートされるのは、宛先指定に使用されたリスト名などの情報だけです）。

（注） システム同報リストの同期を有効にすると、リンクの作成後は、サイト間リンクを削除して再

作成しない限り、これを無効にすることはできません。

（注） ローカル システム同報リストをリモート サイトでの同期に使用するには、これらのリストに同

期を許可するマークが付いている必要があります。デフォルトでは、Connection システム同報

リストには同期を許可するマークが付いていますが、この設定は変更されている可能性があり

ます。リストの同期を有効にするタイミングと方法は、タスク リストによって警告されます。

ステップ 10 リモート サイトで同期するときに、録音名をこのサイトから他のコーディングに変換するには、[発信

録音名を変換（Convert Outgoing Recorded Names to）] チェックボックスをオンにして、使用する

コーデックを選択します。

（注） このステップでコーデックを選択した場合は、両方のゲートウェイに同じコーデックが設定さ

れます。これは 2 つのゲートウェイの少なくとも一方で、録音名が録音形式とは異なる形式で

送信されることを意味します。これが望ましくない場合、現時点では設定を変更しないでくだ

さい。設定は後で、いずれかのゲートウェイの [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] 
ページから変更できます。

ステップ 11 デフォルトでは、リモート サイトからデータと録音名のディレクトリを同期するためにそれぞれ独自

のスケジュールで実行される 2 つのタスクは、サイト間リンクを作成した直後に有効になります。適切

な同期タスクを手動で編集して有効にするまで、いずれかのタイプのディレクトリ同期を無効にするに

は、[参加後にディレクトリ データを同期するタスクを有効にする（Enable Task to Synchronize 
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Directory Data After the Join）] チェックボックスまたは [参加後に録音名を同期するタスクを有効に

する（Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join）] チェックボックスをオフにしま

す。

ステップ 12 [リンク（Link）] を選択します。

ステップ 13 指示に従って、[OK] を選択して確認します。

2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを手動でリンクするには

ステップ 1 （いずれかのサイト ゲートウェイの）Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク

（Networking）]、[リンク（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

以降の手順では、このサーバを 1 番目のサイト ゲートウェイ、他方のゲートウェイを 2 番目のサイト 
ゲートウェイと呼びます。

ステップ 2 [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで [追加（Add）] を選択します。

ステップ 3 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページで、[設定ファイルを手動交換して 
Cisco Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] を選択します。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）] を選択して、1 番目のサイト ゲートウェイの設定ファイルをハード ドラ

イブ上か、またはこのファイルを 2 番目のサイト ゲートウェイにコピーするために使用できるメディ

ア上に保存します。

ステップ 5 2 番目のサイト ゲートウェイの Connection の管理 を参照します。

ステップ 6 2 番目のサイト ゲートウェイの Connection の管理 で、[ネットワーク（Networking）]、[リンク

（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

ステップ 7 [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで [追加（Add）] を選択します。

ステップ 8 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページで、[設定ファイルを手動交換して 
Cisco Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] を選択します。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）] を選択して、2 番目のサイト ゲートウェイの設定ファイルをハード ドラ

イブ上か、またはこのファイルを 2 番目のサイト ゲートウェイにコピーするために使用できるメディ

ア上に保存します。

ステップ 10 [リモート サイト設定ファイル（Remote Site Configuration File）] フィールドで、[参照（Browse）] 
を選択して、ステップ 4 で 1 番目のサイト ゲートウェイからダウンロードした設定ファイルのコピー

を選択します。

ステップ 11 転送プロトコルの設定で、ローカルのリーダー サービスがリモート ゲートウェイと同期を行う（ロー

カル リーダーが要求し、リモート フィーダが応答する）ときに、SSL を有効化してサイト ゲートウェ

イ間で渡されるデータを暗号化するかどうかを決定します。

ステップ 12 同期設定では、[ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists 
When Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにして、リモート システム同報リスト

の情報をローカル サイトにプルし、ユーザがメッセージの宛先を自分に指定できるようにします。（レ

プリケートされるのは、宛先指定に使用されたリスト名などの情報だけです）。

（注） システム同報リストの同期を有効にすると、リンクの作成後は、サイト間リンクを削除して再

作成しない限り、これを無効にすることはできません。
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（注） ローカル システム同報リストをリモート サイトでの同期に使用するには、これらのリストに同

期を許可するマークが付いている必要があります。デフォルトでは、Connection システム同報

リストには同期を許可するマークが付いていますが、この設定は変更されている可能性があり

ます。リストの同期を有効にするタイミングと方法は、タスク リストによって警告されます。

ステップ 13 リモート サイトで同期するときに、録音名をこのサイトから他のコーディングに変換するには、[発信

録音名を変換（Convert Outgoing Recorded Names to）] チェックボックスをオンにして、使用する

コーデックを選択します。

ステップ 14 デフォルトでは、リモート サイトからデータと録音名のディレクトリを同期するためにそれぞれ独自

のスケジュールで実行される 2 つのタスクは、サイト間リンクを作成した直後に有効になります。適切

な同期タスクを手動で編集して有効にするまで、いずれかのタイプのディレクトリ同期を無効にするに

は、[参加後にディレクトリ データを同期するタスクを有効にする（Enable Task to Synchronize 
Directory Data After the Join）] チェックボックスまたは [参加後に録音名を同期するタスクを有効に

する（Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join）] チェックボックスをオフにしま

す。

ステップ 15 サイト間ルーティング用に、適切なオプションを選択します。

 • [ サーバを使用してこのリモート ロケーションにルートする（Route to this Remote Site Through）
]：リモート サイト ゲートウェイの SMTP ドメインのアドレスに送信されたメッセージを適切に

ルーティングできるスマート ホストの具体的な IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力しま

す。

 • [SMTP スマート ホスト経由でこのリモート サイトにルーティングする（定義されている場合）

（Route to this Remote Site Through SMTP Smart Host (If One Is Defined)）]：[ システム設定

（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [ スマート ホスト（Smart Host）
] ページで定義されたホストに送信メッセージをルーティングします。このオプションを選択する

場合は、スマート ホストが定義済みであり、リモート サイト ゲートウェイの SMTP ドメインのア

ドレスに送信されたメッセージを適切にルーティングできる必要があります。スマート ホストが

定義されていない場合、Non-Delivery Receipt（NDR; 不達確認）がメッセージの送信者に送信さ

れます。

 • [ リモート サイト ゲートウェイ経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this 
Remote Site Through the Remote Site Gateway）]：送信メッセージをリモート サイト ゲートウェ

イの SMTP サーバに直接ルーティングします。リモート ゲートウェイがクラスタの場合や、ゲー

トウェイがファイアウォールで隔てられている場合は、このオプションを使用しないでください。

ステップ 16 [リンク（Link）] を選択します。

ステップ 17 1 番目のサイト ゲートウェイの Connection の管理 の、[アップロードするリモート設定ファイルの選

択（Select the Remote Configuration File to Upload）] フィールドで [参照（Browse）] を選択し、ス

テップ 9 で 2 番目のサーバからダウンロードした設定ファイルのローカル コピーを選択します。

ステップ 18 1 番目のサイト ゲートウェイでステップ 11 ～ステップ 15 を繰り返します。

ステップ 19 [リンク（Link）] を選択します。

Cisco Unity Connection サイト間の同期ステータスの確認とタスク スケジュールの設定

サイト ゲートウェイ間での初回の同期が始まると、データが各ゲートウェイに、さらにそこからサイ

ト内の全ロケーションに完全にレプリケートされるまでには、ディレクトリのサイズによって数分間か

ら数時間かかることがあります。
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各サイト ゲートウェイでは、リーダーがディレクトリ データを確認するためリモート フィーダをポー

リングするスケジュールと、録音名を確認するためポーリングするスケジュールを管理する、2 つのタ

スクがあります。デフォルトでは、これらのタスクは 15 分おきに実行されます。サイトをリンクする

際に、[参加後にディレクトリ データを同期するタスクを有効にする（Enable Task to Synchronize 
Directory Data After the Join）] チェックボックスまたは [参加後に録音名を同期するタスクを有効に

する（Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join）] チェックボックスをオフにした場

合は、スケジュールを設定してタスクを有効化しないと同期を開始できません。

同期が正常に進行中か、または完了済みかどうかは、Cisco Unity Connection Administrationの [サイ

ト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページおよび [タスク スケジュール（Task Schedule）] ペー

ジを使用して確認できます。サイト間の同期ステータスを確認し、2 つの同期タスクのスケジュールを

設定するには、次の手順に従います。

Cisco Unity Connection サイト間の同期ステータスを確認してタスク スケジュールを設定するに
は

ステップ 1 サイト ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）] > [
リンク（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

ステップ 2 [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで、サイト間リンクの表示名を選択します。

ステップ 3 [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページで、次の各フィールドの値を確認します。

 • [ 前回の同期時刻（Time of Last Synchronization）]：ローカルのリーダー サービスが前回、リ

モート サイト ゲートウェイのフィーダ サービスにポーリングしてリモート サイトのディレクトリ

変更の確認を試みた時刻（応答があったかどうかによらず）のタイムスタンプを示します。

 • [ 前回のエラーの時刻（Time of Last Error）]：ローカルのリーダー サービスで前回、リモート サ
イト ゲートウェイのフィーダ サービスにポーリングを試みた際にエラーが発生した時刻のタイム

スタンプを示します。このフィールドの値が 0 の場合、または [ 前回の同期時刻（Time of Last 
Synchronization）] の値が [ 前回のエラーの時刻（Time of Last Error）] の値よりも遅い場合、レ

プリケーションは問題なく進行している可能性が高くなります。

 • [ オブジェクト数（Object Count）]：ローカル サイト ゲートウェイがリモート サイトから同期し

たオブジェクト（ユーザ、該当する場合はシステム同報リスト、パーティション、サーチ スペー

ス、および Connection ロケーション）の数を示します。

ステップ 4 リモート サイト ディレクトリ同期タスクを表示し、必要に応じて有効にするかまたはスケジュールを

変更します。

a. [サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの右上隅にある [関連リンク（Related 
Links）] ボックスで、[リモート サイト ディレクトリ同期タスク（Remote Site Directory 
Synchronization Task）] を選択して、[移動（Go）] を選択します。

b. タスクがまだ有効になっていない場合は [タスク スケジュール（Task Schedule）] ページで有効に

し、タスクが適切な間隔または時間に実行されるようにスケジュールを変更します。

c. [保存（Save）] を選択します。

d. タスクの実行履歴を表示するには、[編集（Edit）] > [タスク定義の基本設定（Task Definition 
Basics）] を選択します。このページで、そのタスクが開始済みか、進行中か、または完了済みか

を判断できます。タスクが完了している場合、開始時間または完了時間のいずれかを選択して詳細

なタスク結果を表示できます。

ステップ 5 [タスク定義の基本設定（Task Definition Basics）] ページで、[タスクの定義（Task Definition）] > [
タスクの定義（Task Definitions）] を選択して、すべてのタスクのリストに移動します。
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ステップ 6 音声名をリモート ネットワークと同期タスクを表示し、必要に応じて有効にするかまたはスケジュー

ルを変更します。

a. [タスクの定義（Task Definitions）] ページで、[音声名をリモート ネットワークと同期

（Synchronize Voice Names With Remote Network）] を選択します。

b. [編集（Edit）] > [タスク スケジュール（Task Schedules）] を選択します。

c. タスクがまだ有効になっていない場合は [タスク スケジュール（Task Schedule）] ページで有効に

し、タスクが適切な間隔または時間に実行されるようにスケジュールを変更します。

d. [保存（Save）] を選択します。

e. タスクの実行履歴を表示するには、[編集（Edit）] > [タスク定義の基本設定（Task Definition 
Basics）] を選択します。このページで、そのタスクが開始済みか、進行中か、または完了済みか

を判断できます。タスクが完了している場合、開始時間または完了時間のいずれかを選択して詳細

なタスク結果を表示できます。

Cisco Unity Connection サイト間のサーチ スペースの設定

最初にサイト間のリンクを設定した場合は、あるロケーションをホームとするユーザは他のサイト内の

ロケーションのユーザにメッセージを送信できません。これは各ユーザが別個のパーティションに存在

しており、他のサイト内にあるロケーションのユーザのパーティションを含まないサーチ スペースを

使用しているからです。サイト間の最初のレプリケーションが完了したら、リモート サイトをホーム

とするパーティションを含めるようにサーチ スペースを再設定し、リモート サイトのロケーションを

ホームとするサーチ スペースを使用するようにユーザ、ルーティング規則、コール ハンドラ、ディレ

クトリ ハンドラ、および VPIM ロケーションの検索範囲を変更できます。（パーティションとサーチ 
スペースはどちらもロケーション間でレプリケートされますが、別のロケーションをホームとするパー

ティションにユーザおよびその他のオブジェクトを割り当てることはできません）。

いずれのサーバでもデフォルトのパーティションおよびサーチ スペースに変更を加えていない場合は、

少なくとも、各ロケーションで各リモート サイト ロケーションのデフォルトのパーティションを、

ローカル ユーザが使用しているサーチ スペースに追加することができます。たとえば、サイト 1 に 
ServerA、ServerB、および ServerC があり、サイト 2 に ServerD がある会社の場合、システム デフォ

ルトに変更を加えていなければ、ServerA、ServerB、および ServerC の Cisco Unity Connection 
Administration で、デフォルトのサーチ スペースである「ServerA サーチ スペース」、「ServerB サー

チ スペース」、および「ServerC サーチ スペース」のメンバーとして、「ServerD パーティション」と

いうデフォルトのパーティションを追加します。さらに、ServerD の Connection の管理 で、「ServerA 
パーティション」、「ServerB パーティション」、および「ServerC パーティション」を「ServerD サー

チ スペース」に、という具合に追加していきます。

サーチ スペースへのパーティションの追加の詳細については、『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.ht
ml から入手可能）の「Managing Partitions and Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」の章に

ある「Managing Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」の項を参照してください。

同期する個々のシステム同報リストの設定

「2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを自動でリンクするには」（P.2-21）の手順のス

テップ 9 または「2 つの Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイを手動でリンクするには」

（P.2-22）の手順のステップ 12 で、[ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める

（Include Distribution Lists When Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにした場合

は、リモート サイトで作成されたシステム同報リストに関する情報をローカル サイトにプルできます。
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク
ただし、個々のリストに関する情報が別のサイトに提供されるようにするには、リストの [同報リスト

の基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページで、[サイト間リンク経由のリモート サイト

のレプリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスがオンになってい

る必要があります。デフォルトでは、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート

（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] はオンになっているので、個々の Connection シス

テム同報リストにはデフォルトで同期のマークが付いています。ただしシステム同報リストのメンバー

として連絡先を許可するには、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート（Replicate to 
Remote Sites Over Intersite Links）] をオフにする必要があります。そのため、メンバーとして連絡先

を許可するように設定されたリストがある場合、これらはリモート サイトへのレプリケーションに使

用されません。

個々のリストの同期を無効にするには、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート

（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] をオフにします。個々のリストの同期を有効にする

には、メンバーとして追加された連絡先をすべて削除し、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレ

プリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスをオンにします。複数

リストの同期を同時に有効または無効にするには、一括編集または一括管理ツールのいずれかを使用で

きます。

組織全体にわたる [すべてのボイスメール ユーザ（All Voicemail Users）] 同報リストの作成

両サイト内の全サーバのすべてのユーザを含むマスター同報リストを作成する場合は、次のタスクを実

行します。

1. 各サイト内の各ロケーションで、（まだ行っていない場合は）[すべてのボイスメール ユーザ（All 
Voicemail Users）] リストの名前を一意の名前に変更します（たとえば「<サーバ名> のすべての

ボイスメール ユーザ（All Voicemail Users on <Server Name>）」など）。詳細については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsag
x.html から入手可能）の「Managing System Distribution Lists in Cisco Unity Connection 8.x」の

章にある「Modifying System Distribution Lists in Cisco Unity Connection 8.x」の項を参照してく

ださい。

2. マスター リストをホストするロケーションを組織内で 1 つ選択します。1 つのロケーションに新し

い全ボイスメール ユーザのシステム同報リストを作成し、マスター リストとして使用します。

3. 両サイトのすべてのロケーションからのリストを、マスター リストのメンバーとして追加します。

（注） リモート サイトからリストを追加するには、マスター リストがホームとしているサイトのゲー

トウェイで、[サイト間リンクの編集（Edit Intersite Link）] ページの [ディレクトリ データを

同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When Synchronizing Directory 
Data）] チェックボックスをオンにし、さらにリモート サイトの各ロケーションからのリスト

は、[同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List Basics）] ページの [サイト間リンク

経由のリモート サイトのレプリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] 
チェックボックスをオンにしておく必要があります。

4. マスター リスト以外のすべてのリストを、ユーザが使用するサーチ スペースに属していないパー

ティションに入れ、ユーザがマスター以外のリストを参照できないようにします。たとえば、各ロ

ケーションで「<サーバ名> の非表示 DL（Hidden DLs on <Server Name>）」という新しいパー

ティションを作成し、そのロケーションをホームとするリストをそのパーティションに入れます。

（デフォルトでは、新しいパーティションはどのサーチ スペースにも属していません）。
2-26
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsag230.html


第 2 章      Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワーク設定

ネットワークで接続された Cisco Unity Connection 8.x サーバの注意すべき動作     
ネットワークで接続された Cisco Unity Connection 8.x 
サーバの注意すべき動作

次の項を参照してください。

 • 「サイト間ネットワーキング：ハンドラの検索範囲がリモート システム同報リストに設定されると

結果が見つからなくなる」（P.2-27）

 • 「サイト間ネットワーク：複数の同報リストに送信されたメッセージの複数のコピーをユーザが受

信する可能性がある」（P.2-27）

 • 「ネットワークによるブロードキャスト メッセージはサポートされない」（P.2-27）

 • 「ネットワークによるディスパッチ メッセージはサポートされない」（P.2-27）

 • 「手動の再同期ではディレクトリと音声名の同期タスクが両方実行される」（P.2-28）

 • 「Cisco Unity Connection クラスタのレプリケーション」（P.2-28）

 • 「リモート ユーザをプライベート同報リストのメンバーとして追加できる」（P.2-28）

サイト間ネットワーキング：ハンドラの検索範囲がリモート システム同報
リストに設定されると結果が見つからなくなる

ディレクトリ ハンドラの検索範囲をシステム同報リストに設定し、リモート サイトをホームとするリ

ストを選択すると、発信者がそのハンドラに到達して検索を試行しても、結果が返されません。これ

は、リストのメンバーシップがサイト間リンクを介してレプリケートされないために発生します。（こ

の動作は、音声対応ディレクトリ ハンドラには適用されません。このハンドラには、検索範囲として

システム同報リストを使用するオプションがないためです）。

サイト間ネットワーク：複数の同報リストに送信されたメッセージの複数
のコピーをユーザが受信する可能性がある

メッセージを複数の同報リストに送信した場合、一部の状況では、メッセージがサイト間リンクを通過

すると、複数のリストのメンバーになっているユーザが複数のメッセージを受信する場合があります。

ネットワークによるブロードキャスト メッセージはサポートされない

サイト内またはサイト間で、ブロードキャスト メッセージを複数のロケーションに送信することはで

きません。

ネットワークによるディスパッチ メッセージはサポートされない

ロケーション間でのディスパッチ メッセージはサポートされていません。サイト内の他のロケーショ

ンの受信者に宛てられたディスパッチ メッセージは、通常のメッセージとしてリモート ユーザに送信

されます。リモート サイトの受信者に宛てられたディスパッチ メッセージは配信されません。ディス

パッチ メッセージは、メッセージの受信者がネットワークで接続された他のロケーションのユーザを

含まないシステム同報リストである場合にだけ、設定することをお勧めします。
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ネットワークで接続された Cisco Unity Connection 8.x サーバの注意すべき動作
手動の再同期ではディレクトリと音声名の同期タスクが両方実行される

[サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページの [すべて再同期（Resync All）] ボタンをク

リックすると、ディレクトリとリモート ネットワークの同期タスクが開始されます。そのタスクが完

了すると、音声名をリモート ネットワークと同期タスクが自動的に開始されます。これらのタスクは

通常、別個のスケジュールで個別に実行されます。

Cisco Unity Connection クラスタのレプリケーション

Cisco Unity Connection クラスタをサイトに追加するか、2 つのサイトをリンクすると、そのペアのパ

ブリッシャ サーバ上だけにサイト内またはサイト間のリンクが作成されます。クラスタのサブスクラ

イバ サーバ上で行うディレクトリ更新は、クラスタのパブリッシャ サーバからだけレプリケートされ

ます。サイト内のすべてのロケーション（および該当する場合はすべてのサイト間ゲートウェイ）が正

しく設定されていれば、サブスクライバ サーバが [プライマリ（Primary）] ステータスになったとき

やパブリッシャ サーバがシャットダウンされたときも、ボイス メッセージはクラスタとの間で送受信

され続けます。ただし、パブリッシャ サーバ上のディレクトリを最新の状態に保つには、パブリッ

シャ サーバを長時間シャットダウンしたままにしないでください。

リモート ユーザをプライベート同報リストのメンバーとして追加できる

プライベート リストを作成するときは、他のロケーションからメンバーを追加できます（そのメン

バーの検索範囲によって許可される場合）。この場合、メッセージの宛先指定やコール発信の際に到達

可能な同じユーザのセットを、プライベート リストのメンバーとしても追加できます。プライベート 
リストは他のロケーションにレプリケートされません。ユーザがプライベート リストをメッセージの

宛先として指定すると、ユーザのホーム ロケーションで同報リストが拡張され、リスト上の個々の受

信者がメッセージの宛先に指定されます。

次のメンバーが誤ってユーザのリストから削除された場合は、ユーザに通知することを検討してくださ

い。

 • Cisco Unity Connection ロケーションを削除すると、そのロケーションのリモート ユーザがすべて

のプライベート リストから削除されます。

 • VPIM の連絡先が Connection ユーザになると、その連絡先はすべてのプライベート リストから削

除されます。
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Cisco Unity サーバと Cisco Unity 
Connection 8.x サーバ間のネットワークの
設定

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイ間のサイト間リンクの設

定」（P.3-1）

 • 「Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイをリンクする手順」（P.3-4）

 • 「Cisco Unity と Cisco Unity Connection 8.x のネットワークにおける注意すべき動作」（P.3-20）

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x 
ゲートウェイ間のサイト間リンクの設定

この項では、Cisco Unity サーバ、フェールオーバー ペア、またはデジタル ネットワークを 
Cisco Unity Connection サーバ、クラスタ、またはサイトに接続するサイト間リンクを設定するための

前提条件について説明します。また、設定の完了に必要なすべてのタスクの概要と実行順序を示したタ

スク リストを提供します。サイト間リンクの概念に精通していない場合は、まず「Cisco Unity 
Connection 8.x のネットワーク概念の概要」の章を読み、その後タスク リストと手順を確認してから、

設定を開始してください。

次の項を参照してください。

 • 「前提条件：Cisco Unity」（P.3-1）

 • 「前提条件：Cisco Unity Connection」（P.3-2）

 • 「Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection ゲートウェイ間のサイト間リンクの設定のタ

スク リスト」（P.3-2）

前提条件：Cisco Unity

 • 1 つ以上の Cisco Unity リリース 8.x サーバがすでにインストールされていて、インストールに適

したネットワークに接続されている。Cisco Unity Connection には、1 つの Cisco Unity サーバま

たは 1 つの Cisco Unity デジタル ネットワークをリンクできます。
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Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイ間のサイト間リンクの設定
 • Cisco Unity および Microsoft Exchange の環境が、『Networking Options Requirements』の

「Cisco Unity Connection Networking Requirements」の項に記載されている要件を満たしている。

このドキュメントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.ht
ml から入手可能です。

 • Cisco Unity Connection サイトへのゲートウェイとして機能する Cisco Unity サーバが、ポート 80 
の HTTP 経由か、ポート 443 の HTTPS 経由で Connection サイト ゲートウェイに直接ルーティン

グできる。

前提条件：Cisco Unity Connection
 • 1 つの Cisco Unity Connection 8.x サーバまたはクラスタ、または 1 つの Connection サイトを、1 

つの Cisco Unity サーバ、フェールオーバー ペア、またはデジタル ネットワークにリンクできる。

Connection サイトをリンクするには、サイト内のすべてのサーバでバージョン 8.x が実行されて

いる必要があります。

 • Connection サイトにリンクしている場合、サイトは「Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定」

（P.2-1）に従って設定されている。

 • Connection サイトが、『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の

「Requirements for Intersite Networking」の項に記載されている要件を満たしている。このドキュ

メントは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucsysreqs.html 
から入手可能です。

 • ゲートウェイとして機能する Connection サーバで、サーバの管理権限を持つアカウントにアクセ

スできる。（システム管理者と技術者の役割にはそれぞれこの権限があります）。

 • Cisco Unity サイトへのゲートウェイとして機能する Connection サーバが、ポート 80 の HTTP 経
由か、ポート 443 の HTTPS 経由で Cisco Unity サイト ゲートウェイに直接ルーティングできる。

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection ゲートウェイ間の
サイト間リンクの設定のタスク リスト

1. ネットワーク トポロジを決定し、サイト間リンクの設定に必要な情報を収集します。「配置の決定

と重要な情報の収集」（P.3-4）を参照してください。

2. Cisco Unity Connection とのメッセージングに使用する Cisco Unity ドメイン名を決定します。

「Cisco Unity 相互運用性ドメイン名の決定」（P.3-4）を参照してください。

3. [プライマリ ロケーション（Primary Location）] ページで設定を行い、権限を確認し、Active 
Directory スキーマを拡張して、Cisco Unity ゲートウェイの準備を行います。「Cisco Unity ゲート

ウェイの準備」（P.3-5）を参照してください。

4. VPIM ネットワーキングを処理するために Cisco Unity Voice Connector を Exchange 2000 または 
Exchange 2003 サーバにすでにインストールしている場合はアンインストールします。

『Networking Guide for Cisco Unity Release 8.x』の「Upgrading and Uninstalling Networking 
Options」の章の「Uninstalling the Cisco Unity Voice Connector」の項を参照してください。この

ドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/networking/guide/8xcunetx.html から

入手可能です。
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Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイ間のサイト間リンクの設定       
Bridge ネットワークや AMIS ネットワークを処理するために Voice Connector が必要な場合は、

この後タスク リストで Voice Connector を再インストールし、これらのオプションだけを設定しま

す。

5. Interoperability Gateway for Microsoft Exchange をすでにインストールしている場合は、次のいず

れかを実行して、正しく設定されていることを確認します。

 – Interoperability Gateway が Exchange 2010 または 2007 にインストールされている場合は、外

部コネクタの設定を確認し、送信コネクタと受信コネクタを設定します。「Exchange 2010 ま
たは 2007 にすでにインストールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity 
Connection 相互運用性の設定」（P.3-8）を参照してください。

 – Interoperability Gateway が Exchange 2003 にインストールされている場合は、SMTP コネク

タを更新し、UCI アドレス空間を追加します。「Exchange 2003 にすでにインストールされて

いる Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性の設定」（P.3-11）を参照

してください。

6. Interoperability Gateway for Microsoft Exchange をあらかじめインストールされていない場合は、

インストールして設定します。（VPIM ネットワーキングまたは信頼できるインターネット ロケー

ションを Cisco Unity で現在使用しているか、または使用する予定がある場合は、Interoperability 
Gateway を設定して、これらのタイプのネットワーキングと Cisco Unity Connection の相互運用

性を処理できるようにします）。『Networking Guide for Cisco Unity Release 8.x』の「Installing 
and Configuring the Interoperability Gateway for Microsoft Exchange」の章の「Setting Up the 
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange」の項を参照してください。このドキュメント

は、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/networking/guide/8xcunetx.html 
から入手可能です。

7. タスク 4. でアンインストールした Cisco Unity Voice Connector が Bridge ネットワークや AMIS 
ネットワークの処理に必要な場合は、Voice Connector を再インストールして、これらのオプショ

ンだけを設定します。該当する『Release Notes for Cisco Unity Voice Connector for Microsoft 
Exchange』の「Installing the Voice Connector」の項を参照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html から入手

可能です。

8. Cisco Unity のメッセージを配信する Exchange サーバからの SMTP 接続を受け入れるように 
Cisco Unity Connection ゲートウェイを設定します。「Cisco Unity Connection ゲートウェイでの 
SMTP アクセスの設定」（P.3-12）を参照してください。

9. Cisco Unity ゲートウェイ設定ファイルをダウンロードします。「Cisco Unity ゲートウェイ設定

ファイルのダウンロード」（P.3-13）を参照してください。

10. Cisco Unity サイト ゲートウェイで、Connection ユーザを Cisco Unity にインポートする際に使用

するテンプレートを設定します。「Cisco Unity ゲートウェイでの Cisco Unity Connection ユーザ用

のテンプレートの設定」（P.3-13）を参照してください。

11. Cisco Unity Connection ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationにサイト間リンク

を作成して、ゲートウェイのリンクを開始します。「Cisco Unity Connection ゲートウェイでのサ

イト間リンクの作成」（P.3-14）を参照してください。

12. Cisco Unity ゲートウェイにサイト間リンクを作成して、ゲートウェイのリンクを終了します。

「Cisco Unity ゲートウェイでのサイト間リンクの作成」（P.3-16）を参照してください。

13. パーティションとサーチ スペースを設定して、Cisco Unity Connection ユーザが Cisco Unity ユー

ザに宛先指定できるようにし、またその逆もできるようにます。「Cisco Unity と Cisco Unity 
Connection の相互運用のパーティションとサーチ スペースの設定」（P.3-18）を参照してくださ

い。

14. オプションとして、ゲートウェイ間の一方向または両方向でシステム同報リストの同期を選択した

場合は、レプリケーションを許可または禁止するように、個々の同報リストを設定します。「同期

する個々のシステム同報リストの設定」（P.3-19）を参照してください。
3-3
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x      

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/networking/guide/8xcunet085.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/networking/guide/8xcunet085.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/networking/guide/8xcunetx.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html


第 3 章      Cisco Unity サーバと Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワークの設定               

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイをリンクする手順
15. オプションで、Cisco Unity サーバ上で認識されたユーザ メッセージを拡張し、Connection ネット

ワーキング ユーザを含めます。「Connection ネットワーキング ユーザを含めるための Cisco Unity 
に認識されたユーザ メッセージの拡張」（P.3-19）を参照してください。

16. オプションで、クロスサーバ ログイン、転送、Live Reply を設定します。「Cisco Unity 
Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、転送、および Live Reply」の章を参照してください。

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x 
ゲートウェイをリンクする手順

配置の決定と重要な情報の収集

Cisco Unity と Cisco Unity Connection の相互運用性を設定する前に、次の項目について必ず計画し、

必要な情報を収集してください。

 • Cisco Unity Voice Connector と関連する Transport Event Sink を使用して Cisco Unity に VPIM を
設定している場合、Voice Connector ではなく Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を
使用するように VPIM 設定を移行する必要があります。Cisco Unity を Cisco Unity Connection と
相互運用するよう設定している場合、Interoperability Gateway と Voice Connector Transport Event 
Sink は共存できません。Interoperability Gateway を初めてインストールする場合は、VPIM ネッ

トワークと Cisco Unity Connection ネットワークの両方用に設定してください。Voice Connector 
をアンインストールするタイミングは、タスク リストに記載されています。（Bridge ネットワーク

や AMIS ネットワークを処理するために Voice Connector が必要な場合は、再インストールしてこ

れらのオプションを処理します）。

 • もう一方のサイトに対してゲートウェイとして機能する 1 つのロケーションを各サイトで選択しま

す。ディレクトリの同期を行うために、選択するゲートウェイには HTTP または HTTPS 接続が必

要です。

 – Cisco Unity サイト ゲートウェイを選択する場合は、可能であれば、リソースが最も多く、

ユーザ数とコール アクティビティの量が最も少ないサーバを選択します。特に、プラット

フォーム オーバーレイ 1 サーバには CPU、メモリ、ディスク、および MSDE/SQL Express の
制限があるため、同期のオーバーヘッドを処理するサーバの機能が低下します。

 – Cisco Unity ロケーションを選択する場合、Connection サイトのすべてのロケーションが 
Cisco Unity サイト ゲートウェイと同じダイヤル発信ドメインに属することを検討してくださ

い。

Cisco Unity 相互運用性ドメイン名の決定

Cisco Unity Connection と Cisco Unity の間でメッセージを交換するには、Cisco Unity ユーザをメッ

セージの宛先に指定するときに Connection が使用するドメイン名を決定する必要があります。ドメイ

ン名はメッセージング システムを一意に識別します。ドメイン名は、次の方法で設定します。

 • Cisco Unity ゲートウェイの Cisco Unity Administrator の [ネットワーク（Network）] > [プライ

マリ ロケーション（Primary Location）] ページの [SMTP ドメイン名（SMTP Domain Name）] 
フィールド。

 • Interoperability Gateway Administrator の [相互運用ドメイン FQDN（Interop Domain FQDN）] 
フィールド。

さらに、相互運用ドメイン FQDN に基づいて、ドメイン名は次のように設定します。
3-4
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x



第 3 章      Cisco Unity サーバと Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワークの設定

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイをリンクする手順       
 • Exchange 2010 または 2007 サーバに Interoperability Gateway をインストールする場合：

 – Interoperability Gateway 外部コネクタの SMTP AddressSpace ドメインとして設定します。

（この値は、Interoperability Gateway Administrator を使用して Interoperability Gateway 外部

コネクタを作成または変更したときに、相互運用ドメイン FQDN に基づいて自動的に設定さ

れます）。

 – Interoperability Gateway 承認済みドメインの DomainName として設定します。（この値は、

Interoperability Gateway Administrator を使用して Interoperability Gateway 承認済みドメイン

を作成または変更したときに、相互運用ドメイン FQDN に基づいて自動的に設定されます）。

 • Exchange 2003 サーバに Interoperability Gateway をインストールする場合：

 – Interoperability Gateway SMTP コネクタの SMTP アドレス空間ドメインとして設定します。

 – Interoperability Gateway 受信者ポリシーの SMTP 電子メール アドレス ポリシーとして設定し

ます。

Cisco Unity で VPIM または信用できるインターネットのユーザを処理するために Interoperability 
Gateway for Microsoft Exchange をすでにインストールしている場合は、その処理中に選択した相互運

用ドメインを使用します。ただし、これが Cisco Unity Connection ゲートウェイ SMTP ドメインと一

致していない場合に限ります。

他のネットワーク機能を処理するために Interoperability Gateway をインストールしていない場合は、

相互運用ドメイン名は自由に付けられますが、<名前>.<ドメイン名> の形式に従った名前を使用する

ことをお勧めします。<名前> は説明的用語で、<ドメイン名> は組織のドメイン名です。たとえば、

interop.mydomain.com のようになります。ただし、選択する相互運用ドメイン名は、次の要件を満た

す必要があります。

 • Interoperability Gateway for Microsoft Exchange 経由でメッセージをルーティングする以外の目的

で、Cisco Unity が属している Exchange 組織で使用されている SMTP ドメインと同じでないこと。

 • Connection サイト ゲートウェイの SMTP ドメインと同じでないこと（SMTP ドメインは、

Connection ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定（System 
Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [サーバ（Server）] ページで確認できま

す）。

Cisco Unity ゲートウェイの準備

次の項の手順を実行して、Cisco Unity ゲートウェイの準備を行います。

 • 「Cisco Unity ゲートウェイのプライマリ ロケーションのプロファイル ページの設定」（P.3-5）

 • 「Cisco Unity Connection ユーザを作成するための Cisco Unity の権限の確認」（P.3-6）

 • 「Active Directory スキーマの拡張」（P.3-7）

Cisco Unity ゲートウェイのプライマリ ロケーションのプロファイル ページの設定

Cisco Unity ゲートウェイのプライマリ ロケーションのプロファイル ページを設定する

ステップ 1 Cisco Unity ゲートウェイの Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [プライマ

リ ロケーション（Primary Location）] > [プロファイル（Profile）] ページに移動します。

ステップ 2 ロケーションの意味のある名前を入力します。

ステップ 3 ダイヤル ID が入力されていない場合は入力します。ダイヤル ID は Cisco Unity に対してこのロケー

ションを特定するもので、変更内容をページに保存する際に必要です。
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ステップ 4 ダイヤル ドメイン名に対し、次の手順を実行します。

 • インストールが 1 つの Cisco Unity サーバだけで構成されている場合は、ダイヤル発信ドメイン名

を作成します。

 • デジタル ネットワーキングで接続された複数の Cisco Unity サーバで環境が構成されており、この

サーバが、ネットワークで接続された他の Cisco Unity サーバと同じ電話システムに組み込まれて

いる場合、このサーバがダイヤル ドメインにすでに追加されている場合があります。そうでない

場合は、ダイヤル ドメイン名を入力するか、リストから選択します。リストには、ネットワーク

内にある少なくとも 1 つの他の Cisco Unity サーバですでに設定されているダイヤル ドメイン名の

名前が含まれています。

ダイヤル ドメイン名では大文字小文字が区別されるため、すべてのサーバで正確に同じ名前を入
力しなければならないことに注意してください。すべてのサーバを同じダイヤル ドメインに正し
く追加するには、1 つの Cisco Unity サーバでダイヤル ドメイン名を入力して、その名前が他の 
Cisco Unity サーバに複製されるのを待機します。こうすることにより、レプリケーションがサー
バ間で正しく動作することも確認できます。他の Cisco Unity サーバからのプライマリ ロケーショ
ン データがローカル サーバで反映されるのに要する時間は、ネットワーク設定とレプリケーショ
ン スケジュールによって異なります。

ステップ 5 [SMTP ドメイン名（SMTP Domain Name）] フィールドに、「Cisco Unity 相互運用性ドメイン名の決

定」（P.3-4）で選択した相互運用性ドメイン名を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）] アイコンを選択します。

Cisco Unity Connection ユーザを作成するための Cisco Unity の権限の確認

Cisco Unity のインストール中に、Cisco Unity Permissions ウィザードを実行して必要な権限をインス

トール アカウントとサービス アカウントに与えるときに、[ボイス メッセージングの相互運用性を有

効にするかどうかの選択音声（Choose Whether to Enable Voice Messaging Interoperability）] ページ

の [AMIS、Cisco Unity Bridge、および VPIM で必要とされる権限を設定（Set Permissions Required 
by AMIS, Cisco Unity Bridge, and VPIM）] チェックボックスをオンにしなかった場合は、

「Cisco Unity に Cisco Unity Connection ユーザを作成するための権限を設定する」（P.3-6）の手順を実

行します。

ヒント チェックボックスをオンにしたかどうかが不明な場合は、Permissions ウィザードをレポート モードで

実行します。詳細については、Permissions ウィザードがインストールされているディレクトリにある

レポート モード ヘルプ ファイル（PWReportHelp_<言語>.htm）を参照してください。

Permissions ウィザードの実行の詳細については、Permissions ウィザードがインストールされている

ディレクトリにある Permissions ウィザード ヘルプ ファイル（PWHelp_<言語>.htm）を参照してく

ださい。

Cisco Unity に Cisco Unity Connection ユーザを作成するための権限を設定する

ステップ 1 次のアカウントを使用して、ゲートウェイ サーバにログインします。

 • Cisco Unity サーバが属している、または Domain Admins グループのデフォルトの権限と同じ権

限を持つドメインの Domain Admins グループのメンバー。

 • Exchange 完全管理者または Cisco Unity ユーザのインポート元のドメインすべてを含むドメイン

の Domain Admins グループのメンバーのいずれか。
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ステップ 2 Permissions ウィザードを再実行し、[ボイス メッセージ相互運用性を有効にするかどうかの選択

（Choose Whether to Enable Voice Messaging Interoperability）] ページが表示されるまで、画面上のプ

ロンプトに従います。

ステップ 3 [AMIS、Cisco Unity Bridge、および VPIM で必要とされる権限を設定（Set Permissions Required by 
AMIS, Cisco Unity Bridge, and VPIM）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 画面表示に従って Permissions ウィザードを完了します。

Active Directory スキーマの拡張

Cisco Unity をインストールする前に、Cisco Unity 固有の情報を格納するために、Active Directory ス
キーマを拡張します。Cisco Unity Connection との相互運用性をサポートするために、Active 
Directory スキーマをさらに拡張する必要があります。

Cisco Unity Connection 相互運用性をサポートするために必要なスキーマの変更を確認するには、

Cisco Unity ディスク 1 の Schema¥LdifScripts ディレクトリを参照し、vpimgateway.ldf ファイルを表

示します（Cisco Unity Connection 相互運用性に必要な内線番号は、VPIM ネットワーキングに必要な

内線番号と同じです）。

Active Directory スキーマを、VPIM ネットワーキングをサポートするように変更していない場合だ

け、次の手順を実行します。スキーマがすでに変更されているかどうかを確認するには、スキーマが更

新されるたびに生成されるログ ファイルを調べます。ログ ファイルが格納されているディレクトリへ

のショートカットが、Windows のデスクトップに配置されています。

Cisco Unity Connection 相互運用性と VPIM ネットワーキングの Active Directory スキーマを拡
張する

ステップ 1 スキーマを更新する前に、すべてのドメイン コントローラがオンラインになっていることを確認しま

す。スキーマの複製は、すべてのドメイン コントローラがオンラインの場合にだけ行われます。

ステップ 2 スキーマ マスターの役割をするドメイン コントローラ上で、Schema Administrators グループのメン

バーであるアカウントを使用してログインします。

ステップ 3 Cisco Unity DVD 1 または CD 1、またはダウンロードした Cisco Unity CD 1 イメージ ファイルがある

場所から、ディレクトリ ADSchemaSetup を参照し、ADSchemaSetup.exe をダブルクリックします。

ステップ 4 ダイアログボックスで行をダブルクリックし、ADSchemaSetup を表示する言語を選択します。

ステップ 5 [Exchange VPIM と Connection ネットワーキング コネクタ（Exchange VPIM and Connection 
Networking Connector）] チェックボックスをオンにし、他のチェックボックスをオフにして、[OK] 
を選択します。

ステップ 6 LDAP Data Interchange Format（LDIF）スクリプトの実行が終了したら、[OK] を選択します。

ステップ 7 スキーマの拡張が終了すると、Ldif.log ファイルと LDif.err ファイルがデスクトップに保存されます。

ファイルの内容を表示し、拡張が正常に完了したことを確認します。

ステップ 8 スキーマに対する変更がフォレスト全体に複製されるまで待ってから、プライマリ ロケーションと配

信ロケーションに情報を追加します。スキーマが複製されるまでに 15 分以上かかる場合があります。
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Exchange 2010 または 2007 にすでにインストールされている 
Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性の設
定

Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を経由して Cisco Unity と Cisco Unity Connection 間
でメッセージを交換するには、有効な外部コネクタが Exchange 2010 または 2007 サーバに存在してい

て、Interoperability Gateway 経由でメッセージを正しくルーティングする必要があります。さらに、

Cisco Unity サーバが属する Exchange 組織が、リモート ネットワークにある SMTP ブリッジヘッド 
サーバとのメールの送受信を許可されている必要があります。リモート ネットワークが Cisco Unity 
Connection サイトの場合、設定に応じて、メールの送受信は Connection サイト ゲートウェイで直接

行われるか、Connection ゲートウェイの代わりに SMTP 接続を処理する Exchange 組織の外のスマー

ト ホストまたはその他のリレーで行われます。

この項ではまず「すでにインストールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 
相互運用性を設定するには（Exchange 2010 または 2007 のみ）」（P.3-8）の手順を実行します。

Cisco Unity Connection ゲートウェイ、スマート ホスト、またはリレーを使用してメッセージを送受

信できるように Exchange 組織を設定する方法に精通している場合は、残りの手順をスキップして、組

織で確立されているルールと方法に基づいてメッセージ送信設定を処理してください。そうでない場合

は、残りの 2 つの手順を実行してください。

 • 「リモート ボイス メッセージング システムの送信コネクタを設定するには（Exchange 2010 または 
2007 のみ）」（P.3-9）

 • 「リモート ボイス メッセージング システムの受信コネクタを設定するには（Exchange 2010 または 
2007 のみ）」（P.3-10）

すでにインストールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用
性を設定するには（Exchange 2010 または 2007 のみ）

ステップ 1 Interoperability Gateway Administrator を開きます。（Windows の [スタート（Start）] メニューで、[
スタート（Start）] > [すべてのプログラム（Programs）] > [Cisco] > [IGE 管理（IGE Admin）] を参

照します）。

Exchange 2010 に Interoperability Gateway がインストールされている場合は、アカウントの資格情報

を入力するように Interoperability Gateway Administrator によって求められます。完全な Exchange 管
理者権限を持つアカウントを使用します。

ステップ 2 Administrator の一番上のペインの [アドレス空間（Address Spaces）] の下で、[UCI
（Cisco Unity-Connection Interoperability）] チェックボックスがオンになっているかどうかを確認しま

す。オンになっている場合は、Interoperability Gateway Administrator を閉じて、タスク リストの次の

タスクに進みます。オンになっていない場合、オンにします。

ステップ 3 Interoperability Gateway Administrator の左にあるツリー制御で、[外部コネクタ（Foreign Connector）
] を選択します。

ステップ 4 相互運用ドメインとステップ 2 でオンにした UCI 機能のアドレス空間をカバーする外部コネクタをま

だ作成していない場合、[外部コネクタ（Foreign Connector）] ペインの一番上に、警告メッセージが

赤で表示されます。

この警告が表示されず、有効な外部コネクタがペインの左上にあるリスト ボックスに表示された場合

は、Interoperability Gateway Administrator を閉じて、タスク リストの次のタスクに進みます。
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警告が表示された場合は、Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を最初にインストールした

ときに作成した既存の外部コネクタを変更できます。この処理を行うには、次のサブステップを実行し

ます。

a. サーバをホームとし、Cisco Unity ネットワークに関連するアドレス空間を少なくとも 1 つ含む外

部コネクタのリスト（左上）で、既存の外部コネクタを選択します。

b. リスト ボックスの下の [変更（Modify）] を選択します。

c. シェル コマンドの実行画面で [実行（Run）] を選択します。

ステップ 5 Interoperability Gateway Administrator を閉じます。

リモート ボイス メッセージング システムの送信コネクタを設定するには（Exchange 2010 または 
2007 のみ）

ステップ 1 Interoperability Gateway がインストールされている Exchange サーバで、Exchange Management Shell 
を開きます。

ステップ 2 左側のペインで、[組織の構成（Organization Configuration）] を展開して [ハブ トランスポート

（Hub Transport）] を選択します。

ステップ 3 メインの [ハブ トランスポート（Hub Transport）] ペインで、[送信コネクタ（Send Connectors）] タ
ブを選択します。

ステップ 4 [アクション（Actions）] ペインの [ハブ トランスポート（Hub Transport）] の下で、[送信コネクタの

新規作成（New Send Connector）] を選択します。

ステップ 5 [SMTP 送信コネクタの新規作成（New SMTP Send Connector）] ウィザードの [概要（Introduction）] 
ページで、新規コネクタの名前を入力します。

ステップ 6 [この送信コネクタの使用目的を選択する（Select the Intended Use for this Send Connector）] の下の [
カスタム（Custom）] を選択して、[次へ（Next）] を選択します。

ステップ 7 [アドレス空間（Address space）] ページで [追加（Add）] を選択します。

ステップ 8 [アドレス（Address）] に、リモート ネットワークの SMTP ドメインを入力して [OK] を選択します。

ステップ 9 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 10 [ネットワーク設定（Network settings）] ページで、[メールを次のスマート ホストを経由してルー

ティングする（Route Mail through the Following Smart Hosts）] を選択します。

ステップ 11 [追加（Add）] を選択します。

ステップ 12 IP アドレスに対して、メッセージを直接ゲートウェイにルーティングする場合は Cisco Unity 
Connection ゲートウェイの IP アドレスを入力し、Exchange 組織から Connection ゲートウェイにメッ

セージを送信するように設定している場合は、スマート ホストまたは他のリレーの IP アドレスを入力

します。

ステップ 13 [OK] を選択します。

ステップ 14 [次へ（Next）] を選択して、次のページに進みます。

ステップ 15 [スマート ホスト認証の設定（Configure Smart Host Authentication Settings）] ページで、Exchange 
組織と Connection ゲートウェイ間でメールを送信するときに使用する認証のタイプを選択します。

ステップ 16 [次へ（Next）] を選択して、次のページに進みます。

ステップ 17 [送信元サーバ（Source Server）] ページで、デフォルトでローカルの Exchange サーバがリストされ

ています。[次へ（Next）] を選択して続行します。
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ステップ 18 [コネクタの新規作成（New Connector）] ページの設定を確認し、[新規作成（New）] を選択して新

しいコネクタを追加します。

ステップ 19 [終了（Finish）] を選択してウィザードを終了します。

ステップ 20 [送信コネクタ（Send Connectors）] タブで、作成したコネクタを右クリックして [プロパティ

（Properties）] を選択します。

ステップ 21 [プロトコルのログ出力レベル（Protocol Logging Level）] を [詳細（Verbose）] に設定します。

ステップ 22 [OK] を選択してプロパティ ウィンドウを閉じます。

リモート ボイス メッセージング システムの受信コネクタを設定するには（Exchange 2010 または 
2007 のみ）

ステップ 1 Interoperability Gateway がインストールされている Exchange サーバで、Exchange Management Shell 
を開きます。

ステップ 2 左側のペインで、[サーバの設定（Server Configuration）] を展開して [ハブ トランスポート（Hub 
Transport）] を選択します。

ステップ 3 上部の [ハブ トランスポート（Hub Transport）] ペインで、サーバのリストからローカル Exchange 
サーバを選択します。

ステップ 4 下のペインのタイトルがローカルの Exchange サーバの名前になっていることを確認し、[受信コネク

タ（Receive Connectors）] タブを選択します。

ステップ 5 [アクション（Actions）] ペインのローカル サーバ名の下で、[受信コネクタの新規作成（New 
Receive Connector）] を選択します。

ステップ 6 [SMTP 送信コネクタの新規作成（New SMTP Send Connector）] ウィザードの [概要（Introduction）] 
ページで、新規コネクタの名前を入力します。

ステップ 7 [この送信コネクタの使用目的を選択する（Select the Intended Use for this Send Connector）] の下の [
カスタム（Custom）] を選択して、[次へ（Next）] を選択します。

ステップ 8 [ローカル ネットワークの設定（Local Network settings）] ページの [HELO または EHLO に応答して

このコネクタが提供する FQDN を指定する :（Specify the FQDN this Connector Will Provide in 
Response to HELO or EHLO:）] フィールドに、ローカル サーバの完全修飾ドメイン名を入力します。

ステップ 9 [次へ（Next）] を選択して、次のページに進みます。

ステップ 10 [リモート ネットワークの設定（Remote Network settings）] ページのリスト ボックスで、

[0.0.0.0-255.255.255.255] を選択し、[編集（Edit）] を選択します。

ステップ 11 メッセージを Cisco Unity Connection ゲートウェイから直接受け取る場合は、開始アドレスと終了ア

ドレスの両方の値としてゲートウェイの IP アドレスを入力します。Connection ゲートウェイの代わり

に、スマート ホストまたは Exchange 組織外部のその他のリレーがメッセージを送信する場合は、開始

アドレスと終了アドレスの両方の値としてスマートホストまたはリレーの IP アドレスを入力します。

ステップ 12 [OK] を選択します。

ステップ 13 [次へ（Next）] を選択して、次のページに進みます。

ステップ 14 [コネクタの新規作成（New Connector）] ページの設定を確認し、[新規作成（New）] を選択して新

しいコネクタを追加します。

ステップ 15 [終了（Finish）] を選択してウィザードを終了します。

ステップ 16 [受信コネクタ（Receive Connectors）] タブで、作成したコネクタを右クリックして [プロパティ

（Properties）] を選択します。

ステップ 17 [プロトコルのログ出力レベル（Protocol Logging Level）] を [詳細（Verbose）] に設定します。
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ステップ 18 [許可グループ（Permission Groups）] タブを選択します。

ステップ 19 [匿名ユーザ（Anonymous Users）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 20 [OK] を選択してプロパティ ウィンドウを閉じます。

Exchange 2003 にすでにインストールされている Interoperability 
Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性の設定

すでにインストールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用
性の SMTP コネクタ設定を確認する（Exchange 2003 のみ）

ステップ 1 Interoperability Gateway Administrator を開きます。（Windows の [スタート（Start）] メニューで、[
スタート（Start）] > [すべてのプログラム（Programs）] > [Cisco] > [IGE 管理（IGE Admin）] を参

照します）。

ステップ 2 Administrator の一番上のペインの [アドレス空間（Address Spaces）] の下で、[UCI
（Cisco Unity-Connection Interoperability）] チェックボックスがオンになっていない場合はオンにしま

す。

ステップ 3 Interoperability Gateway Administrator の左にあるツリー制御で、[SMTP コネクタ（SMTP 
Connector）] を選択します。

ステップ 4 相互運用ドメインと UCI 機能のアドレス空間をカバーする SMTP コネクタをこれまでに作成していな

い場合、[SMTP コネクタ（SMTP Connector）] ペインの一番上に、警告メッセージが赤で表示されま

す。

 • この警告が表示されず、有効な SMTP コネクタがペインの左上にあるリスト ボックスに表示され

た場合は、Interoperability Gateway Administrator を閉じて、タスク リストの次のタスクに進みま

す。これ以上の SMTP コネクタの設定は不要です。

 • 警告が表示され、SMTP コネクタがペインの左上にあるリスト ボックスに表示された場合は、

SMTP コネクタの名前をメモして、「相互運用ドメイン SMTP コネクタを更新する（Exchange 
2003 のみ）」（P.3-11）の手順に進みます。

相互運用ドメイン SMTP コネクタを更新する（Exchange 2003 のみ）

ステップ 1 Interoperability Gateway for Microsoft Exchange がインストールされている Exchange サーバで、

Exchange システム マネージャを開きます。

ステップ 2 Exchange システム マネージャの左ペインで、[コネクタ（Connectors）] に移動して展開します。（設

定によっては、Interoperability Gateway のインストール先となるサーバを含む [管理グループ

（Administrative Groups）] ツリーと [ルーティング グループ（Routing Group）] ツリーの一方または

両方を展開する必要があります）。

ステップ 3 「すでにインストールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性の 
SMTP コネクタ設定を確認する（Exchange 2003 のみ）」（P.3-11）の手順のステップ 4 でメモした 
SMTP コネクタを右クリックして、[プロパティ（Properties）] を選択します。

ステップ 4 [アドレス空間（Address space）] タブで [追加（Add）] を選択し、新しいアドレス空間を追加しま

す。
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ステップ 5 [アドレス空間の追加（Add Address Space）] ウィンドウで、[その他（Other）] を選択し、[OK] を選

択します。

ステップ 6 [タイプ（Type）] に「UCI」と入力します。[コスト（Cost）] フィールドで、1 を入力します。[アド

レス（Address）] フィールドに「*」と入力して、[OK] を選択します。

ステップ 7 [アドレス空間（Address space）] タブで、コネクタの範囲として [組織全体（Entire Organization）] 
を選択します。

ステップ 8 [OK] を選択して、SMTP コネクタの設定を保存します。

ヒント SMTP コネクタの設定を再度確認するには、Interoperability Gateway Administrator に戻りま

す。[SMTP コネクタ（SMTP Connector）] ペインがまだ開いている場合は、左側のツリー制

御の他の項目を選択し、[SMTP コネクタ（SMTP Connector）] を選択してペインを更新しま

す。警告メッセージが表示されなくなります。

Cisco Unity Connection ゲートウェイでの SMTP アクセスの設定

各システムで実行されている Cisco Unity Connection SMTP サーバには IP アクセス リストがあり、こ

のリストによってどの IP アドレスがそのサーバへの接続を確立できるかを制御します。着信 SMTP 接
続は、システム全体のスマート ホストなどの一部のサーバ（[システム設定（System Settings）] > 
[SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [スマート ホスト（Smart Host）] ページで設定）と、同一

サイトまたは Cisco ボイスメール組織の一部である任意の Connection ロケーションまたは Cisco Unity 
ロケーションから自動的に受け入れられます。

Cisco Unity ユーザからのメッセージが、システム全体のスマート ホストまたは Cisco Unity ロケー

ションのいずれかとしてまだ定義されていない（たとえばこれは、1 つの Cisco Unity サーバが 
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange と Exchange 組織全体のホストとなっている非常に簡

単な設定で起こる場合があります）、または IP アクセス リストに定義されていない 1 つまたは複数の

サーバによって Connection ゲートウェイに送信される場合、次の手順を実行して、送信サーバの IP ア
ドレスを Connection ゲートウェイの IP アドレス リストに追加します。

（注） 送信サーバの IP アドレスを Connection ゲートウェイ IP アクセス リストに追加する必要があるかどう

か不明の場合は、この手順を実行してください。SMTP 接続を自動的に受け入れるサーバのアドレス

を明示的に追加しても、SMTP サーバに悪影響を及ぼしません。

Cisco Unity Connection ゲートウェイで SMTP アクセスを設定する

ステップ 1 Cisco Unity Connection ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administration で、[システム設定

（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] を展開して、[サーバ（Server）] を選

択します。

ステップ 2 [編集（Edit）] メニューで [IP アドレス アクセス リストの検索（Search IP Address Access List）] を
選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 [アクセス IP アドレスの新規作成（New Access IP Address）] ページで、Cisco Unity サイトの代わり

にメッセージを送信するサーバの IP アドレスを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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ステップ 6 [アクセス IP アドレス（Access IP Address）] ページで [Connection を許可する（Allow Connection）
] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 8 Cisco Unity サイトの代わりにメッセージを送信する追加のサーバごとに、ステップ 2 ～ステップ 7 を
繰り返します。

Cisco Unity ゲートウェイ設定ファイルのダウンロード

Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection ゲートウェイをリンクさせるには、ゲートウェイ

ごとの設定ファイルをダウンロードして、相手のゲートウェイにロードします。まず、Connection 
ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationからアクセスできるようにするロケーション

に、Cisco Unity 構成ファイルをダウンロードします。

Cisco Unity ゲートウェイ設定ファイルをダウンロードする

ステップ 1 Cisco Unity サイト ゲートウェイの Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] を参照

して、[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] を選択します。

ステップ 2 [ダウンロード（Download）] を選択して、ローカル サイトの設定ファイルをダウンロードします。

ステップ 3 ファイルをハード ドライブの場所に保存するか、Cisco Unity ゲートウェイへのファイルのコピーに使

用できるメディアに保存します。ファイルには公開キーの証明書が含まれているため、機密データとし

て扱う必要があります。

Cisco Unity ゲートウェイでの Cisco Unity Connection ユーザ用のテン
プレートの設定

Cisco Unity ゲートウェイにサイト間リンクを作成するときに、Cisco Unity ゲートウェイが 
Cisco Unity Connection ユーザ用のディレクトリ オブジェクトの作成に使用するテンプレートを選択

する必要があります。リンクを作成する前に、既存のテンプレートを確認するか、Connection ユーザ

専用の新しいテンプレートを作成することをお勧めします。

選択するテンプレートによって、次のような多数の重要な設定が決まります。

 • パブリック同報リストのメンバーシップ（Public distribution list membership）：Connection ユー

ザは、テンプレートに設定されているすべての Cisco Unity パブリック同報リストにリスト メン

バーとして追加されます。

 • 電子メール サーバのアドレス帳のユーザを表示（Show Subscriber in Email Server Address 
Book）：Connection ユーザを Outlook アドレス帳に表示するかどうかを制御します。

 • サービス クラス（Class of Service）：ほとんどのサービス クラスは Connection ユーザに直接影響

しませんが、Connection ユーザはサービス クラスのメンバーと見なされるため、サービス クラス

がディレクトリ ハンドラなどのオブジェクトの検索範囲として使用される場合には、検索結果に

影響する場合があります。

Cisco Unity Administrator で既存のテンプレートを確認するには、任意の [ユーザ（Subscribers）] > [
ユーザ テンプレート（Subscriber Template）] ページを開き、[検索（Find）] アイコンを選択します。

新しいテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。
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Cisco Unity Connection ゲートウェイで Cisco Unity ユーザの新しいテンプレートを設定する

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、任意の [ユーザ（Subscribers）] > [ユーザ テンプレート（Subscriber 
Template）] ページを開きます。

ステップ 2 [追加（Add）] アイコンを選択します。

ステップ 3 [ユーザ テンプレートの追加（Add a Subscriber Template）] ダイアログボックスで、名前を入力しま

す。

ステップ 4 [新規テンプレート（New Template）] または [既存のテンプレートに基づく（Based on existing 
Template）] を選択します。[既存のテンプレートに基づく（Based on existing Template）] を選択した

場合は、[基準（Based On）] フィールドで該当するテンプレートを選択します。

ステップ 5 [追加（Add）] を選択します。

ステップ 6 [プロファイル（Profile）] ページで、サービス クラスを選択し、必要に応じて [電子メール サーバの

アドレス帳のユーザを表示（Show Subscriber in Email Server Address Book）] チェックボックスをオ

ンまたはオフにします。

ステップ 7 [同報リスト（Distribution Lists）] ページを選択します。

ステップ 8 [同報リスト（Distribution Lists）] ページで、このテンプレートをベースにすべての新しいユーザをパ

ブリック同報リストに割り当てるには、[パブリック同報リスト（Public Distribution Lists）] ボックス

でリストを選択して、[>>] を選択します。

新しいユーザを追加するパブリック同報リストから同報リストを削除するには、リストを選択して、

[<<] を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）] アイコンを選択します。

Cisco Unity Connection ゲートウェイでのサイト間リンクの作成

次の手順を実行して、Cisco Unity Connection ゲートウェイにサイト間リンクを作成します。

サイト ゲートウェイが Connection クラスタの場合、この手順はパブリッシャ サーバだけで実行しま

す。この手順を実行する場合、パブリッシャ サーバはプライマリとして機能している必要があります。

Cisco Unity Connection ゲートウェイでサイト間リンクを作成する

ステップ 1 Cisco Unity Connection ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク

（Networking）]、[リンク（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）] を選択します。

ステップ 3 [サイト間リンクの新規作成（New Intersite Link）] ページで、[設定ファイルを手動交換して 
Cisco Unity サイトまたは Cisco Unity Connection にリンクする（Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files）] を選択します。

ステップ 4 [ダウンロード（Download）] を選択して、Cisco Unity Connection サイトの設定ファイルをハード ド
ライブの場所に保存するか、Cisco Unity ゲートウェイへのファイルのコピーに使用できるメディアに

保存します。ファイルには公開キーの証明書が含まれているため、機密データとして扱う必要がありま

す。

ステップ 5 [参照（Browse）] を選択して、「Cisco Unity ゲートウェイ設定ファイルをダウンロードする」

（P.3-13）の手順でダウンロードした Cisco Unity 設定ファイルをアップロードします。
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ステップ 6 転送プロトコル設定では、SSL を有効にして Cisco Unity と Cisco Unity Connection 間のディレクトリ

同期トラフィックを暗号化するかどうかを決定します。

注意 SSL を有効にするには、Cisco Unity サーバで SSL を使用するように設定する必要がありま

す。SSL は Cisco Unity サーバにアクセスする複数のアプリに影響します。『Security Guide 
for Cisco Unity』の該当するバージョンを参照してください。このドキュメントは 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_maintenance_guides_list.ht
ml から入手可能です。

ステップ 7 [同期の設定（Synchronization Settings）] で、[ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含

める（Include Distribution Lists When Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにし

て、Cisco Unity サイトで作成されたシステム同報リストを Connection にレプリケートし、

Connection ユーザがこれらをメッセージの宛先に指定できるようにします。（レプリケートされるの

は、宛先指定に使用されたリスト名などの情報だけです）。

（注） 個々のシステム同報リストを Cisco Unity ゲートウェイによる同期に使用するには、これらの

リストに同期を許可するマークが付いている必要があります。デフォルトでは、個々の 
Cisco Unity システム同報リストには同期を許可するマークが付いていません。個々のリスト

の同期を有効にするタイミングと方法は、タスク リストによって警告されます。

ステップ 8 リモート サイトで同期するときに、録音名をこのサイトから他のコーディングに変換するには、[発信

録音名を変換（Convert Outgoing Recorded Names to）] チェックボックスをオンにして、使用する

コーデックを選択します。

（注） 選択したコーデックが Cisco Unity サイト ゲートウェイにとって適切であることを確認します。

サイト間リンクの作成後に録音形式を変更する必要がある場合は、Cisco Unity Connection 
Administrationの [ネットワーク（Networking）] > [サイト間リンク（Intersite Links）] > [サ
イト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページにある [録音名のクリア（Clear 
Recorded Names）] ボタンと [すべて再同期（Resync All）] ボタンを使用して、すべての録音

名を消去した後で、すべてのディレクトリ データと名前を再同期する必要があります。この処

理はパフォーマンスに大きな影響を及ぼす可能性があるため、営業時間外に行ってください。

注意 Cisco Unity サイト ゲートウェイにサイト間リンクを設定するときは、G711 a-law 形式を選

択しないでください。

ステップ 9 デフォルトでは、Cisco Unity から Connection にディレクトリ データと録音名をプルするためにそれ

ぞれ独自のスケジュールで実行される 2 つのタスクは、サイト間リンクを作成した直後に有効になりま

す。適切な同期タスクを手動で編集して有効にするまで、いずれかのタイプのディレクトリ同期を無効

にするには、[参加後にディレクトリ データを同期するタスクを有効にする（Enable Task to 
Synchronize Directory Data After the Join）] チェックボックスまたは [参加後に録音名を同期するタス

クを有効にする（Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join）] チェックボックスをオ

フにします。

注意 最初の同期は、トラフィックが最大の時間帯を避けて、通常の営業時間外に実行することを

強くお勧めします。特に、Cisco Unity サイト ゲートウェイがプラットフォーム オーバーレ

イ 1 サーバの場合、同期アクティビティによって、ユーザのカンバセーションにかなりの遅

れが生じる可能性があります。
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ステップ 10 サイト間ルーティング用に、適切なオプションを選択します。

 • [ 次を経由してこのリモート サイトにルーティングする（Route to this Remote Site Through）]：
SMTP メッセージを受け入れて、Interoperability Gateway for Microsoft Exchange にルーティング

できる組織内の Microsoft Exchange サーバの特定の IP アドレスか、完全修飾ドメイン名を入力し

ます。ホストは、Cisco Unity Connection ゲートウェイから相互運用ドメインのアドレスに送信さ

れる SMTP メッセージを受け入れられる必要があります。

 • [SMTP スマート ホスト経由でこのリモート サイトにルーティングする ( 定義されている場合 )
（Route to this Remote Site Through SMTP Smart Host (If One Is Defined)）]：[ システム設定

（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [ スマート ホスト（Smart Host）
] ページで定義したホストに、発信メッセージをルーティングします。このオプションを選択した

場合、スマート ホストが定義されていて、このスマート ホストが Cisco Unity Connection ゲート

ウェイから相互運用ドメインのアドレスに送信される SMTP メッセージを受け入れられる必要が

あります。スマート ホストが定義されていない場合、Non-Delivery Receipt（NDR; 不達確認）が

メッセージの送信者に送信されます。

 • [ リモート サイト ゲートウェイ経由でこのリモート サイトにルーティングする（Route to this 
Remote Site Through the Remote Site Gateway）]：発信メッセージを Cisco Unity ゲートウェイに

ルーティングします。Microsoft Exchange が Cisco Unity サーバにインストールされていて、サー

バが Cisco Unity Connection ゲートウェイから相互運用ドメインのアドレスに送信される SMTP 
メッセージを受け入れられる場合に限り、このオプションを使用します。

ステップ 11 [リンク（Link）] を選択します。

Cisco Unity ゲートウェイでのサイト間リンクの作成

次の手順を実行して、Cisco Unity ゲートウェイにサイト間リンクを作成します。

サイト ゲートウェイがフェールオーバー ペアの場合、この手順はプライマリ サーバだけで行ってくだ

さい。この手順を実行する場合、プライマリ サーバがアクティブになっている必要があります。

注意 次の手順のステップ 12 を実行すると、Cisco Unity Connection オブジェクトの Cisco Unity への同

期が自動的に開始されます。この手順は、トラフィックが最大の時間帯を避けて、通常の営業時間

外に実行することを強くお勧めします。特に、Cisco Unity サイト ゲートウェイがプラットフォー

ム オーバーレイ 1 サーバの場合、同期アクティビティによって、ユーザのカンバセーションにかな

りの遅れが生じる可能性があります。

Cisco Unity ゲートウェイでサイト間リンクを作成する

ステップ 1 Cisco Unity サイト ゲートウェイの Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] を参照

して、[Connection ネットワーキング（Connection Networking）] を選択します。

ステップ 2 [Connection ネットワーキング（Connection Networking）] ページの [リモート設定ファイル（Remote 
Configuration File）] フィールドで、[参照（Browse）] を選択して、「Cisco Unity Connection ゲート

ウェイでサイト間リンクを作成する」（P.3-14）の手順のステップ 4 でダウンロードした Cisco Unity 
Connection 設定ファイルをアップロードします。

ステップ 3 [追加（Add）] を選択します。
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ステップ 4 テンプレートには、「Cisco Unity ゲートウェイでの Cisco Unity Connection ユーザ用のテンプレート

の設定」（P.3-13）で選択または作成したテンプレートを選択します。テンプレートは Connection ユー

ザの Cisco Unity ディレクトリ オブジェクトの作成に使用されるため、Cisco Unity ユーザはこれらを

メッセージの宛先に指定できるようになります。テンプレートを選択すると、サイト間リンクを作成で

きるようになります。

ステップ 5 オプションで、表示名サフィックスを入力します。Cisco Unity サイト ゲートウェイで Connection 
ユーザのディレクトリ オブジェクトと、レプリケートされたシステム同報リストを作成すると、この

サフィックスはオブジェクトの表示名の最後に配置されます。これは Cisco Unity ユーザが、メッセー

ジの宛先指定に使用する適切な連絡先を Microsoft Outlook などのディレクトリにアクセスするクライ

アント内で見つけるときに役立ちます。特に、サイト間リンクの作成前に Connection ユーザがすでに 
Active Directory アカウントを所有している場合に便利です。

ヒント Connection ユーザとシステム同報リストのオブジェクトにサフィックスを追加する必要がない

場合は、[表示名サフィックス（Display Name Suffix）] フィールドのデフォルト テキストを

削除して、このフィールドをブランクにします。

ステップ 6 [同報リストを同期（Synchronize Distribution Lists）] チェックボックスをオンにして、Connection サ
イトで作成されたシステム同報リストを Cisco Unity にレプリケートし、Cisco Unity ユーザがこれら

をメッセージの宛先に指定できるようにします。（レプリケートされるのは、宛先指定に使用されたリ

スト名などの情報だけです）。

（注） 個々のシステム同報リストを Connection ゲートウェイによる同期に使用するには、これらの

リストに同期を許可するマークが付いている必要があります。デフォルトでは、個々の 
Connection システム同報リストには同期を許可するマークが付いていますが、この設定は変更

されている可能性があります。個々のリストの同期を有効にするタイミングと方法は、タスク 
リストによって警告されます。

ステップ 7 [音声名を同期（Synchronize Voice Names）] チェックボックスをオンにして、Cisco Unity で 
Connection ユーザの音声名とシステム同報リストを同期するようにします。

ステップ 8 「Cisco Unity Connection ゲートウェイでサイト間リンクを作成する」（P.3-14）の手順のステップ 6 で 
SSL を有効にした場合は、[Secure Sockets Layer（SSL）を使用する（Use Secure Sockets Layer 
(SSL)）] チェックボックスをオンにします。Connection サイト ゲートウェイで自己署名証明書を使用

している場合（Connection のデフォルト）は、[自己署名証明書を使用する（Use Self-Signed 
Certificates）] チェックボックスもオンにします。

ステップ 9 発信音声変換では、音声名を Connection サイト ゲートウェイに送信する前に他の形式に変換する必要

がある場合は、[音声名（Voice Names）] フィールドでコーデックを選択します。

（注） 選択したコーデックが Connection サイト ゲートウェイにとって適切であることを確認します。

サイト間リンクの作成後に録音形式を変更する必要がある場合は、Cisco Unity Administrator 
の [ネットワーク（Networking）] > [Connection ネットワーク（Connection Networking）] > 
[プロファイル（Profile）] ページにある [ボイス名の消去（Clear Voice Names）] ボタンと [
全体の同期（Total Sync）] ボタンを使用して、すべての録音名を消去した後で、すべてのディ

レクトリ データと名前を再同期する必要があります。この処理はパフォーマンスに大きな影響

を及ぼす可能性があるため、営業時間外に行ってください。

ステップ 10 確認したら、必要に応じて設定の入力を続行します。

ステップ 11 設定の入力が終了したら、[保存（Save）] アイコンを選択します。
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ステップ 12 [参加（Join）] を選択します。

Cisco Unity と Cisco Unity Connection の相互運用のパーティションと
サーチ スペースの設定

Cisco Unity Connection と Cisco Unity の間に初めてサイト間リンクを設定したとき、Cisco Unity 
ユーザは新しく作成されたパーティション（ホーム Cisco Unity サーバに基づく）に配置されていま

す。このパーティションは、Connection のいずれのサーチ スペースにも属していないため、

Connection ユーザは Cisco Unity ユーザをメッセージの宛先に指定できません。

ゲートウェイ間の最初のレプリケーションが完了して、Cisco Unity オブジェクトが Connection サイ

ト全体でレプリケートされたら、Cisco Unity パーティションを含むようにサーチ スペースを再設定で

きます。（Cisco Unity ユーザ用に作成されたパーティションに Cisco Unity Connection ユーザまたは

その他のオブジェクトは割り当てられません）。

さらに、Connection ロケーションごとに、Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できるローカル 
パーティションを指定できます。このパーティションに属する内線番号だけが、Cisco Unity にレプリ

ケートされます。これらの内線番号は、Cisco Unity サイトでのメッセージの宛先指定と自動アテンダ

ント ダイヤル発信に使用できます。レプリケートされた内線番号は、Cisco Unity サイト ゲートウェイ

のダイヤル発信ドメインに追加されます。ダイヤル発信ドメイン内の内線番号は一意である必要がある

ため、Connection サイト全体で選択されたパーティションのコレクションに、重複した内線番号を含

めることはできません。このコレクションに重複した内線番号が含まれる場合、または Cisco Unity サ
イト ゲートウェイのダイヤル発信ドメインにすでに存在する内線番号が含まれる場合は、1 つまたは複

数の内線番号が Cisco Unity ディレクトリから除外されます。Cisco Unity アプリケーションのイベン

ト ログに警告が表示され、除外された各内線番号の所有者が示されます。すべての競合を修正したら、

内線番号を更新するために、Cisco Unity サイト ゲートウェイで手動で再同期を実行する必要がありま

す（Cisco Unity Administrator の [ネットワーク（Network）] > [Connection ネットワークのプロファ

イル（Connection Networking Profile）] ページの [全体の同期（Total Sync）] を選択）。

Connection ユーザが、ホーム サーバで設定された Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できる

ローカル パーティションに属する内線番号を所有しないという状況になることもあります。この場合、

Cisco Unity ユーザは、このような Connection ユーザをメッセージの宛先として指定するには名前に

よるダイヤルを使用する必要があります。また、Cisco Unity サイトの発信者がユーザに到達するには、

名前によるダイヤルのディレクトリ ハンドラを使用する必要があります。

Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できるローカル パーティションを設定するには、各 
Connection サーバで次の手順を実行します。

（注） デフォルトでは、Connection ロケーションごとに、デフォルトの <サーバ名> パーティションが、

Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できるローカル パーティションに使用されます。

Cisco Unity ユーザは、このパーティションに内線番号を持たない Connection ユーザを、内線番号に

よるでメッセージの宛先に指定できません。

Cisco Unity Connection ロケーションで Cisco Unity ユーザが宛先指定できるパーティションを
設定する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration（任意のロケーション）で、[ネットワーク（Networking）] を
展開して [ロケーション（Locations）] を選択します。

ステップ 2 [ローカル サイト（Local Site）] を展開して、ローカル ロケーション（Connection の管理にアクセス

するロケーション）の表示名を選択します。
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ステップ 3 [Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定できるローカル パーティション（Local Partition That Cisco 
Unity Users Can Address To By Extension）] の下の [パーティション（Partition）] で、使用するパー

ティションの名前を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 サイト内の各 Connection サーバでステップ 1 ～ステップ 4 を繰り返します。

同期する個々のシステム同報リストの設定

「Cisco Unity Connection ゲートウェイでサイト間リンクを作成する」（P.3-14）の手順のステップ 7 で 
[ディレクトリ データを同期するときに同報リストを含める（Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data）] チェックボックスをオンにした場合、Cisco Unity で作成したシステ

ム同報リストを Cisco Unity Connection にレプリケートして、Connection ユーザがこれらをメッセー

ジの宛先に指定できるようにします。ただしデフォルトでは、個々の Cisco Unity システム同報リスト

には同期を許可するマークが付いていません。マークを付けるには、Cisco Unity Tools Depot にある 
Public Distribution List Builder ツールを使用します。（リストの同期の設定または設定解除のオプショ

ンは、「Connection ネットワーキングの同報リストの設定」と呼ばれます）。

「Cisco Unity ゲートウェイでサイト間リンクを作成する」（P.3-16）の手順のステップ 6 で [同報リス

トの同期（Synchronize Distribution Lists）] チェックボックスをオンにした場合、Connection で作成

したシステム同報リストを Cisco Unity にレプリケートできます。ただし、個々のリストに関する情報

を Cisco Unity サイトに提供するために、リストの [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution 
List Basics）] ページで、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート（Replicate to 
Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスをオンにする必要があります。デフォルトでは、

[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite 
Links）] はオンになっているので、個々の Connection システム同報リストにはデフォルトで同期の

マークが付いています。ただしシステム同報リストのメンバーとして連絡先を許可するには、[サイト

間リンク経由のリモート サイトのレプリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] を
オフにする必要があります。そのため、メンバーとして連絡先を許可するように設定されたリストがあ

る場合、これらはリモート サイトへのレプリケーションに使用されません。

個々のリストの同期を無効にするには、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレプリケート

（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] をオフにします。個々のリストの同期を有効にする

には、メンバーとして追加された連絡先をすべて削除し、[サイト間リンク経由のリモート サイトのレ

プリケート（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links）] チェックボックスをオンにします。複数

リストの同期を同時に有効または無効にするには、一括編集または一括管理ツールのいずれかを使用で

きます。

Connection ネットワーキング ユーザを含めるための Cisco Unity に認識
されたユーザ メッセージの拡張

Cisco Unity Connection サイトのユーザが Cisco Unity ユーザを呼び出してメッセージを残すと、デ

フォルトで、Cisco Unity はそのメッセージが Connection ユーザからのメッセージであることを認識

しません。発信者番号が Connection ユーザの内線番号または代行内線番号と一致する発信者を 
Cisco Unity で認識させるには、認識されたユーザ メッセージ（ISM）をネットワーク連絡先にまで拡

張する必要があります。（VPIM などの別のタイプのネットワーキングも使用している場合は、ネット

ワーク連絡先の ISM をすでに有効にしている可能性があります）。

ISM を有効にして、Connection ネットワーキング ユーザやその他のネットワーク連絡先を含めるに

は、次の要件を満たしている必要があります。
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 • 各サーバでの自動アテンダントの検索範囲がダイヤル発信ドメインに設定されている必要がありま

す。各サーバで、[自動アテンダントの検索範囲を設定する（Set Auto Attendant Search Scope）] 
フィールドが、Cisco Unity Administrator の [ネットワーク（Network）] > [プライマリ ロケー

ション（Primary Location）] > [プロファイル（Profile）] ページで [ダイヤル発信ドメイン

（Dialing Domain）] に設定されていることを確認します。

 • 認識されたユーザ メッセージが、各サーバで有効になっている必要があります。（デフォルトで、

ISM は通常のユーザに対して有効になっています）。各サーバで、Cisco Unity Administrator の [
システム（System）] > [設定（Configuration）] > [設定（Settings）] ページの [認識されたユー

ザ メッセージの無効化（Disable Identified Subscriber Messaging）] チェックボックスがオフに

なっていることを確認します（この設定は、レジストリに保存されます。システムがフェールオー

バーを使用している場合は、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で設定を確認します）。

認識されたメッセージを拡張して Connection ネットワーキング ユーザを含めるには

ステップ 1 Cisco Unity サーバのデスクトップ上にある [Cisco Unity Tools Depot] アイコンをダブルクリックしま

す。（ロケーションがフェールオーバーを使用している場合は、この手順をプライマリ サーバで開始し

ます）。

ステップ 2 左側のペインで、[管理ツール（Administrative Tools）] の下の [詳細設定ツール（Advanced Settings 
Tool）] をダブルクリックします。

ステップ 3 [Unity 設定（Unity Settings）] ペインで、[ネットワーク：AMIS、Bridge、VPIM、および信頼できる

インターネット ユーザに対する認識されたユーザ メッセージ（ISM）を有効にする（Networking - 
Enable Identified Subscriber Messaging (ISM) for AMIS, Bridge, VPIM and Trusted Internet 
Subscribers）] をクリックします。

ステップ 4 [項目の新しい値（New Value）] リストで、[1] をクリックし、[設定（Set）] をクリックします。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、[OK] をクリックします。

ステップ 6 [終了（Exit）] をクリックします。

ステップ 7 レジストリ設定を有効にするため、Cisco Unity を再起動します。

ステップ 8 ロケーションがフェールオーバーを使用している場合は、セカンダリ サーバでステップ 1 ～ステッ

プ 7 を繰り返します。

ステップ 9 サイト内の各 Cisco Unity サーバでステップ 1 ～ステップ 8 を繰り返します。

Cisco Unity と Cisco Unity Connection 8.x のネット
ワークにおける注意すべき動作

この項では、Cisco Unity と Cisco Unity Connection のネットワークに関連する注意すべき予想される

動作について説明します。

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Administrator での設定の変更は、Interoperability Gateway for Microsoft Exchange 
にすぐに反映されない」（P.3-21）

 • 「Cisco Unity Connection ユーザが Exchange 2010 または 2007 の構成でディレクトリに表示され

ない」（P.3-21）

 • 「Cisco Unity と Cisco Unity Connection 8.x のユーザ エクスペリエンスの違い」（P.3-22）
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 • 「Cisco Unity ユーザ アドレス情報の表示」（P.3-22）

 • 「機能サポートに関する制限」（P.3-22）

 • 「Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイでの手動再同期で、ディレクトリ同期タスクと音声

名同期タスクの両方が実行される」（P.3-22）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x ディレクトリ ハンドラの検索範囲がリモート システム同報リストに

設定されると、結果が見つからない」（P.3-23）

 • 「発信 SMTP 認証」（P.3-23）

 • 「ユーザが、複数の同報リストに送信されたメッセージのコピーを複数受信する場合がある」

（P.3-23）

 • 「ViewMail for Microsoft Outlook とボイス メッセージの本文テキスト」（P.3-23）

Cisco Unity Administrator での設定の変更は、Interoperability 
Gateway for Microsoft Exchange にすぐに反映されない

Interoperability Gateway for Microsoft Exchange は、Cisco Unity 8.x を実行するサーバの Web サービ

ス リソースと通信することによって、Cisco Unity ネットワーク ロケーションに関する情報を取得しま

す。たとえば、発信セキュア メッセージを評価する場合、Interoperability Gateway は通知先の設定を

調べて、そのメッセージを暗号化して送信するか、あるいは配信不能として返す必要があるかを判断し

ます。Cisco Unity Administrator の Cisco Unity Connection サイトの Connection ネットワーク プロ

ファイルで、この設定とその他のロケーション固有の設定を行います。

Cisco Unity Administrator で行われた設定への変更が Interoperability Gateway に反映されるタイミン

グをトポロジが決定する方法と、この処理を効率化する方法については、『Troubleshooting Guide for 
Cisco Unity Release 8.x』の「Troubleshooting Networking in Cisco Unity 8.x」の章の「The 
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange with Cisco Unity 8.x」の項を参照してください。この

ドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx.html から

入手可能です。

Cisco Unity Connection ユーザが Exchange 2010 または 2007 の構成
でディレクトリに表示されない

Exchange 2003 以前を実行しているサーバが含まれていない Active Directory フォレストに 
Cisco Unity をインストールすると、Cisco Unity サーバによって作成されたパブリック同報リストと

連絡先のオブジェクトの showInAddressBook 属性には値が書き込まれません。そのため、これらのオ

ブジェクトは、Microsoft Outlook などのメール クライアントを使用してアクセスされるアドレス帳で

は使用できません。Cisco Unity Connection ネットワーク配置では、これは Connection からレプリ

ケートされたすべてのユーザと同報リストに影響します。

Connection オブジェクトを含むようにアドレス リストを更新する方法については、8.x 以降の該当す

るバージョンの『Release Notes for Cisco Unity』の「Public Distribution Lists and Networking 
Subscribers Created by Cisco Unity Are Not Listed in the Directory」の項を参照してください。このド

キュメントは、http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html 
から入手可能です。
3-21
Cisco Unity Connection ネットワーク ガイド リリース 8.x      

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsg060.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html


第 3 章      Cisco Unity サーバと Cisco Unity Connection 8.x サーバ間のネットワークの設定               

Cisco Unity と Cisco Unity Connection 8.x のネットワークにおける注意すべき動作
Cisco Unity と Cisco Unity Connection 8.x のユーザ エクスペリエンス
の違い

Cisco Unity と Cisco Unity Connection をネットワーク接続した場合（特に Cisco Unity から 
Cisco Unity Connection にユーザを移行した場合）、ユーザはこの 2 つの製品の動作について次のよう

な違いに気づくことがあります。

 • Cisco Unity Connection は新しい開封確認の Message Waiting Indicator（MWI; メッセージ受信イ

ンジケータ）をオンにしますが、Cisco Unity はオンにしません。

Cisco Unity ユーザ アドレス情報の表示

Cisco Unity Connection ViewMail for IBM Lotus Notes、Cisco Unity Connection ViewMail for 
Microsoft Outlook、Visual Voicemail などのアプリケーションを使用する Cisco Unity Connection ユー

ザには、Cisco Unity ユーザのシステム生成された SMTP アドレスが表示される場合があります。たと

えば、Cisco Unity ユーザが受信したメッセージを表示すると、送信者は表示名によって特定され、シ

ステム生成されたアドレスは表示名と一緒に表示されます。

機能サポートに関する制限

次の機能は、Cisco Unity サイトと Cisco Unity Connection サイトのサイト間リンクではサポートされ

ません。

 • ライセンス プーリング

 • VPIM、AMIS、システム連絡先（これらの連絡先に対するブラインド アドレス宛先検索を含む）

に対するメッセージのリレー

 • ブロードキャスト メッセージ

 • ディスパッチ メッセージ

 • メッセージの再呼び出し

Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイでの手動再同期で、ディレ
クトリ同期タスクと音声名同期タスクの両方が実行される

Cisco Unity Connection Administrationの [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページに

ある [すべて再同期（Resync All）] ボタンで、ディレクトリとリモート ネットワークの同期タスクが

開始されます。そのタスクが完了すると、音声名をリモート ネットワークと同期タスクが自動的に開

始されます。これらのタスクは通常、別個のスケジュールで個別に実行されます。
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Cisco Unity Connection 8.x ディレクトリ ハンドラの検索範囲がリモー
ト システム同報リストに設定されると、結果が見つからない

Cisco Unity Connection ディレクトリ ハンドラの検索範囲をシステム同報リストに設定し、

Cisco Unity サイトをホームとするリストを選択すると、発信者がそのハンドラに到達して検索を試行

しても、結果が返されません。これは、リストのメンバーシップがサイト間リンクを介してレプリケー

トされないために発生します。（この動作は、音声対応ディレクトリ ハンドラには適用されません。こ

のハンドラには、検索範囲としてシステム同報リストを使用するオプションがないためです）。

発信 SMTP 認証

Cisco Unity Connection は発信 SMTP 認証をサポートしません。Cisco Unity が使用する Exchange 環
境で認証が必要な場合は、メッセージをルーティングするように Connection サイト ゲートウェイを設

定する必要があります。

ユーザが、複数の同報リストに送信されたメッセージのコピーを複数受信
する場合がある

メッセージを複数の同報リストに送信した場合、一部の状況では、メッセージがサイト間リンクを通過

すると、複数のリストのメンバーになっているユーザが複数のメッセージを受信する場合があります。

ViewMail for Microsoft Outlook とボイス メッセージの本文テキスト

Cisco Unity ViewMail for Microsoft Outlook ユーザがボイス メッセージの本文にテキストを入力する

と、テキストは Cisco Unity Connection ユーザに受信されません。同様に、Cisco Unity Connection 
ViewMail for Microsoft Outlook ユーザがメッセージの本文にテキストを入力すると、テキストは 
Cisco Unity ユーザに受信されません。ただし、システムのタイプが同じ受信者はテキストを受信しま

す（Cisco Unity ユーザは他の Cisco Unity ユーザから送信されたテキストを受信し、Connection ユー

ザは他の Connection ユーザから送信されたテキストを受信します）。
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C H A P T E R 4

Cisco Unity Connection 8.x のインター
ネット メール用の音声プロファイル（VPIM）
ネットワーク

Cisco Unity Connection は、業界標準のインターネット メッセージ用音声プロファイル（VPIM）プロ

トコルをサポートしています。このプロトコルによって、異なるボイス メッセージング システム間で、

ボイス メッセージとテキスト メッセージをインターネットまたは任意の TCP/IP ネットワーク経由で

交換できます。VPIM は、シンプル メール転送プロトコル（SMTP）および Multi-Purpose Internet 
Mail Extension（MIME; 多目的インターネット メール拡張）プロトコルを基礎としています。

VPIM ネットワーキングは、Cisco Unity Connection 2.x 以降のサーバ間、または Connection 2.x 以降

のサーバと他の VPIM 互換ボイス メッセージング システム（Cisco Unity 4.0 以降など）間でのメッ

セージ交換に使用できます。サーバ検出およびディレクトリ同期の追加機能を利用できるのは、VPIM 
ではなくデジタル ネットワーキングを使用して複数の Connection 2.x 以降のサーバを接続した場合で

あることに注意してください。

VPIM ネットワーキングはライセンスが必要な機能です。ConnectionConnection 機能のライセンスを

入手する方法については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsagx.ht
ml から入手可能）の「Managing Licenses in Cisco Unity Connection 8.x」の章を参照してください。

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定」（P.4-1）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順」（P.4-3）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x での VPIM 連絡先の削除」（P.4-16）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ロケーションの削除」（P.4-16）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念」（P.4-17）

Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを
使用するための設定

ここでは、VPIM ネットワーキングの前提条件と、設定を完了するために必要なすべての作業の概要を

含むタスク リスト、タスクを実行する順序について説明します。VPIM ネットワーキングについて詳

しくない場合は、設定を開始する前に、まず「Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念」（P.4-17）
を読み、タスク リストを確認してください。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定
次の項を参照してください。

 • 「前提条件」（P.4-2）

 • 「タスク リスト：Cisco Unity Connection で VPIM ネットワーキングを使用するための設定」

（P.4-2）

前提条件

設定を始める前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

 • Cisco Unity Connection がインストールされ、ネットワークに接続されている。

 • Connection がネットワーク接続されるリモート ボイス メッセージング システムが、『System 
Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucsysreqs.ht
ml から入手可能）または『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Cisco 
Unified CMBE Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/requirements/8xcucmbesysreq
s.html から入手可能）のうち該当するドキュメントの「Requirements for VPIM Networking」の項

に記載されている。

 • VPIM ライセンスが含まれるライセンス ファイルを入手して、各 Connection サーバにインストー

ルしている。

タスク リスト：Cisco Unity Connection で VPIM ネットワーキングを使
用するための設定

Cisco Unity Connection で VPIM ネットワーキングを設定するには、次のタスク リストを使用します。

リンクを使用すると、詳細な設定手順に移動できます。

1. 番号計画を決め、VPIM ネットワーキングの設定に必要な情報を収集します。「設計上の決定と必

要な情報の収集」（P.4-3）を参照してください。

2. リモート ボイス メッセージング システムと Connection 間でのメッセージングに使用されるドメ

イン名を決定します。「ドメイン名の決定」（P.4-4）を参照してください。

3. 必要に応じて DNS ファイルを設定します。「IP アドレスを使用した名前の解決」（P.4-5）を参照し

てください。

4. ボイス メッセージング システムとの間のネットワーク接続と SMTP 接続を確認します。「リモー

ト ボイス メッセージング システムとの接続性の確認」（P.4-5）を参照してください。

5. リモート ボイス メッセージング システムごとに VPIM ロケーションを作成します。「VPIM ロ
ケーションの作成」（P.4-6）を参照してください。

6. VPIM ロケーションごとに VPIM 連絡先を作成します。「VPIM 連絡先の作成」（P.4-7）を参照し

てください。

7. オプションで、連絡先作成の設定値を VPIM ロケーションごとにカスタマイズします。「VPIM 連
絡先ディレクトリの更新設定のカスタマイズ」（P.4-12）を参照してください。

8. オプションで、各 VPIM ロケーションのユーザの別名を追加します。「各 VPIM ロケーションの

ユーザの別名の追加」（P.4-15）を参照してください。
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9. VPIM のリモート ボイス メッセージング システムを設定します。そのための正確な方法は、ボイ

ス メッセージング システムによって変わります。ただし、Connection に関する情報をリモート シ
ステムに提供する必要があります。「別のボイス メッセージング システムを VPIM 用に設定するた

めの Cisco Unity Connection に関する情報の収集」（P.4-15）を参照してください。

10. 設定をテストして、Connection がリモート ボイス メッセージング システムとメッセージを交換で

きることを確認します。

Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを
使用するための設定手順

ここでは、Cisco Unity Connection で VPIM ネットワーキングを設定するために必要なすべての手順を

説明します。次の項を参照してください。

 • 「設計上の決定と必要な情報の収集」（P.4-3）

 • 「ドメイン名の決定」（P.4-4）

 • 「IP アドレスを使用した名前の解決」（P.4-5）

 • 「リモート ボイス メッセージング システムとの接続性の確認」（P.4-5）

 • 「VPIM ロケーションの作成」（P.4-6）

 • 「VPIM ロケーションのカスタマイズ」（P.4-7）

 • 「VPIM 連絡先の作成」（P.4-7）

 • 「VPIM 連絡先ディレクトリの更新設定のカスタマイズ」（P.4-12）

 • 「各 VPIM ロケーションのユーザの別名の追加」（P.4-15）

 • 「別のボイス メッセージング システムを VPIM 用に設定するための Cisco Unity Connection に関

する情報の収集」（P.4-15）

VPIM ネットワーキングの概念の詳細な説明については、「Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概

念」（P.4-17）を参照してください。

設計上の決定と必要な情報の収集

Cisco Unity Connection での VPIM ネットワーキングの設定を始める前に、次のことを計画し、該当す

る情報を収集します。

 • 番号計画の方針を再確認して、VPIM ロケーションにプレフィックスを入力する必要があるかどう

かを判断し、どの番号を VPIM ロケーションのダイヤル ID として割り当てるかを決定します。

次のポリシーをお勧めします。

 – 固定長のダイヤル ID を採用し、可能な場合には固定長の内線番号を採用します。

 – 一意のダイヤル ID を割り当てます。ダイヤル ID は、他のダイヤル ID または内線番号と同じ

ものにしないでください。

 – 少なくとも 3 桁のダイヤル ID を割り当てます。

 – ダイヤル ID の番号範囲は、内線番号の番号範囲とは別のものにします。001 や 002 など、内

線番号と競合するダイヤル ID は使用しないでください。

 – 可変長ダイヤル ID を使用する場合、各 ID の最初の桁は他のダイヤル ID に対して一意になり

ます。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順
 • パーティションとサーチ スペースを確認して、使用するパーティションと検索範囲を VPIM ロ
ケーションごとに決定します。詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity 
Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/administration/guide/8xcucsag
x.html から入手可能）の「Managing Partitions and Search Spaces in Cisco Unity Connection 8.x」
の章の「Search Spaces and VPIM Locations」の項を参照してください。

 • 着信 VPIM メッセージで受信した情報に基づいて、Connection がリモート ボイス メッセージング 
システム上のユーザの VPIM 連絡先レコードを自動的に作成、変更、および削除できるようにす

るかどうかをシステムごとに決定します。また、送信元の情報を VPIM 連絡先の表示名および内

線番号にどのようにマッピングするかも決定します。

 • 各リモート ボイス メッセージング システムで、Connection ユーザに、そのロケーションの受信者

に対するメッセージのブラインド アドレス宛先検索を許可するかどうかを決定します。

 • リモート ボイス メッセージング システムに関して、メールボックスの範囲、サーバ名、ドメイン

名、IP アドレスをメモします。

ドメイン名の決定

VPIM メッセージは、<Mailbox Number>@<Domain Name> の形式で宛先指定されます。リモート ボ
イス メッセージング システムと Cisco Unity Connection の間でメッセージを交換するには、

Connection ユーザをメッセージの宛先に指定するときにリモート ボイス メッセージング システムが使

用するドメイン名を決定する必要があります。このドメイン名は、次の方法で設定します。

 • リモート ボイス メッセージング システム上で、Connection に対応するロケーション プロファイ

ルまたはノード プロファイルでドメイン名を設定します。（詳細については、リモート ボイス 
メッセージング システムのマニュアルを参照してください）。

 • Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定（System Settings）] > [SMTP サーバの

設定（SMTP Server Configuration）] ページの [SMTP ドメイン（SMTP Domain）] フィールド。

ドメイン名が、Connection に対応するリモート ボイス メッセージング システムのロケーション プロ

ファイルまたはノード プロファイルですでに設定されている場合、この項の手順ではそのドメイン名

を使用してください。

ドメイン名の要件

ドメイン名は、ボイス メッセージング システムを一意に識別するものです。Connection とリモート ボ
イス メッセージング システムで使用するドメイン名を選択する場合は、次の点に注意してください。

 • Connection およびリモート ボイス メッセージング システムは、同じドメイン名を使用できませ

ん。各システムがそれぞれ一意のドメイン名を使用する必要があります。

 • リモート ボイス メッセージング システムで使用されるドメイン名の一部分は、Connection で完全

なドメイン名として使用できません。たとえば、Connection がドメイン名 cisco.com を使用して

いる場合、リモート ボイス メッセージング システムは、london.cisco.com、paris-cisco.com、

romecisco.com などのドメイン名を使用できません。ただし、Connection で europe.cisco.com を
使用して、リモート ボイス メッセージング システムで london.cisco.com、paris-cisco.com、およ

び romecisco.com を使用することは可能です。

注意 これらの要件を満たしていないドメイン名を選択すると、メッセージの配信に失敗します。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
IP アドレスを使用した名前の解決

VPIM メッセージングは、インターネットまたは任意の TCP/IP ネットワーク上で SMTP を通じて送信

されます。このため、リモート ボイス メッセージング サーバ用の名前解決メカニズムが必要です。名

前解決でサポートされるのは、Domain Name System（DNS; ドメイン ネーム システム）を使用する方

法です。

リモート ボイス メッセージング サーバの Fully Qualified Domain Name（FQDN; 完全修飾ドメイン

名）と IP アドレスを把握しておく必要があります。FQDN は、[システム設定（System Settings）] > 
[SMTP サーバの設定（SMTP Server Configuration）] ページに表示されます。

DNS に、リモート ボイス メッセージング サーバのホスト アドレス リソース（A）レコードとメール

交換（MX）レコードを追加します。

A レコードと MX レコードを DNS に追加する方法の詳細については、DNS サーバのマニュアルを参

照してください。

リモート ボイス メッセージング システムとの接続性の確認

SMTP メッセージの送受信を処理するサーバがリモート ボイス メッセージング サーバとネットワーク

接続されていることを確認し、逆方向のネットワーク接続も確認します。

別のボイス メッセージング サーバがあるネットワークでは、そのサーバ上で SMTP サービスまたは

ゲートウェイをインストールおよび設定することが必要な場合があります。SMTP サービスまたは 
SMTP ゲートウェイをインストールする方法については、相手側のボイス メッセージング システムの

マニュアルを参照してください。先に進む前に、SMTP サービスまたはゲートウェイが他のボイス 
メッセージング サーバにインストールされていることを確認します。

リモート ボイス メッセージング サーバとのネットワーク接続を確認する

ステップ 1 Connection サーバと同じローカル ネットワーク セグメントにあるコンピュータを使用して、コマンド 
プロンプト ウィンドウを開きます。

ステップ 2 「ping <IP アドレス>」と入力し、Enter キーを押します。<IP アドレス> は、リモート ボイス メッ

セージング サーバの IP アドレスです。

応答がない場合は、問題が解決されるまでネットワーク接続性の問題をトラブルシューティングしま

す。その後ステップ 3 に進みます。

ステップ 3 「ping <ドメイン名>」と入力します。<ドメイン名> は、リモート ボイス メッセージング サーバを

メッセージの宛先に指定するために使用されるドメイン名です。このステップのドメイン名は、VPIM 
ネットワーキングの設定時に Cisco Unity Connection Administrationで VPIM ロケーションに対して

入力したドメイン名です。

ステップ 4 ステップ 2 で IP アドレスに ping を実行したときに応答を受信し、ステップ 3 でドメイン名に ping を
実行したときに応答を受信しない場合は、「IP アドレスを使用した名前の解決」（P.4-5）を参照してく

ださい。問題が解決されたら、ステップ 5 に進みます。

ステップ 5 反対方向のネットワーク接続性をテストします。Connection 以外のシステムでテストを実施する方法

については、マニュアルを参照してください。ステップ 6 に進みます。この手順中の残りの手順は、

各自のシステムで必要な手順と正確に一致せず、調整が必要な場合があります。

ステップ 6 リモート サーバ上で、着信 SMTP メッセージを処理するローカル サーバの IP アドレスに対して ping 
を実行します。

応答がない場合は、問題が解決されるまでネットワーク接続性の問題をトラブルシューティングしま

す。その後ステップ 7 に進みます。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順
ステップ 7 リモート サーバ上で、ドメイン名に対して ping を実行します。このドメイン名は「ドメイン名の決

定」（P.4-4）で決定したドメイン名です。

ステップ 8 ドメイン名による ping が失敗する場合は、「IP アドレスを使用した名前の解決」（P.4-5）を参照してく

ださい。

（注） オプションで、CLI コマンド「utils network ping」を使用してネットワーク接続を確認できます。

リモート ボイス メッセージング サーバとの SMTP 接続性を確認するには

ステップ 1 Connection サーバと同じローカル ネットワーク セグメントにあるコンピュータを使用して、コマンド 
プロンプト ウィンドウを開きます。

ステップ 2 「telnet <サーバ名> 25」と入力します。<サーバ名> は、TCP ポート 25 を使用している SMTP サーバ

の IP アドレスまたは FQDN です。

ステップ 3 各コマンドを入力後、Enter キーを押します。

ステップ 4 リモート メッセージング サーバが SMTP に接続されている場合は、サーバの FQDN や SMTP のバー

ジョンとともに 220 応答が返されます。

ステップ 5 telnet テストが成功した場合は、quit と入力して telnet セッションを終了します。

VPIM ロケーションの作成

ユーザのメッセージ送信先となるリモート ボイス メッセージング システムごとに、Cisco Unity 
Connection 上に VPIM ロケーションを作成します。Connection でメッセージの交換相手となるボイス 
メッセージング システムの数が多い場合、ここでは、いくつかの VPIM ロケーションだけを設定して

以降の設定に進むこともできます。Connection と、VPIM ロケーションが設定されたボイス メッセー

ジング システムの間でメッセージ交換が正常に機能することを確認した後に、残りの VPIM ロケー

ションを作成します。

VPIM ロケーションを作成する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）] を展開し、[VPIM] を選択

します。

ステップ 2 [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、[新規追加（Add New）] を選択し

ます。

ステップ 3 [VPIM ロケーションの新規作成（New VPIM Location）] ページで、適切な基本設定を入力します。

（フィールド情報については、[ヘルプ（Help）] メニューで、[このページ（This Page）] を選択して

ください）。

（注） *（アスタリスク）マークの付いたフィールドは必須です。

ステップ 4 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで、引き続き適切な設定を入力します。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
ステップ 6 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで設定の入力が終了したら、[保存（Save）
] を選択します。

VPIM ロケーションのカスタマイズ

Cisco Unity Connection Administrationを使用して、ユーザのメッセージ送信先となる各リモート ボイ

ス メッセージング システムの VPIM ロケーションをカスタマイズできます。

VPIM ロケーションをカスタマイズする

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で、[ネットワーク（Networking）] を展開し、[VPIM] を選択

します。

ステップ 2 [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、カスタマイズする VPIM ロケー

ションの表示名を選択します。

ステップ 3 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで、必要な設定を変更します。（フィール

ド情報については、[ヘルプ（Help）] メニューで、[このページ（This Page）] を選択してください）。

ステップ 4 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで設定の変更が終了したら、[保存（Save）
] を選択します。

VPIM 連絡先の作成

いくつかの VPIM 連絡先だけをテスト用に先に作成して、Cisco Unity Connection とリモート ボイス 
メッセージング システムが正常にメッセージを交換できることを確認することをお勧めします。

Connection とリモート ボイス メッセージング システム間のメッセージ交換が正常に機能することを確

認した後に、残りすべての VPIM 連絡先を作成できます。最初に VPIM ロケーションを作成して、次

に VPIM 連絡先を作成する必要があることに注意してください。VPIM 連絡先は、VPIM ロケーショ

ンを作成した Connection サーバ上に作成する必要があります。

VPIM 連絡先は、Bulk Administration Toolまたは Cisco Unity Connection Administrationを使用して

作成できます。次の項を参照してください。

 • 「Bulk Administration Toolを使用した複数の VPIM 連絡先の作成」（P.4-7）

 • 「CSV のエラーの修正」（P.4-9）

 • 「Cisco Unity Connection Administrationを使用した VPIM 連絡先の作成」（P.4-10）

 • 「VPIM 連絡先を作成した後の作業」（P.4-11）

Bulk Administration Toolを使用した複数の VPIM 連絡先の作成

Bulk Administration Tool（BAT）を使用すると、連絡先データを Comma-Separated Value（CSV; カ
ンマ区切り形式）ファイルからインポートして、一度に複数の VPIM 連絡先を作成できます。CSV は、

データ ストア間でデータを移動するための一般的なテキスト ファイル形式です。

次の手順を使用して、CSV ファイルを準備します。
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VPIM 連絡先を作成するための CSV ファイルを準備する

ステップ 1 VPIM 連絡先の作成に使用するデータを CSV ファイルとして保存します。

1 つの CSV ファイルに含めるレコードは、7,500 以下にすることをお勧めします。この数を超えた場

合、Bulk Administration Tool でデータをインポートするときに予期しない結果が生じることがありま

す。

ステップ 2 CSV ファイルを適切なディレクトリにコピーします。

ステップ 3 CSV ファイルを、スプレッドシート アプリケーション、またはデータの編集と再構成ができる別のア

プリケーションで開きます。次の手順を実行します。

 • ファイル内のデータがカンマで区切られ、タブ、スペース、セミコロンで区切られていないことを

確認します。

 • 空白文字、引用符、またはカンマがデータに含まれている場合は、文字列を引用符で囲みます。

ステップ 4 データを再配置して、カラムが、ステップ 5 に追加するカラム ヘッダーと同じ順序になるようにしま

す。カラム ヘッダーの順序は順不同ですが、CSV ファイルを次に示すように設定することを推奨しま

す。たとえば、次の例のデータ カラムは、連絡先のエイリアス、ユーザの姓、名、内線番号、リモー

ト メールボックス ID（RemoteMailAddress）、VPIM ロケーション（DeliveryLocationDisplayName）
の順になるようにソートされています。

aabade,Abade,Alex,2001,3000,Chicago VMS VPIM Location
kbader,Bader,Kelly,2002,3100,Chicago VMS VPIM Location
tcampbell,Campbell,Terry,2003,3200,Chicago VMS VPIM Location
lcho,Cho,Li,2004,3300,Chicago VMS VPIM Location

（注） 連絡先の作成に必要なカラム ヘッダーは、エイリアスと内線番号だけです。ただし、VPIM 連
絡先を作成するには、リモート メールボックス ID と VPIM ロケーションのカラムも含める必

要があります。

ステップ 5 最初のデータ行の上に、カラム ヘッダーを入力します。カラム ヘッダーは、カンマで区切って入力す

る必要があります。次に例を示します。

Alias,LastName,FirstName,Extension,RemoteMailAddress,DeliveryLocationDisplayName

ステップ 6 必要に応じて、先頭行にオプションのカラムを追加し、それに対応するインポート対象のデータを次の

行以降に追加します。追加するときは、次の点を確認してください。

 • カラム ヘッダーとデータがカンマで区切られていること。オプションのカラム ヘッダーについて

は、すべての行にデータが含まれている必要はありません。

 • 空白文字、引用符、またはカンマがデータに含まれている場合は、文字列を引用符で囲みます。

ヒント 内線番号を入力するか、受信者名を音声で入力することで、通常の Connection ユーザをメッ

セージの宛先に指定するときと同じように VPIM 連絡先をメッセージの宛先に指定できるよう

にするには、各連絡先に ListInDirectory ヘッダーのカラムと 1 の値を含めます。オプションの

カラム ヘッダーのリストについては、『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity 
Connection』（Release 8.x）

（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/user_mac/guide/8xcucmac
x.html から入手可能）の付録「Using the Cisco Unity Connection 8.x Bulk Administration 
Tool」にある「Required and Optional CSV Fields for Contacts」の表を参照してください。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
ステップ 7 CSV ファイルに、インポートしないデータのカラムがある場合は、そのカラムを削除します。または、

1 つのカラムを NOTES というタイトルにします。BAT では、NOTES というカラム ヘッダーの下にあ

るデータは無視されます。ただし、CSV ファイルに NOTES カラムを複数含めることはできません。

ステップ 8 各行に、各カラム ヘッダーに対応する適切なデータが含まれていることを確認します。

ステップ 9 ファイルを CSV ファイルとして保存します。

ステップ 10 次の「Bulk Administration Toolを使用して VPIM 連絡先を作成する」の手順に進みます。

Bulk Administration Toolを使用して VPIM 連絡先を作成する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で [Tools（ツール）] を展開し、[一括管理ツール（Bulk 
Administration Tool）] を選択します。

ステップ 2 [一括管理ツール（Bulk Administration Tool）] ページで、[操作の選択（Select Operation）] の下の [
作成（Create）] を選択します。

ステップ 3 [オブジェクト タイプの選択（Select Object Type）] の下の [システム連絡先（System Contacts）] を
選択します。

ステップ 4 [ファイルの選択（Select File）] の下の [参照（Browse）] を選択します。

ステップ 5 [ファイルの選択（Select File）] ダイアログボックスで、「VPIM 連絡先を作成するための CSV ファイ

ルを準備する」（P.4-8）の手順で作成した CSV ファイルを保存したディレクトリを参照し、[開く

（Open）] を選択します。

ステップ 6 [エラーログ ファイル名（Failed Objects Filename）] フィールドに、エラーが記録されるファイルのパ

スと名前を入力します。

ステップ 7 [送信（Submit）] を選択します。

CSV のエラーの修正

VPIM 連絡先の作成に失敗したデータは、失敗したオブジェクトのファイルに記録されます。Bulk 
Administration Toolは、CSV ファイル内の各行で最初に検出したエラーを報告します。エラーを修正

してデータを再度インポートしたとき、同じ行にある別のエラーが BAT によって検出される場合があ

ります。このような修正プロセス（BAT を実行してエラーを修正）を何回か繰り返して、すべてのエ

ラーを検出し、修正する必要があります。

失敗したオブジェクトのファイルには、VPIM 連絡先の作成に失敗したレコードがすべて含まれていま

す。このファイルを CSV ファイルとして保存し、BAT を再度実行するときに利用できます。BAT を
実行すると、失敗したオブジェクトのファイルはその都度上書きされることに注意してください。

VPIM 連絡先の作成時に発生した CSV エラーを修正する

ステップ 1 Bulk Administration Tool操作が失敗した場合は、[失敗したオブジェクト ファイルのダウンロード

（Download the Failed Objects File）] を選択すると、失敗したオブジェクトのレポート ファイルをただ

ちに検証できます。

ステップ 2 このファイルを開き、各レコードの [FailureReason] カラムの情報を参照して、データの問題をすべて

修正します。

ステップ 3 [FailureReason] カラムを削除するか、またはヘッダーを「JUNK」に変更します。

ステップ 4 データの修正が完了した後、このファイルを新しい名前で CSV ファイルとして保存します。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順
ステップ 5 ステップ 4 で保存した CSV ファイルを入力ファイルとして使用して、BAT を再度実行します。

BAT を実行するたびに、失敗したオブジェクトのファイルが上書きされることに注意してください

（ただし、このツールを実行するたびに新しいファイル名を指定すると、上書きされません）。

ステップ 6 すべての VPIM 連絡先アカウントがエラーのない状態で作成されるまで、この手順を繰り返します。

次に、「VPIM 連絡先を作成した後の作業」（P.4-11）に進みます。

Cisco Unity Connection Administrationを使用した VPIM 連絡先の作成

Cisco Unity Connection Administrationを使用して、VPIM 連絡先を 1 つずつ作成できます。

Cisco Unity Connection Administrationを使用して VPIM 連絡先を作成する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[連絡先（Contacts）] を展開して [連絡先（Contacts）] を
選択します。

ステップ 2 [連絡先の検索（Search Contacts）] ページで、[連絡先（Contact）] メニューの [連絡先の新規作成

（New Contact）] を選択します。

ステップ 3 [連絡先の新規作成（New Contact）] ページで、次の設定を入力して [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページで、次の設定を入力して [保存（Save）] を
選択します。

表 4-1 [連絡先の新規作成（New Contact）] ページの設定 

フィールド 設定

エイリアス（Alias） VPIM 連絡先のエイリアスを入力します。

名（First name） VPIM 連絡先の名を入力します。

姓（Last name） VPIM 連絡先の姓を入力します。

表示名（Display 
Name）

VPIM 連絡先の表示名を入力します。

連絡先テンプレート

（Contact Template）
VPIM 連絡先の基礎となるテンプレートを選択します。

表 4-2 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページの設定 

フィールド 設定

音声名（Voice Name） [再生 /録音（Play/Record）] を選択して、VPIM 連絡先の名前を録音しま

す。

ディレクトリに登録

（List in Directory）
この VPIM 連絡先を Connection のディレクトリに表示するには、この

チェックボックスをオンにします。

パーティション

（Partition） 
VPIM 連絡先が所属するパーティションを選択します。パーティションはグ

ループ化されてサーチ スペースになります。サーチ スペースは、ユーザま

たは外部発信者が Connection と対話しているときに到達できるオブジェク

ト（たとえば、ユーザや同報リスト）の範囲を定義するために使用されま

す。VPIM 連絡先は 1 つのパーティションだけに所属できます。パーティ

ションは、複数のサーチ スペースに所属できます。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
ステップ 5 作成する残りすべての VPIM 連絡先について、ステップ 2 ～ステップ 4 を繰り返します。

VPIM 連絡先を作成した後の作業

VPIM 連絡先を作成した後は、次の点に注意してください。

 • 新しく作成した VPIM 連絡先をメッセージの受信に使用できるようになるまでに、数分かかりま

す。

転送有効（Transfer 
Enabled）

（省略可能）Connection が、VPIM 連絡先のリモート メールボックスにメッ

セージを送信するのではなく、VPIM 連絡先に関連付けられている電話番号

に着信通話を転送するようにする場合は、このチェックボックスをオンに

します。

転送先内線番号

（Transfer Extension）
（省略可能）電話システムが、VPIM 連絡先に通話を転送するときに使用す

る電話番号を、必要に応じてアウトダイヤル アクセス コードを含めて入力

します。このフィールドは、[転送有効（Transfer Enabled）] フィールドと

連携します。

配信ロケーション

（Delivery Location）
VPIM 連絡先の VPIM ロケーションを選択します。

VPIM リモート メール

ボックス番号（VPIM 
Remote Mailbox 
Number）

リモート ボイス メッセージング システム上の VPIM 連絡先のメールボック

ス番号を入力します。

ローカル内線番号

（Local Extension）
（省略可能）VPIM 連絡先に対して、Connection 内線番号方法に適合する

ローカル内線番号を割り当てられます。ローカル内線番号を使用すると、

発信者は、内線番号を使用して VPIM 連絡先をメッセージの宛先に指定で

きるため、連絡先のロケーション ID とリモート メールボックス番号を覚え

ておく必要はありません。

さらに、[転送有効（Transfer Enabled）] フィールドと [転送先内線番号

（Transfer Extension）] フィールドを設定した場合、発信者は VPIM 連絡先

を識別し、その連絡先に転送されます。

ボイス コマンドを使用

して連絡先にコールす

る電話番号（Phone 
Numbers to Call 
Contact by Using Voice 
Commands）

（省略可能）音声認識ユーザが、連絡先の特定の電話のタイプを指定して、

VPIM 連絡先を呼び出せるようにするには、[ダイヤルする職場の番号

（Dialed Work Phone）]、[ダイヤルする自宅の番号（Dialed Home Phone）
]、[ダイヤルする携帯電話（Dialed Mobile Phone）] の各フィールドを使用

します。

ダイヤルする電話番号には、外部通話のダイヤルに必要な追加の番号（た

とえば 9）や、長距離ダイヤルに必要な追加の番号（たとえば 1）を含めま

す。

パーソナル着信転送

ルールの連絡先を識別

する電話番号（Phone 
Numbers to Identify 
Contact for Personal 
Call Transfer Rules）

（省略可能）Connection がシステム連絡先からの着信通話に対してユーザの

パーソナル着信転送ルールを照合するときに使用する電話番号を入力する

には、[職場の電話（Work Phone）]、[自宅の電話（Home Phone）]、[携
帯電話（Mobile Phone）]、[別の電話番号 1（Other Number 1）]、および 
[別の電話番号 2（Other Number 2）] の各フィールドを使用します。

表 4-2 [連絡先の基本情報の編集（Edit Contact Basics）] ページの設定（続き）

フィールド 設定
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順
 • 個々の VPIM 連絡先の設定は、Cisco Unity Connection Administrationで変更できます。

 • 内線番号など、VPIM 連絡先の一意の設定を複数の連絡先について一度に変更するには、Bulk 
Administration Toolを再度実行します。

 • VPIM 連絡先が Connection アカウントを必要としなくなった場合は、その VPIM 連絡先を削除で

きます。詳細については、「Cisco Unity Connection 8.x での VPIM 連絡先の削除」（P.4-16）を参

照してください。

VPIM 連絡先ディレクトリの更新設定のカスタマイズ

VPIM 連絡先を手動で作成、変更、削除するほかに、Cisco Unity Connection の設定を変更すること

で、着信 VPIM メッセージに含まれている情報に基づいて VPIM 連絡先ディレクトリ内のレコードを

自動的に更新できます。作成、変更、削除の操作を自動的に実行するかどうか、および着信情報をレ

コードの作成または変更でどのように使用するかを制御する設定値は、VPIM ロケーションごとに個別

に設定できます。デフォルトでは、どの VPIM ロケーションについてもディレクトリの自動更新は実

行されません。

管理者が VPIM ロケーションごとに選択する [連絡先作成（Contact Creation）] の設定に応じて、

Connection は着信 VPIM メッセージのヘッダーから情報を取得して使用します。VPIM メッセージを 
VPIM ロケーション上の送信者から受信し、そのロケーションが VPIM 連絡先を自動作成できるよう

に設定されている場合、その送信者の情報と一致する既存の VPIM 連絡先がないときは、新しい 
VPIM 連絡先レコードが作成されます。ただし、VPIM メッセージに次の情報が含まれている必要があ

ります。

 • 電話番号

 • テキスト名

 • ドメイン名

 • 名前の録音（VPIM ロケーションの設定に応じて、必要な場合）

この他の [連絡先作成（Contact Creation）] 設定を使用すると、VPIM 連絡先の解析されたテキスト名

を、姓、名、表示名にどのようにマッピングするか、および電話番号を内線番号にどのようにマッピン

グするかを指定できます。

（注） VPIM ロケーションの [連絡先作成（Contact Creation）] ページにある [VPIM の連絡先の内線番号の

マップ先（Map VPIM Contact extensions to）] 設定を変更した場合、変更内容が適用されるのは、設

定を保存した後に作成される VPIM 連絡先だけです。[VPIM の連絡先の内線番号のマップ先（Map 
VPIM Contact extensions to）] の設定を変更する前から存在している VPIM 連絡先は、自動的には更

新されません。この VPIM ロケーションの既存 VPIM 連絡先の内線番号は、それぞれ手動で変更する

必要があります。

VPIM メッセージを配信ロケーション上の送信者から受信し、そのロケーションが VPIM 連絡先を自

動変更できるように設定されている場合、その送信者の情報と一致する既存の VPIM 連絡先があると

きは、VPIM 連絡先が更新されます。VPIM 連絡先の情報は、VPIM 連絡先からメッセージを受信する

たびに更新することも、メッセージを VPIM 連絡先から受信したときに、その連絡先のテキスト名が

ディレクトリ エントリの作成後に変更されている場合に限り、更新することもできます。また、変更

する際に、表示名に対する更新を許可するかどうかも決定できます。

Connection ユーザから VPIM 連絡先にメッセージを送信して Non-Delivery Receipt（NDR; 不達確認）

が発生した場合は、宛先となる受信者が存在していないためにメッセージを配信できなかったことを示

します（SMTP 5.1.1）。VPIM ロケーションが VPIM 連絡先を自動削除できるように設定されている場

合、この VPIM 連絡先は削除されます。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
VPIM ロケーションの連絡先作成の設定値は、Cisco Unity Connection Administrationを使用して更新

できます。次の項を参照してください。

 • 「VPIM 連絡先作成の設定値を設定する前に」（P.4-13）

 • 「Cisco Unity Connection Administrationを使用した VPIM 連絡先の作成設定値の設定」（P.4-13）

VPIM 連絡先作成の設定値を設定する前に

VPIM ロケーションの連絡先作成の設定値を設定する場合は、次の点を事前に考慮してください。

 • 変更できない固有の表示名を VPIM 連絡先にあらかじめ入力しておき、連絡先レコードの他の

フィールドについては自動変更できるようにするには、[VPIM の連絡先の表示名の更新を許可す

る（Allow VPIM Contact Display Name Updates）] チェックボックスをオフのままにします。こ

の場合、連絡先の姓、名、および名前の録音は自動更新によって変更される可能性があります。こ

れにより、音声名が更新され表示名が更新されない場合に、不一致が発生します。

 • [録音名なしの VPIM の連絡先を許可する（Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice 
Names）] チェックボックスがオフになっている場合、着信メッセージに Originator-Spoken-Name 
添付ファイルが含まれていないときは、新しい VPIM 連絡先が作成されません。また、VPIM 連絡

先の自動変更が有効になっている場合、着信メッセージの送信者が既存の VPIM 連絡先と一致し、

メッセージにこの添付ファイルが含まれていないときは、当該の VPIM 連絡先が削除されます。

 • [録音名なしの VPIM の連絡先を許可する（Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice 
Names）] チェックボックスがオンで、VPIM 連絡先の自動変更が有効になっていて、着信メッ

セージに Originator-Spoken-Name 添付ファイルが含まれていない場合、送信者が既存の VPIM 連
絡先と一致したときは、既存の名前の録音が削除されます。

 • [VPIM の連絡先の内線番号のマップ先（Map VPIM Contact Extensions To）] フィールドで選択さ

れたオプションを使用して、着信メッセージに含まれている電話番号を内線番号に正しくマッピン

グできない場合、その送信者の VPIM 連絡先は作成されません。

Cisco Unity Connection Administrationを使用した VPIM 連絡先の作成設定値の設定

VPIM ロケーションを作成した後は、その VPIM ロケーションのディレクトリ自動更新を制御する設

定値を Cisco Unity Connection Administrationを使用して設定できます。

Cisco Unity Connection Administrationを使用して VPIM 連絡先の作成設定値を設定する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）] を展開し、[VPIM ロケー

ション（VPIM Locations）] を選択します。

ステップ 2 [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、連絡先の作成設定値を設定する 
VPIM ロケーションの名前を選択します。

ステップ 3 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで、[編集（Edit）] メニューの [連絡先作

成（Contact Creation）] を選択します。

ステップ 4 VPIM メッセージが着信したとき、その送信者に対応する VPIM 連絡先レコードがまだ存在していな

い場合に、このロケーションの VPIM 連絡先レコードが自動的に作成されるようにするには、[連絡先

作成（Contact Creation）] ページで [VPIM の連絡先を自動的に作成する（Automatically Create VPIM 
Contacts）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 ステップ 4 で [VPIM の連絡先を自動的に作成する（Automatically Create VPIM Contacts）] チェック

ボックスをオンにした場合は、[連絡先テンプレート（Contact Template）] リストで、自動的に作成さ

れる連絡先の基礎となるテンプレートを選択します。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順
ステップ 6 [VPIM の連絡先を自動的に変更する（Automatically Modify VPIM Contact）] フィールドで、このロ

ケーションの VPIM 連絡先に適用する、次のいずれかの設定を選択します。

 • [ 連絡先を自動的に更新しない（No Automatic Update of Contacts）]：着信メッセージの送信者情

報が変更されていたとき、VPIM メッセージに含まれている送信者情報を使用して VPIM 連絡先レ

コードを更新しません。

 • [ テキスト名が変更される時のみ（Only When the Text Name Changes）]：VPIM メッセージで受

信したテキスト名が、VPIM 連絡先の名前と一致しない場合に限り、VPIM 連絡先レコードを更新

します。

 • [ 各 VPIM メッセージ（With Each VPIM message）]：このロケーションの VPIM 連絡先から 
VPIM メッセージが着信するたびに、対応する VPIM 連絡先レコードが更新されます。

ステップ 7 VPIM メッセージが配信不能として返された場合に、このロケーションの VPIM 連絡先を自動的に削

除できるようにするには、[VPIM の連絡先を自動的に削除する（Automatically Delete VPIM Contact）
] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 このロケーションからの着信メッセージで送信者の表示名が変更されていた場合に、VPIM 連絡先の表

示名を自動的に更新できるようにするには、[VPIM の連絡先の表示名の更新を許可する（Allow VPIM 
Contact Display Name Updates）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 このロケーションで、録音名を持たない VPIM 連絡先レコードに対する自動更新を有効にするには、[
録音名なしの VPIM の連絡先を許可する（Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice Names）] 
チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 [テキスト名のマッピング（Mapping Text Names）] フィールドで、このロケーションからの着信メッ

セージに含まれているテキスト名を、自動作成された VPIM 連絡先レコードの表示名にどのように

マッピングするかについて、次のいずれかのオプションを選択して指定します。

 • [VPIM の連絡先の表示名に直接（Directly to VPIM Contact Display Names）]：VPIM 連絡先の表

示名は、対応するテキスト名と一致します。

 • [ カスタム（Custom）]：テキスト名から VPIM 連絡先の表示名へのマッピング方法を定義する

ルールを入力します。トークン <FN>、<LN>、および <TN>（それぞれ名、姓、テキスト名）を

他のテキストと任意に組み合わせて入力できます。<FN>、<LN>、および <TN> の前には、空白

文字、カンマ、またはセミコロン（;）を必ず入力します。ただし、ルールの先頭になる場合は除

きます。また、トークンが規則の最後にない限り、必ずトークンの後にスペース、カンマ、セミコ

ロンのいずれかを入力します。規則の先頭または末尾には、追加の文字は不要です。

ステップ 11 [VPIM の連絡先の内線番号のマップ先（Map VPIM Contact Extensions To）] フィールドで、このロ

ケーションからの着信メッセージに含まれている電話番号を、自動作成された VPIM 連絡先レコード

の内線番号にどのようにマッピングするかについて、次のいずれかの設定を選択して指定します。

 • [ 電話番号（Phone Number）]：内線番号は、着信 VPIM メッセージを解析して得られた電話番号

と同じものになります。

 • [ 電話番号 - リモート電話プレフィックス（Phone Number - Remote Phone Prefix）]：内線番号は、

電話番号の先頭部分からリモート電話プレフィックスを削除して生成されます。

 • [ ロケーション ダイヤル ID + 電話番号（Location Dial ID + Phone Number）]：内線番号は、電話

番号の前にロケーション ダイヤル ID を付加して生成されます。

 • [ ロケーション ダイヤル ID + 電話番号 - リモート電話プレフィックス（Location Dial ID + Phone 
Number - Remote Phone Prefix）]：内線番号は、電話番号の先頭部分からリモート電話プレフィッ

クスを削除し、残りの番号の前にロケーション ダイヤル ID を付加して生成されます。

ステップ 12 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 13 [VPIM ロケーション（VPIM Location）] メニューの [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM 
Locations）] を選択します。
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Cisco Unity Connection 8.x で VPIM ネットワーキングを使用するための設定手順      
ステップ 14 残りすべての VPIM ロケーションについて、ステップ 2 ～ステップ 13 を繰り返します。

各 VPIM ロケーションのユーザの別名の追加

Cisco Unity Connection システムが音声認識オプションを使用する場合は、VPIM ロケーションに付け

る表示名のユーザの別名を指定することもできます。ユーザは、ボイス コマンドを使用して VPIM ロ
ケーションのメールボックス番号に対するブラインド アドレス宛先検索を実行する場合、表示名を告

げます（たとえば、Seatle という VPIM ロケーションの内線番号 55 を宛先に指定する場合、ユーザは

「five five at Seattle」と言います）。また、ボイス コマンドを使用して VPIM ロケーションの VPIM 連
絡先名をメッセージの宛先に指定する場合も、表示名を告げます（たとえば、「Robin Smith in 
Chicago」）。VPIM ロケーションの表示名に管理情報が含まれており、その管理情報をユーザが知らな

い可能性のある場合、または、略語ではよくあることですが、VPIM ロケーションの表示名の発音が、

通常考えられる読み方と異なる場合、ユーザの別名を指定することを検討してください。また、ユーザ

が 1 つのロケーションに対してさまざまな呼び方をする傾向にある場合も、ユーザの別名の追加を検討

してください。たとえば、あるサイトのユーザがあるロケーションを「Seattle branch」と呼び、別の

サイトのユーザが同じロケーションを「Seattle office」と呼ぶ場合は、「Seattle branch」と「Seattle 
office」の両方をユーザの別名として追加できます。

VPIM ロケーションのユーザの別名を追加する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）] を展開し、[VPIM ロケー

ション（VPIM Locations）] を選択します。

ステップ 2 [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM Locations）] ページで、ユーザの別名を追加する VPIM ロ
ケーションの名前を選択します。

ステップ 3 [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM Location）] ページで、[編集（Edit）] メニューの [ユーザの

別名（Alternate Names）] を選択します。

ステップ 4 [ユーザの別名の編集（Edit Alternate Names）] ページの [表示名（Display Name）] フィールドに 
VPIM ロケーションのユーザの別名を入力し、[新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 5 [VPIM ロケーション（VPIM Location）] メニューの [VPIM ロケーションの検索（Search VPIM 
Locations）] を選択します。

ステップ 6 ユーザの別名を追加する残りすべての VPIM ロケーションについて、ステップ 2 ～ステップ 5 を繰り

返します。

別のボイス メッセージング システムを VPIM 用に設定するための 
Cisco Unity Connection に関する情報の収集

別のボイス メッセージング システムを、Cisco Unity Connection と VPIM メッセージを交換するよう

に設定するには、次の情報が必要です。

 • 着信 SMTP メッセージを処理する SMTP サーバのサーバ名とドメイン名。

 • 対応する VPIM ロケーション ページで入力した、Connection の電話プレフィックスおよびリモー

ト電話プレフィックス（それぞれ存在する場合）。

 • Connection ユーザのメールボックス番号の範囲。
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Cisco Unity Connection 8.x での VPIM 連絡先の削除
着信 VPIM メッセージは、この SMTP サーバにルーティングする必要があります。リモート ボイス 
メッセージング システム上で Connection のロケーションを定義するときは、この SMTP サーバに対し

て入力したドメイン名を使用します。

Connection は、着信 VPIM メッセージが次の形式になっていることを前提としています。

<ConnectionPhonePrefix+ConnectionUserExtension@PrimaryLocationSMTPDomainName>

これらの個々のプロパティは Connection で設定しますが、他のボイス メッセージング システムでも同

様の情報を設定する必要があります。

Cisco Unity Connection 8.x での VPIM 連絡先の削除

VPIM 連絡先を削除する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[連絡先（Contacts）] を展開して [連絡先（Contacts）] を
選択します。

ステップ 2 [連絡先の検索（Search Contacts）] ページで、削除する VPIM 連絡先の隣にあるチェックボックスを

オンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 4 削除するかどうかの確認を求められたら、[OK] を選択します。

Cisco Unity Connection 8.x での VPIM ロケーションの削
除

VPIM ロケーションを削除する場合は、VPIM ロケーション オブジェクトを削除する前に、そのロ

ケーションを使用するすべての連絡先を削除する（または割り当て直す）必要があります。次のタスク 
リストを使用して、VPIM ロケーションを削除します。

1. Bulk Administration Toolを使用して、管理者が定義したすべての連絡先のリストをエクスポート

します。『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）
（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/user_mac/guide/8xcucmacx.ht
ml から入手可能）の付録「Using the Cisco Unity Connection 8.x Bulk Administration Tool」にあ

る「Exporting Contacts to a CSV File」の項を参照してください。

2. エクスポート ファイルをダウンロードし、テキスト エディタを使用して、

[DeliveryLocationDisplayName] カラムの値が、削除する VPIM ロケーションの表示名と一致する

行だけを含むように、そのファイルを変更します。（連絡先を別の VPIM ロケーションに割り当て

直す場合は、[DeliveryLocationDisplayName] カラムの値を更新します）。

3. Bulk Administration Tool を使用して、タスク 2. で生成された連絡先のリストを削除します。

『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の付録「Using 
the Cisco Unity Connection 8.x Bulk Administration Tool」にある「Deleting Contacts」の項を参

照してください。

また、連絡先を別の VPIM ロケーションに割り当て直すには、[更新（Update）] オプションを使

用します。『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）の

付録「Using the  8.x Bulk Administration Tool」にある「Updating Contacts」の項を参照してくだ

さい。Cisco Unity Connection
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Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念      
4. Cisco Unity Connection Administrationで、[テンプレート（Templates）] を展開し、[連絡先テン

プレート（Contact Templates）] を選択します。連絡先テンプレートが、VPIM ロケーションを配

信ロケーションとして使用するように設定されている場合は、配信ロケーションを変更するか、こ

のテンプレートを削除します。（配信ロケーションを確認または変更するには、[連絡先テンプレー

トの検索（Search Contact Templates）] ページの各テンプレートの表示名を選択する必要がありま

す）。

5. ロケーションを削除するには、Connection の管理で [ネットワーク（Networking）] を展開し、

[VPIM ロケーション（VPIM Locations）] を選択します。[VPIM ロケーションの検索（Search 
VPIM Locations）] ページで、削除するロケーションの表示名の隣にあるチェックボックスをオン

にして、[選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念
次の項では、VPIM の概念を詳細に説明します。

 • 「VPIM メッセージ」（P.4-17）

 • 「VPIM アドレス」（P.4-18）

 • 「メッセージの宛先指定オプション」（P.4-19）

 • 「メッセージングの類似性と制限事項」（P.4-19）

 • 「オーディオ形式に関する考慮事項」（P.4-20）

VPIM メッセージ

VPIM メッセージは、MIME で符号化された 1 つ以上のパートで構成されます。VPIM の仕様では、

名前の録音、および転送メッセージとテキスト メッセージのためのオプション MIME パートが許可さ

れています。ただし、Cisco Unity Connection は vCard（電話番号、テキスト名、および電子メール ア
ドレスが記載された電子名刺）の送受信をサポートしていません。vCard が発信メッセージまたは着信

メッセージに添付されている場合、Connection は vCard のデータを削除します。また、ボイス メッ

セージおよび埋め込みメッセージ以外のメッセージに添付されているファイルは、発信メッセージおよ

び着信メッセージから削除されます。

Connection では、発信メッセージで送信者の名前の録音を送信するかどうかを指定できます。着信

メッセージに名前の録音が含まれている場合は、メッセージの一部として再生されます。また、着信

メッセージのヘッダーに含まれている情報でディレクトリを更新するように   Connection を設定するこ

ともできます。

VPIM ロケーションへの発信メッセージに含まれる受信者は、VPIM ロケーションの受信者だけです。

そのため、VPIM 受信者がメッセージ上のすべてのアドレスに返信した場合、返信は送信者と、同じ 
VPIM ロケーションの他の受信者にだけ送信されます。

図 4-1 に VPIM メッセージの例を示します。音声名とボイス メッセージのパートの MIME エンコー

ディングは、非常に長いため、一部だけを表示しています。
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Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念
図 4-1 VPIM メッセージの例

VPIM アドレス

VPIM アドレスの形式は、一般的な SMTP 電子メール アドレス localpart@hostpart と同じです。アド

レスの右側の部分は、メッセージを処理する TCP/IP ネットワーク上のシステムのドメイン名です。ア

ドレスの左側の部分は、ユーザの一意の識別子です。通常、左側はユーザのメールボックス番号か、プ

レフィックス付きのメールボックス番号です。

たとえば、リモート メールボックス ID が 2233 である Terry Campbell に発信する VPIM メッセージ

の宛先は、次のように指定されます。

To: 2233@remotevoicemailsystem.com

各組織の番号計画に適応させる必要がある場合は、次のようにアドレスにプレフィックスを含めること

もできます。

To: 8882233@remotevoicemailsystem.com

VPIM アドレスは、VPIM メッセージの送信時に Cisco Unity Connection によって作成されます。メッ

セージの宛先を指定するときにユーザが入力することはありません。
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Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念      
メッセージの宛先指定オプション

Cisco Unity Connection では、次の方法によって、リモート ボイス メッセージング システム上の個人

をメッセージの宛先に指定できます。

 • Connection ディレクトリ：VPIM 連絡先の [ディレクトリに登録（List in Directory）] チェック

ボックスがオンになっている場合、Connection ディレクトリに VPIM 連絡先の名前と内線番号が

保持されます。ユーザは、内線番号を入力するか、受信者名を音声で入力することで、通常の 
Connection ユーザをメッセージの宛先に指定するときと同じように VPIM 連絡先をメッセージの

宛先に指定できます。VPIM 連絡先の名前の録音が存在する場合は、名前の録音の確認を使用でき

ます。連絡先の名前の録音が存在しない場合、Connection は、テキスト /スピーチを使用して、連

絡先の表示名を再生します。

 • ブラインド アドレス宛先検索：ブラインド アドレス宛先検索を使用すると、VPIM ロケーション

の受信者が Connection ディレクトリに連絡先として定義されていない場合でも、ユーザはその受

信者にメッセージを送信できます。[VPIM ロケーション（VPIM Location）] ページで [ブライン

ド アドレス宛先検索を許可する（Allow Blind Addressing）] チェックボックスがオンである場合、

ユーザは、受信者の VPIM ロケーション ダイヤル ID とメールボックス番号で構成される番号を入

力するか、またはメールボックス番号と VPIM ロケーションの表示名を告げることにより（たと

えば、「five five at Seattle office」）、そのロケーションの受信者をメッセージの宛先に指定できま

す。

 • 同報リスト：ユーザは、VPIM 連絡先が含まれているプライベート同報リストまたはシステム同報

リストをメッセージの宛先に指定できます。リストに送信すると、VPIM 連絡先がメッセージを受

信します。

メッセージングの類似性と制限事項

Cisco Unity Connection ユーザとリモート ボイス メッセージング システム上のユーザ間で行われる

メッセージ交換は、ほとんどの部分で Connection ユーザ間のメッセージ交換と同じです。次の例を参

考にしてください。

 • 送信の際に緊急とマークされたメッセージは、受信者が受信するときに緊急とマークされます。

 • 送信の際にプライベートとマークされたメッセージは、受信者が受信するときにプライベートと

マークされます。

 • ユーザは、VPIM 連絡先が含まれている Connection 同報リストにメッセージを送信できます。

ただし、次の例外に注意してください。

 • 開封確認と送信確認は、どちらも送信確認として返されます。

 • リモート ボイス メッセージング システム上のユーザが Connection 同報リストにメッセージを送

信するためには、Connection の管理の [同報リストの基本設定の編集（Edit Distribution List 
Basics）] ページで [外部のシステムからのメッセージを受け入れる（Accept Messages From 
Foreign System）] チェックボックスがオンになっている必要があります。デフォルトでは、この

チェックボックスはオンになっていません。
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Cisco Unity Connection 8.x の VPIM の概念
オーディオ形式に関する考慮事項

VPIM ロケーションの [音声形式の変換（Audio Format Conversion）] 設定（Cisco Unity Connection 
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [VPIM ロケーションの編集（Edit VPIM 
Location）] ページ）では、発信および着信する VPIM メッセージのオーディオ形式について、次の項

目を制御できます。

 • [着信メッセージ（Incoming Messages）]：着信する VPIM メッセージを、送信されたときの形式

で格納するか、Cisco Unity Connection でメッセージの録音に使用されるオーディオ形式に変換す

るかを設定できます。

 • [発信メッセージ（Outbound Messages）]：発信する VPIM メッセージを、録音されたときの形式

で送信するか、G.726 コーデックに変換するかを設定できます。

これらの設定を決定するときは、次の事項を考慮してください。

 • ローカル Connection サーバがボイス メッセージの録音と再生に使用するオーディオ形式。

 • リモート ボイス メッセージング システムが VPIM メッセージの送受信に使用できるオーディオ形

式。一部のボイス メッセージング システムは、VPIM メッセージで G.726 形式しかサポートして

いません。ただし、確実な情報についてはリモート ボイス メッセージング サーバのマニュアルを

参照する必要があります。

 • ネットワークの帯域幅。

着信 VPIM メッセージは、ローカル Connection サーバがメッセージの録音と再生に使用しているもの

と同じオーディオ形式で格納することをお勧めします。
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次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection 8.x サイトからのロケーションの削除」（P.5-1）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x サイト ゲートウェイの変更」（P.5-3）

 • 「Cisco Unity サイト ゲートウェイの変更」（P.5-3）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクの削除」（P.5-4）

 • 「2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクの削除」（P.5-7）

Cisco Unity Connection 8.x サイトからのロケーションの
削除

Cisco Unity Connection サイトからロケーションを削除すると、他のロケーションとのディレクトリ情

報のレプリケーションが停止し、削除したサーバをホームとするすべてのオブジェクトが他のロケー

ションから削除されます。同様に、このサイトの他のロケーションをホームとするすべてのオブジェク

トも、削除したサーバから削除されます。

サイトからロケーションを削除するときは、削除による影響に十分配慮したうえで実行することをお勧

めします。削除したロケーションを後でサイトに戻す予定がある場合は、特に注意が必要です。次の影

響を考慮します。

 • 削除したサーバ上のユーザは、サイトの他のロケーションをホームとする同報リストから削除され

ます。また、他のロケーションのユーザは、削除したサーバをホームとする同報リストから削除さ

れます。削除したサーバを後でサイトに戻す場合は、そのサーバにある同報リストのメンバーシッ

プを更新して、あらゆるリモート ユーザをリストに追加する必要があります。また、サイトにあ

る他のすべてのロケーションで同報リストのメンバーシップを更新して、戻したサーバ上のユーザ

をリストに追加する必要があります。

 • 削除したサーバをホームとするユーザまたは同報リストにメッセージを送信するように設定した他

のロケーションでは、そのシステム コール ハンドラとインタビュー ハンドラが、そのロケーショ

ンの [配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストにメッセージを送信するように

再設定されます。同様に、削除したサーバ以外のロケーションをホームとするユーザまたは同報リ

ストにメッセージを送信するように設定したシステム コール ハンドラとインタビュー ハンドラの

うち、削除したサーバにあるハンドラは、ローカルの [配信できないメッセージ（Undeliverable 
Messages）] リストにメッセージを送信するように再設定されます。削除したサーバを後でサイト

に戻す場合は、これらのハンドラの受信者を更新して、正しいリモート オブジェクトが使用され

るようにする必要があります。（サーバをサイトに戻す予定がない場合でも、[配信できないメッ
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Cisco Unity Connection 8.x サイトからのロケーションの削除
セージ（Undeliverable Messages）] リストに送信されたメッセージを誰かが必ず確認するように

するか、[配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストを受信者とするハンドラを

割り当て直すようにします）。

 • 削除したサーバをホームとするパーティションは、サイトにある他のロケーションをホームとする

サーチ スペースから削除されます。また、他のロケーションをホームとするパーティションは、

削除したサーバをホームとするサーチ スペースから削除されます。削除したサーバを後でサイト

に戻す場合は、サイトに戻すサーバとサイトにあるその他のすべてのロケーションで、サーチ ス
ペースのパーティション メンバーシップを確認する必要があります。サーバ上の Connection の
バージョンおよびサーチ スペースの設定によっては、各サーチ スペースにリモート パーティショ

ンを手動で再度追加するか、サーチ スペース内のパーティションを並べ替えて、ロケーションを

削除する前の設定と一致させる必要がある場合があります。

 • サイト内のあるロケーションは削除されるサーバをホームとするサーチ スペースのコピーを保持

していて、そのコピーがサイトの残りのロケーション間で引き続きレプリケートされます。同様

に、削除されるサーバは、他のロケーションをホームとするリモート サーチ スペースのコピーを

作成します。これらのサーチ スペースを参照するオブジェクトがある場合は、これらのコピーが

元のサーチ スペースの代わりとなります。削除したサーバを後でサイトに戻すと、Connection は
サーチ スペースのコピーの所有権を元のロケーションに解決しようと自動的に試行し、コピーを

削除します。サーバをサイトに戻す予定がない場合は、他のサーチ スペースを使用するために

サーチ スペースのコピーを使用するオブジェクト参照を再割り当てし、コピーを削除できます。

 • サイト内のあるロケーションは削除されるサーバをホームとするサーチ スペースのコピーを保持

していて、そのコピーがサイトの残りのロケーション間で引き続きレプリケートされます。同様

に、削除されるサーバは、他のロケーションをホームとするリモート サーチ スペースのコピーを

作成します。これらのサーチ スペースを参照するオブジェクトがある場合は、これらのコピーが

元のサーチ スペースの代わりとなります。削除したサーバを後でサイトに戻すと、Connection は
サーチ スペースのコピーの所有権を元のロケーションに解決しようと自動的に試行し、コピーを

削除します。サーバをサイトに戻す予定がない場合は、他のサーチ スペースを使用するために

サーチ スペースのコピーを使用するオブジェクト参照を再割り当てし、コピーを削除できます。

 • サイトの各ロケーションには、そのロケーション以外のロケーションに固有の設定が存在します

（たとえば、クロスサーバ転送と SMTP ルーティングに関するフィールド）。サイトからサーバを

削除すると、サイトにあるすべてのロケーションの設定がそのサーバから削除されます。また、サ

イトにある他のすべてのロケーションでは、削除したサーバの設定が削除されます。削除したサー

バを後でサイトに戻す場合は、サイトにある他のすべてのロケーションで、サイトに戻すサーバの

設定を更新する必要があります。また、サイトに戻すサーバでは、サイトにある他のすべてのロ

ケーションの設定を追加する必要があります。

 • 削除するロケーションが Cisco ボイスメール組織の一部である場合は、これまでに挙げたすべての

影響が、リモート サイトとの間でレプリケートするオブジェクトとそのプロパティにも及びます。

サイトからロケーションを削除するには、次の手順を実行します。サイトから一度に削除できる 
Connection ロケーションは 1 つだけです。

ディレクトリのサイズに応じて、Connection ロケーションの削除には数分から数時間を要します。

ローカル ロケーションで削除処理が終了していても、リモート ロケーションでは処理がまだ進行して

いることがあります。サイトでなんらかの変更を実施する場合は、サイトにあるすべてのロケーション

で削除処理が終了するまで待つことをお勧めします。

Cisco Unity Connection サイトからロケーションを削除するには

ステップ 1 サイトにあるいずれかのロケーションの Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク

（Networking）] を展開して [Connection ロケーション（Connection Locations）] を選択します。

ステップ 2 削除するロケーションの [表示名（Display Name）] の左にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。
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Cisco Unity Connection 8.x サイト ゲートウェイの変更     
ステップ 4 [OK] を選択して削除を確定します。

注意 削除が完了したことを示すステータス メッセージが Connection の管理から返されるまで、

サイトで他の変更を実施しないようにします（たとえば、別のロケーションの削除、サイト

への新しいロケーションの追加、他のサイトへのサイト間リンクの作成、またはディレクト

リのプッシュやプルの開始）。

Cisco Unity Connection 8.x サイト ゲートウェイの変更
Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイで次の変更を実施するには、そのゲートウェイからリ

モート サイトへのリンクを解除し、ローカル サイトからゲートウェイを削除したうえで、目的の変更

を実施します。変更後は、ゲートウェイをローカル サイトに追加して戻し、サイトに再度リンクしま

す。

 • サイト ゲートウェイのサーバまたはハード ディスクの入れ替え。

 • サイト ゲートウェイの IP アドレスの変更。

 • サイト ゲートウェイの名前変更。

これらの変更を実施するには、次のタスクを実行します。

1. サイト間リンクを削除します。ゲートウェイのリンク先サイトの種類に応じて、「2 つの 
Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクの削除」（P.5-7）または「Cisco Unity 
Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクの削除」（P.5-4）を参照してくだ

さい。

2. Connection サイトに他のロケーションがある場合は、サイトからサイト ゲートウェイを削除しま

す。「Cisco Unity Connection 8.x サイトからのロケーションの削除」（P.5-1）を参照してくださ

い。

3. http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/upgrade/guide/8xcucrugx.html 
にある『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』（Release 8.x）に記載の

手順に従って、サイト ゲートウェイのサーバに対する変更を実施します。

4. Connection サイトに他のロケーションがある場合は、Connection サイト ゲートウェイをサイトに

戻します。「Cisco Unity Connection 8.x サイトの設定」（P.2-1）を参照してください。

5. サイトに再度リンクします。ゲートウェイがリンクしていたサイトの種類に応じて、「2 つの 
Cisco Unity Connection 8.x サイトのリンク」（P.2-18）または「Cisco Unity ゲートウェイと 
Cisco Unity Connection 8.x ゲートウェイ間のサイト間リンクの設定」（P.3-1）を参照してくださ

い。

Cisco Unity サイト ゲートウェイの変更
Cisco Unity サイト ゲートウェイで次の変更を実施するには、Cisco Unity Connection サイトへのゲー

トウェイのリンクを解除する必要があります。目的の変更を実施した後、サイトに再度リンクします。

 • サイト ゲートウェイの名前変更または別のドメインへのサイト ゲートウェイの移動。

 • サイト ゲートウェイの IP アドレスの変更。

 • サイト ゲートウェイ サーバの入れ替えまたは Windows 2003 へのアップグレード。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクの削除
 • フェールオーバーを構成しているプライマリ サーバまたはセカンダリ サーバを、フェールオー

バーを持たない単独のサーバに変換。

これらの変更を実施するには、まず「Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサ

イト間リンクの削除」（P.5-4）にある手順に従います。続いて、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/8x/upgrade/guide/8xcurugx.html から入手可

能な『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Release 8.x』に記載されている手順に従っ

て目的の変更を実施します。最後に、「Cisco Unity ゲートウェイと Cisco Unity Connection 8.x ゲート

ウェイ間のサイト間リンクの設定」（P.3-1）に従ってサイトに再度リンクします。

Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイ
ト間のサイト間リンクの削除

Cisco Unity Connection サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクを削除する一般的な手順は次

のとおりです。

 • Cisco Unity サイト ゲートウェイで、リンクへの参加を停止します。これによって Cisco Unity 
Connection サイトとの同期が停止し、Cisco Unity ディレクトリのすべての Connection オブジェ

クトが削除されます。

 • Cisco Unity サイト ゲートウェイで、サイト間リンクを削除します。これによって Connection サ
イト ゲートウェイに関するすべての設定情報が Cisco Unity サイト ゲートウェイから削除されま

す。

 • Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイで、サイト間リンクを削除します。これによって、

Cisco Unity サイトとの同期が停止し、Connection ディレクトリのすべての Cisco Unity オブジェ

クトが削除され、Cisco Unity サイト ゲートウェイに関するすべての設定情報が Connection サイ

ト ゲートウェイから削除されます。

Cisco Unity サイト ゲートウェイでは、リンクへの参加を停止すると、ただちにリモート サイトのオブ

ジェクトの削除が始まります。Connection サイト ゲートウェイでは、[削除済みリモート サイトに関

連付けられているオブジェクトの削除（Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites）] タス

クを実行すると、オブジェクトの削除が始まります（デフォルトで、この処理は毎日午後 10 時に実行

されます）。

サイト間リンクを削除する場合は、削除を実行する前にその影響を十分に考慮してください。特に後で

サイトを再度リンクする予定がある場合は注意が必要です。次の影響を考慮します。

 • 各サイトのユーザおよびシステム同報リストが、他のサイトをホームとする同報リストから削除さ

れます。サイトを再度リンクする場合、同報リストのメンバーシップを更新して、すべてのリモー

ト ユーザと同報リストを含める必要があります。

 • リモート サイトのユーザまたは同報リストにメッセージを送信するように設定したシステム コー

ル ハンドラとインタビュー ハンドラは、サーバのユーザ削除ルールに従って再設定されます。

（Cisco Unity ロケーションでは、Cisco Unity Administrator の [システム（System）] > [設定

（Configuration）] > [設定（Settings）] にある [代行オブジェクト（Substitute Objects）] の設定

に基づく入れ替え処理が行われます。Connection ロケーションでは、オブジェクトがローカルの [
配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストに置き換えられます）。後でサイトに

再度リンクする場合は、これらのハンドラの受信者を更新して、正しいリモート オブジェクトが

使用されるようにする必要があります（サイトに再度リンクする予定がない場合でも、Connection 
の [配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストに送信されたメッセージを誰かが

必ず確認するようにするか、この [配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストを

受信者とするハンドラを割り当て直すようにします）。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクの削除       
 • Cisco Unity ロケーション用に作成されたパーティションが、Connection サイトのサーチ スペース

から削除されます。後でサイトを再度リンクする場合は、各 Connection ロケーションで所有され

ているサーチ スペースのパーティション メンバーシップを確認する必要があります。サーバ上の 
Connection のバージョンおよびサーチ スペースの設定によっては、各サーチ スペースに 
Cisco Unity パーティションを手動で再度追加するか、サーチ スペース内のパーティションを並べ

替えて、サイト間リンクを削除する前の設定と一致させる必要がある場合があります。

 • サイトの各ロケーションには、他のロケーション特有のクロスサーバ設定があります。サイトのリ

ンクを解除すると、これらの設定が削除されます。後でサイトを再度リンクする場合、ロケーショ

ン特有のすべての設定を両方のサイトで再度設定する必要があります。

 • リンクの削除後は、すべてのサイト間メッセージング、サイト間の宛先指定、サイト間自動アテン

ダント機能が使用できなくなります。

Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクを削除するには、次の手

順を実行します。Cisco Unity フェールオーバー ペアを使用している場合は、Cisco Unity に適用でき

る手順をプライマリ サーバだけに実行します。Connection クラスタを使用している場合は、

Connection に適用できる手順をパブリッシャ サーバだけに実行します。

注意 大規模な削除アクティビティを実行すると、サーバのパフォーマンスが低下する可能性があります。

したがって、Cisco Unity サイト ゲートウェイでのサイト間リンクの削除（手順のステップ 2）は

業務時間外に実施すること、および [削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクト

の削除（Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites）] タスクを Connection サイト 
ゲートウェイでデフォルトのスケジュールに従って（または業務時間外の別の時間帯に）実施でき

るようにすることを強くお勧めします。

Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクを削除するには

ステップ 1 Cisco Unity サイト ゲートウェイで、リンクへの参加を停止します。これによって Cisco Unity 
Connection サイトとの同期が停止し、Cisco Unity ディレクトリのすべての Connection オブジェクト

が削除されます。

a. Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [Connection ネットワーキング

（Connection Networking）] を選択します。

b. [Connection ネットワーク プロファイル（Connection Networking Profile）] ページの [リンク

（Link）] セクションで、[参加を停止する（Unjoin）] を選択します。

c. 参加停止の警告が表示されたら [OK] を選択します。

d. [OK] を選択して続行します。

ステップ 2 Cisco Unity サイト ゲートウェイで、サイト間リンクを削除します。これによって Connection サイト 
ゲートウェイに関するすべての設定情報が Cisco Unity サイト ゲートウェイから削除されます。

a. [Connection ネットワーク プロファイル（Connection Networking Profile）] ページで、リモート 
サイト ゲートウェイ名の隣にある [削除（Delete）] チェックボックスをオンにします。

ヒント [削除（Delete）] チェックボックスが表示されていない場合は、しばらく待ってからページの

表示を更新します。

b. [保存（Save）] アイコンを選択します。
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Cisco Unity Connection 8.x サイトと Cisco Unity サイト間のサイト間リンクの削除
ステップ 3 Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイで、サイト間リンクを削除します。これによって、

Cisco Unity サイトとの同期が停止し、Connection ディレクトリのすべての Cisco Unity オブジェクト

が削除され、Cisco Unity サイト ゲートウェイに関するすべての設定情報が Connection サイト ゲート

ウェイから削除されます。

a. Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）]、[リンク（Links）] 
を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

b. [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで、Cisco Unity サイトに対応するサイ

ト間リンクの隣にあるチェックボックスをオンにします。

c. [選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。

d. 関連するオブジェクトの削除に関する警告が表示されたら、[OK] を選択します。

ステップ 4 必要に応じ、[削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの削除（Remove Objects 
Associated With Deleted Remote Sites）] タスクのスケジュールを Cisco Unity Connection サイト ゲー

トウェイで確認します。デフォルトでは、会社の営業時間中のシステム パフォーマンスに影響が及ば

ないようにするため、このタスクは 1 日 1 回午後 10 時に実行され、サイト間リンクはこのタスクが実

行されるまで完全には削除されません。

スケジュールを確認するには、選択したサイト間リンクを削除した後で [ サイト間リンクの検索

（Search Intersite Links）] ページの [ ステータス（Status）] メッセージに表示されるタスクへのリンク

を選択するか、[ ツール（Tools）] を展開して [ タスク管理（Task Management）] を選択し、[ タスク

の定義（Task Definitions）] ページで [ 削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの

削除（Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites）] を選択します。

ステップ 5 次の手順を実行して、両方のサイト ゲートウェイでリンクが削除されていることを確認します。

 • 「サイト間リンクが Cisco Unity サイト ゲートウェイで削除されたことを確認するには」（P.5-6）

 • 「サイト間リンクが Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイで削除されたことを確認するに

は」（P.5-6）

サイト間リンクが Cisco Unity サイト ゲートウェイで削除されたことを確認するには

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [Connection ネットワーキング

（Connection Networking）] を選択します。

ステップ 2 リンクがまだ削除されていない場合は、[Connection ネットワーク プロファイル（Connection 
Networking Profile）] ページの先頭にある表にそのリンクが表示されています。リンクが削除されて

いれば、この表には何の項目も表示されません。

サイト間リンクが Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイで削除されたことを確認するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection サイト ゲートウェイの Cisco Unity Connection Administrationで、[ネット

ワーク（Networking）]、[リンク（Links）] を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択し

ます。

ステップ 2 リンクが削除されていない場合、[サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページの [サイト

間リンク（Intersite Links）] 表の表示名の後に、[リンク削除保留中（Link Removal Pending）] と表

示されます。削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの削除を実行して、リンク

が削除されると、[サイト間リンク（Intersite Links）] 表に項目が表示されなくなります。
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクの削除      
2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リ
ンクの削除

2 つの Cisco Unity Connection サイト間のサイト間リンクを削除すると、各サイト ゲートウェイでは、

他のサイトとのディレクトリ情報の同期が停止し、リモート サイトをホームとするすべてのオブジェ

クトが削除され、さらにリモート サイト ゲートウェイに関するすべての設定情報も削除されます。

サイト間リンクを削除する場合は、削除を実行する前にその影響を十分に考慮してください。特に後で

サイトを再度リンクする予定がある場合は注意が必要です。次の影響を考慮します。

 • 各サイトのユーザおよびシステム同報リストが、他のサイトをホームとする同報リストから削除さ

れます。サイトを再度リンクする場合、同報リストのメンバーシップを更新して、すべてのリモー

ト ユーザと同報リストを含める必要があります。

 • リモート サイトのユーザまたは同報リストにメッセージを送信するように設定したシステム コー

ル ハンドラとインタビュー ハンドラは、そのハンドラが設定されているロケーションの [配信で

きないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストにメッセージを送信するように再設定され

ます。後でサイトに再リンクする場合は、これらのハンドラの受信者を更新して、正しいリモート 
オブジェクトが使用されるようにする必要があります。（サイトに再度リンクする予定がない場合

でも、Connection の [配信できないメッセージ（Undeliverable Messages）] リストに送信された

メッセージを誰かが必ず確認するようにするか、この [配信できないメッセージ（Undeliverable 
Messages）] リストを受信者とするハンドラを割り当て直すようにします）。

 • リモート サイト ロケーション用に作成されたパーティションが、Connection サイトのサーチ ス
ペースから削除されます。後でサイトを再度リンクする場合は、各サイトの各ロケーションで所有

されているサーチ スペースのパーティション メンバーシップを確認する必要があります。サーバ

上の Connection のバージョンおよびサーチ スペースの設定によっては、各サーチ スペースにリ

モート パーティションを手動で再度追加するか、サーチ スペース内のパーティションを並べ替え

て、サイト間リンクを削除する前の設定と一致させる必要がある場合があります。

 • サイトの各ロケーションには、他のロケーション特有のクロスサーバ設定があります。サイトのリ

ンクを解除すると、これらの設定が削除されます。後でサイトを再度リンクする場合、ロケーショ

ン特有のすべての設定を両方のサイトで再度設定する必要があります。

 • リンクの削除後は、すべてのサイト間メッセージング、サイト間の宛先指定、サイト間自動アテン

ダント機能が使用できなくなります。

2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクを削除するには、次の手順を実行します。

ゲートウェイのどちらかが Connection クラスタである場合は、そのゲートウェイに対する手順をパブ

リッシャ サーバだけに実行します。

2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクを削除するには

ステップ 1 どちらかのサイト ゲートウェイでサイト間リンクを削除します。リモート サイトとの同期が停止し、

ローカル サイトのディレクトリからすべてのリモート サイト オブジェクトが削除されます。

a. Cisco Unity Connection Administrationで、[ネットワーク（Networking）]、[リンク（Links）] 
を展開し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

b. [サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページで、リモート サイトに対応するサイト間

リンクの隣にあるチェックボックスをオンにします。

c. [選択項目の削除（Remove Selected）] を選択します。

d. 関連するオブジェクトの削除に関する警告が表示されたら、[OK] を選択します。
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2 つの Cisco Unity Connection 8.x サイト間のサイト間リンクの削除
ステップ 2 必要に応じ、[削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの削除（Remove Objects 
Associated With Deleted Remote Sites）] タスクのスケジュールを確認します。デフォルトでは、会社

の営業時間中のシステム パフォーマンスに影響が及ばないようにするため、このタスクは 1 日 1 回午

後 10 時に実行され、サイト間リンクはこのタスクが実行されるまで完全には削除されません。

スケジュールを確認するには、選択したサイト間リンクを削除した後で [ サイト間リンクの検索

（Search Intersite Links）] ページの [ ステータス（Status）] メッセージに表示されるタスクへのリンク

を選択するか、[ ツール（Tools）] を展開して [ タスク管理（Task Management）] を選択し、[ タスク

の定義（Task Definitions）] ページで [ 削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの

削除（Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites）] を選択します。

注意 大規模な削除アクティビティを実行すると、サーバのパフォーマンスが低下する可能性があ

ります。したがって、[削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの削除

（Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites）] タスクをデフォルトのスケ

ジュールに従って（または業務時間外の別の時間帯に）実施できるようにすることを強くお

勧めします。

ステップ 3 リンクが削除されたことを確認するには、[ネットワーク（Networking）]、[リンク（Links）] を展開

し、[サイト間リンク（Intersite Links）] を選択します。

リンクが削除されていない場合、[ サイト間リンクの検索（Search Intersite Links）] ページの [ サイト

間リンク（Intersite Links）] 表の表示名の後に、[ リンク削除保留中（Link Removal Pending）] と表

示されます。削除済みリモート サイトに関連付けられているオブジェクトの削除を実行して、リンク

が削除されると、[ サイト間リンク（Intersite Links）] 表に項目が表示されなくなります。

ステップ 4 他のサイト ゲートウェイでステップ 1 からステップ 3 を繰り返します。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロス
サーバ ログイン、転送、および Live Reply

この章では、クロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロス サーバ Live Reply の各機能に

ついて説明します。これらの機能は、同じサイトにある Cisco Unity Connection ロケーション間、サ

イト間リンクでリンクしている別々のサイトにある Connection ロケーション間、およびあるサイトの 
Cisco Unity ロケーションとそのサイトとサイト間リンクでリンクしているサイトにある Cisco Unity 
Connection ロケーションとの間で利用できます。また、クロスサーバ機能を有効にする手順について

も取り上げます。

次の項を参照してください。

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロスサー

バ Live Reply の概要」（P.6-1）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン」（P.6-3）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ転送」（P.6-10）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ Live Reply」（P.6-17）

 • 「Cisco Unity Connection 8.x のクロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロスサーバ 
Live Reply で注意すべき動作」（P.6-24）

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、
クロスサーバ転送、およびクロスサーバ Live Reply の概要

レプリケーションのトラフィックを制限し、ディレクトリを管理可能なサイズに維持するために、ユー

ザのホーム ロケーションからネットワークで接続した他のロケーションには、一部のユーザ情報だけ

がレプリケートされます。この理由から、着信転送の設定、グリーティングなどユーザに固有の詳細に

関する情報は、そのユーザのホーム ロケーションだけに存在しています。各ロケーションでは、別の

ロケーションにいるユーザ宛ての通話を適切に処理するために、その通話を該当のユーザのホーム ロ
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロスサーバ Live Reply の概要
ケーションにハンドオフする必要があります。クロスサーバ機能の目的は、表 6-1 に示すように、ネッ

トワーク接続された環境でのユーザ エクスペリエンスを、シングル サーバ環境とほぼ同じにすること

です。

各クロスサーバ転送機能は個別の機能ですが、すべてが次の拡張監視着信転送という同じ基本機能を使

用しています。

1. ログイン、転送、または Live Reply の発信ロケーションでは、発信者を保留状態にしたうえで、

受信ロケーションのクロスサーバ ダイヤル文字列として指定されている電話番号をダイヤルする

ことにより、受信ロケーションをコールします。

2. 受信ロケーションが応答すると、発信ロケーションでは、コールをハンドオフ要求として識別する 
DTMF トーンのシーケンスを送信します。

3. 受信ロケーションが DTMF トーンのシーケンスで応答すると、発信ロケーションでは、処理対象

のコールを受信ロケーションにハンドオフします。

この時点で、受信ロケーションからコールを発信した場合と同様な状況が実現します。

この章では、発信ロケーションを、他のロケーションをコールするサーバ（クラスタ）として扱いま

す。受信ロケーションは、クロスサーバのコールに応答するサーバ（クラスタ）として扱います。

クロスサーバ ダイヤル文字列は、複数のロケーション間で同期しているわけではありません。それぞ

れの発信ロケーションでは、受信ロケーションごとにダイヤル文字列を設定できます。複数の電話シス

テム連動を設定している発信ロケーションでは、受信ロケーションを呼び出すためにすべての電話シス

テム連動で使用できるダイヤル文字列を選択する必要があります。

クロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロスサーバ Live 
Reply で使用するサーチ スペースに関する考慮事項

ユーザのホーム サーバではない Cisco Unity Connection ロケーションのパイロット番号をユーザがダ

イヤルすると、応答側ロケーションではそれぞれの通話管理計画に従ってコールを処理します。コール

と最初に一致するコール ルーティング ルールによって、コールにサーチ スペースが割り当てられま

す。それ以降は、処理ステップごとにコールの検索範囲が変化してもかまいません。Connection では、

ログイン試行カンバセーションをコールで呼び出したときにそのコールに割り当てられたサーチ ス
ペースを使用して、ログインしようとしているユーザを識別します。このサーチ スペースに属してい

表 6-1 クロスサーバ機能

機能 説明

クロスサーバ ログイン クロスサーバ ログインを使用すると、管理者は、別のロケーションを

ホームとしているユーザに、電話することでログインできる電話番号を 1 
つ提供できます。組織外から電話する場合、それが自分のホーム サーバ

かどうかに関係なく、ユーザは同じ番号にダイヤルすれば、適切なホー

ム サーバに転送されてログインできます。

クロスサーバ転送 クロスサーバ転送機能では、あるロケーションの自動応答機能または

ディレクトリ ハンドラからの通話を、別のロケーションにいる着信側

ユーザの着信転送と発信者名確認の設定に従って、そのユーザに転送で

きます。

クロスサーバ Live Reply クロスサーバ Live Reply を使用すると、電話でメッセージを聞くユーザ

は、別のロケーションにいるメッセージ送信側ユーザへの転送操作に

よって、そのユーザからのメッセージに返答できます（メッセージ着信

側ユーザの着信転送設定と発信者名確認の設定に従います）。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン     
ないパーティションにある内線からユーザがコールしている場合は、そのユーザからのコールとして識

別されません。ユーザが使用している内線が、このサーチ スペースに属する別のパーティションにあ

る内線と重複している場合は、サーチ スペースに記録されている順番でパーティションを Connection 
で検索します。コールは、そこで最初に見つかったオブジェクトからのコールとして識別されます。リ

モート ユーザから受信したログインのコールを扱う Connection ロケーションごとに直接ルーティング 
ルールを確認して、このルールで設定されているサーチ スペース、またはコールをログイン試行カン

バセーションに送信する他の通話管理オブジェクトで設定されているサーチ スペースを判断します。

リモート ユーザが含まれるパーティションが、このサーチ スペースに入っていない場合は、クロス

サーバ サインインが有効になっていても機能しません。

また、ある Connection ロケーションから別の Connection ロケーション（発信ロケーションと同じサ

イトでも別のリモート サイトでも同様です）へのクロスサーバ コールでは、発信ロケーションでコー

ルに割り当てたサーチ スペースと受信ロケーションでコールに割り当てたサーチ スペースが一致しな

いと、クロスサーバ ログインとクロスサーバ転送で問題が発生する原因となります。発信ロケーショ

ンで検索範囲に一致していても、受信ロケーションで検索範囲が異なると一致が得られない可能性があ

ります。このことから、発信ロケーションと受信ロケーションで設定している検索範囲が互いに同じで

あることの確認をお勧めします。たとえば、コール ルーティング ルールを使用すると、受信ロケー

ションの呼び出しに使用するクロスサーバ ダイヤル文字列に基づいて、その受信ロケーションへのク

ロスサーバ コールを適切なサーチ スペースに送ることができます。

クロスサーバ Live Reply では、あらゆる Live Reply 同様、Connection ユーザが送信者をコールできる

のは、そのユーザに設定されたサーチ スペースに属するパーティションに送信者が存在する場合だけ

です。

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン
クロスサーバ ログイン機能では、ユーザがホーム サーバとしているサーバがどれであるかに関係なく、

ユーザは組織外から同じ番号でコールでき、ログイン対象の該当するホーム サーバに接続できます。

クロスサーバ ログインが有効になっていない場合、ユーザはそれぞれのホーム サーバの電話番号を

コールしてログインする必要があります。

クロスサーバ ログインのプロセスは次のとおりです。

1. クロスサーバ ログインに設定されているサーバをユーザがコールします。この発信者番号でユー

ザが識別されます。そうでない場合は、ユーザに ID の入力が求められます。

2. ユーザがコールしたサーバでは、データベースで発信者の ID を検索し、そのアカウントがホーム

としているサーバがローカル サーバであるのか、またはネットワーク接続されたサーバであるの

かを判断します。

 – ユーザ アカウントがローカル サーバをホームとしている場合は、通常どおりにログインが継

続します。

 – ユーザ アカウントが別のサーバをホームとしている場合は、ユーザを保留状態にし、その

ユーザがコールしたポートをそのまま使用してユーザのホーム サーバをコールします。この

とき、「しばらくお待ちください（One moment please）」プロンプトが設定されていれば、そ

のプロンプトが使用されます。ユーザがプライマリ内線番号または代行内線番号からコールし

ている場合は、通常、ユーザが最初に聞くプロンプトは、「しばらくお待ちください（One 
moment please）」プロンプトです。

受信サーバが応答すると、発信サーバでは、このコールをクロスサーバ ログインとして識別

する DTMF トーンのシーケンスを送信します。

3. 受信ロケーションが、DTMF トーンのシーケンスで応答します。
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4. 発信ロケーションから、処理対象としてコールを受信サーバにハンドオフします。受信サーバでの

カンバセーションで、ユーザのパスワードの入力が求められます。この時点で、ユーザが受信サー

バを直接コールしているように見える動作が実現します。

この機能は、組織外からコールするユーザによる使用だけに限定されています。クロスサーバ ログイ

ンでは、内部コールもホーム サーバに転送されますが、多人数のユーザにそのような転送を設定する

と、サーバに対する負荷が増大します。したがって、ユーザの電話にある「メッセージ」やボイスメー

ルのスピードダイヤル ボタンは、ユーザのホーム サーバを直接コールするように設定しておく必要が

あります。複数のサーバ間でユーザ アカウントを移動するときは、その移動内容に応じて電話システ

ムの設定を適切に更新します。

前提条件：クロスサーバ ログインの有効化

 • Cisco ボイスメール組織で Cisco Unity サーバを使用している場合は、クロスサーバ ログインの発

信ロケーションとして設定するネットワーク接続されたすべての Cisco Unity サーバを、この 
Cisco Unity のサイト ゲートウェイが属するダイヤル発信ドメインに属するように設定する必要が

あります。ダイヤル発信ドメインは、Cisco Unity Administrator の [ネットワーク（Network）] > 
[プライマリ ロケーション（Primary Location）] > [プロファイル（Profile）] ページで設定しま

す。

タスク リスト：クロスサーバ ログインの有効化

1 つの Cisco Unity Connection サイト、2 つの Connection サイトを含む組織、または Connection サイ

トと Cisco Unity サイトを含む組織のいずれを設定している場合でも、同一のタスク基本セットが適用

されます。次のタスク リストを使用して、クロスサーバ ログインを有効にします。各相互参照により、

詳細な手順が示されます。

1. クロスサーバ ログインの発信ロケーションとするロケーションと受信ロケーションとするロケー

ションを決定します。組織外からすべてのユーザがコールする発信ロケーションは 1 つだけとし、

他のすべてのロケーションを受信ロケーションとすることが普通ですが、いつでもこのような設定

が必要になるわけではありません。1 つのロケーションを発信ロケーションと受信ロケーションの

両方として設定することもできます。

2. 発信ロケーションごとに、そのロケーションから受信ロケーションのサーバを呼び出すためにダイ

ヤルする電話番号のリストを作成します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列が必要です。

3. 着信のクロスサーバ ハンドオフ要求を処理できるように、各受信ロケーションを設定します。

 – 受信ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ ハンドオフ要求

を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-5）を参照してく

ださい。

 – 受信ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「受信 Cisco Unity ロケーションでコールが

ガイダンスにルーティングされることの確認」（P.6-6）を参照してください。
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4. Cisco Unity Connection ロケーションで Cisco Unity サーバからのクロスサーバ ハンドオフ要求を

受信する場合は、先頭のトーンが # であるクロスサーバ DTMF シーケンスを扱うことができるよ

うに Connection ロケーションを設定します。「Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ 
DTMF のシーケンスを許可するための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-6）
を参照してください。

5. 発信ロケーションごとに、クロスサーバ ログイン機能を有効にし、タスク 2. で作成したリストに

ある受信ロケーションのパイロット番号を入力します。

 – ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ ログイン要求を実行

するための Cisco Unity Connection 発信ロケーションの設定」（P.6-8）を参照してください。

 – ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「クロスサーバ ログイン要求を実行するための 
Cisco Unity 発信ロケーションの設定」（P.6-9）を参照してください。

6. クロスサーバ ログイン機能をテストします。「クロスサーバ ログインのテスト」（P.6-10）を参照

してください。

手順：クロスサーバ ログインの有効化

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーショ

ンの設定

デフォルトでは、各 Cisco Unity Connection サーバはクロスサーバ ハンドオフ要求を無視するように

設定されています。クロスサーバ機能を有効にするには、要求を受け入れるように受信ロケーションを

設定する必要があります。また、そのロケーションに着信するクロスサーバ コールがコール ハンドラ

にルーティングされることを確認する必要もあります。次の 2 つの手順を実行して、ハンドオフを受け

入れるように各受信 Connection ロケーションを設定します。（これらを実行すると、すべてのタイプの

ハンドオフ（ログイン、転送、Live Reply）をこのロケーションで受信できるようになります）。

 • 「クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設

定するには」（P.6-5）

 • 「コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするよ

うに設定されていることを確認するには」（P.6-6）

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設
定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、そのロケーションをホームとするユーザのクロスサーバ ハ
ンドオフを受け入れるロケーション（受信ロケーション）から [システム設定（System Settings）] > [
アドバンス（Advanced）] を展開し、[カンバセーション（Conversations）] を選択します。

ステップ 2 [クロスサーバ ハンドオフ要求に応答する（Respond to Cross-Server Handoff Requests）] チェック

ボックスをオンにします。

ステップ 3 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。
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コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするように
設定されていることを確認するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバ ハンドオフを受け入れるロケーションから [
コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開し、[直接ルーティ

ング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールに割り当てるルーティング ルールの表示名を選択し

ます。

ステップ 3 ルールに一致するコールが、コール ハンドラにルーティングされていることを確認します。

ステップ 4 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

受信 Cisco Unity ロケーションでコールがガイダンスにルーティングされることの確認

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるために、コールをガイダンス コール ハンドラにルーティン

グするように各 Cisco Unity サーバを設定する必要があります。（Cisco Unity が最初からインストール

されている場合は、これがデフォルトです）。各受信 Cisco Unity サーバで次の手順を実行して、ハン

ドオフを受け入れるようにコールルーティング ルールが適切に設定されていることを確認します。

（注） フェールオーバー システムの場合は、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で手順を実行しま

す。

着信をガイダンスにルーティングするようにルーティング ルールが設定されていることを確認するに
は

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、クロスサーバ ログインのハンドオフを受け入れるロケーションから [
コールルーティング（Call Routing）] > [直接コール（Direct Calls）] ページに移動します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールが、ガイダンスにルーティングされることを確認し

ます。

デフォルト コール ハンドラ ルーティング ルール（削除または変更不可）は、着信をガイダンスに送信

します。したがって、ルーティング ルールを追加していない場合、サーバは、クロスサーバを正しく

処理するようにすでに設定されています。

ステップ 3 残りの Cisco Unity 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための 
Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定

発信 Cisco Unity ロケーションから受信ロケーションに送信される DTMF トーンのシーケンスは、#
（ポンド）で始まります。デフォルトでは、Cisco Unity Connection ガイダンスやその他のコール ハン

ドラは、# キー以降の発信者の入力を無視するように設定されています。このような設定では、クロス

サーバ ハンドオフはすべて失敗します。
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クロスサーバ ハンドオフが正常に実行されるように、Connection 受信ロケーションでの動作を変更す

る方法は 2 つあります。

 • # キーに続く追加の入力を許可するようにガイダンス（またはルーティング ルール設定に基づいて

クロスサーバ ハンドオフ コールを受信するその他の既存コール ハンドラ）を変更します。

 • クロスサーバ コール処理専用の新しいコール ハンドラと直接コールルーティング ルールを作成し

ます。新しいコール ハンドラでは、# キーに続いて追加の入力ができる必要があります。直接コー

ルルーティング ルールが、クロスサーバ コールに適用された条件（発信 Cisco Unity ロケーショ

ンの発信者番号、または発信ロケーションがダイヤルすると受信ロケーションに接続できるクロス

サーバのダイヤル文字列など）に基づいて、新しいコール ハンドラにコールをルーティングしま

す。（他のコールをルーティング ルールに一致させたくない場合は、クロスサーバ コールに固有の

条件を選択してください）。

各 Connection 受信ロケーションで次の手順を実行して、# キー以降の追加の入力を許可するようにガ

イダンスまたはその他のコール ハンドラを構成するか、またはオプションで、新しい直接コールルー

ティング ルールを作成します。

Cisco Unity Connection ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するように 
Cisco Unity 受信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバのログイン ハンドオフを受け入れるロケー

ションから [コール管理（Call Management）] を展開し、[システム コール ハンドラ（System Call 
Handlers）] を選択します。

ステップ 2 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページで、変更するガイダンスまたはその他のコー

ル ハンドラの表示名を選択するか、[新規追加（Add New）] を選択してクロスサーバ コール専用の新

しいコール ハンドラを作成します。

ステップ 3 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、[コール ハンドラの新規作成（New Call 
Handler）] ページで必要に応じて基本設定を入力します。（フィールド情報については、[ヘルプ

（Help）] メニューで、[このページ（This Page）] を選択してください）。

ステップ 4 クロスサーバ DTMF シーケンスを受け入れるようにコール ハンドラを設定するには、次のサブステッ

プを実行します。

a. [編集（Edit）] メニューで、[発信者入力（Caller Input）] を選択します。

b. [発信者入力（Caller Input）] ページで [#] を選択します。

c. [追加入力を無視（Ignore Additional Input）] チェックボックスをオフにします。

d. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成しなかった場合は、ステップ 6 までスキップします。ス

テップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、Cisco Unity サーバからそのコール ハンドラに

コールを送信する新しい直接コールルーティング ルールを次の手順で作成し、コールを処理できるよ

うにします。

a. [コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開して、[直接

ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

b. [直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] ページで [新規追加（Add New）] を選択しま

す。

c. [直接ルールの新規作成（New Direct Rule）] ページの [表示名（Display Name）] フィールドに新

しいルールの名前を入力します。

d. [保存（Save）] を選択します。
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e. [直接ルールの編集（Edit Direct Rule）] ページで、[コールの移行先（Send Call To）] に [コール 
ハンドラ（Call Handler）] を選択して、ステップ 2 で追加したコール ハンドラの名前を選択しま

す。

f. [保存（Save）] を選択します。

g. [ルーティング ルールの条件（Routing Rule Conditions）] の下で [新規追加（Add New）] を選択

します。

h. Cisco Unity サーバからのクロスサーバ コールに一致するように、ルーティング ルール条件を設定

します。たとえば、[発信者番号（Calling Number）] フィールドを使用して、ユーザのコールに

応答する Cisco Unity ポートの電話番号に一致させます。

i. [保存（Save）] を選択します。

j. [編集（Edit）] メニューで [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] を選択

します。

k. クロスサーバ コールに一致させる必要がある追加の番号または数字のパターンに対して、g. ～ j. 
を繰り返します。

ステップ 6 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ ログイン要求を実行するための Cisco Unity Connection 発信ロケーションの

設定

デフォルトの Cisco Unity Connection ロケーションでは、他のロケーションをホームとしているユー

ザのクロスサーバ ログインを実行しません。次の手順を実行して、すべての Connection 発信ロケー

ションでクロスサーバ ログインを有効にします。

クロスサーバ ログイン要求を実行するように Cisco Unity Connection 発信ロケーションを設定す
るには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、リモート ユーザのログイン コールを扱うロケーション

（発信ロケーション）から [ネットワーク（Networking）] を展開し、[ロケーション（Locations）] を
選択します。

ステップ 2 [ロケーションの検索（Search Locations）] ページで、このロケーション（受信ロケーション）をホー

ムとするユーザのクロスサーバ ログイン要求を受け入れるリモート ロケーションの名前を [表示名

（Display Name）] で選択します。

ステップ 3 受信ロケーションの [ロケーションの編集（Edit Location）] ページで、次の内容を実行して、この受

信ロケーションに対するクロスサーバ機能を開始します。

a. このリモート ロケーションへのクロスサーバ ログインを有効にするには、[このリモート ロケー

ションへのクロス サーバ サインインを許可する（Allow Cross-Server Sign-In to this Remote 
Location）] チェックボックスをオンにします。

b. ハンドオフを実行するときにこのロケーションで受信ロケーションへのコールに使用するダイヤル

文字列（たとえば、ホーム サーバのパイロット番号）を入力します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列を入力します。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ ログイン     
ステップ 4 ステップ 2 とステップ 3 を繰り返して、このロケーションからのクロスサーバ ログインのハンドオフ

を受け入れる各受信ロケーションを設定します。

ヒント ページの変更内容を保存したら、[次へ（Next）] ボタンと [前へ（Previous）] ボタンを使用す

ると、組織内の各ロケーションをすばやく移動できます。

ステップ 5 残りの Connection 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ ログイン要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーションの設定

デフォルトの Cisco Unity 発信ロケーションでは、他のロケーションをホームとしているユーザのクロ

スサーバ ログインを実行しません。次の手順を実行して、すべての Cisco Unity 発信ロケーションでク

ロスサーバ ログインを有効にします。

（注） フェールオーバーを使用している場合、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン オプション

設定（Dialing Domain Options）] ページのほとんどの設定がレジストリに保存されているため、プラ

イマリ サーバとセカンダリ サーバの両方でこの手順を実行します。（レジストリ設定は、セカンダリ 
サーバに複製されません）。

クロスサーバ ログイン要求を実行するように Cisco Unity 発信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン オプション設定

（Dialing Domain Options）] ページに移動します。

（注） [ダイヤル ドメイン オプション設定（Dialing Domain Options）] リンクが使用できない場合

は、まず Cisco Unity Administrator の [プライマリ ロケーションの設定（Primary Location 
Settings）] ページで、ダイヤル発信ドメインを設定する必要があります。

ステップ 2 [クロスサーバ ログイン（Cross Server Logon）] セクションで [ユーザは Cisco Unity にログインする

ときと同じ番号をダイヤルする（Subscribers Dial the Same Number to Log On to Cisco Unity）] 
チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [クロスサーバでのログイン、転送、Live Reply 用パイロット番号（Pilot Numbers for Cross-Server 
Logon, Transfer, and Live Reply）] セクションで、表に表示された各サーバの [ダイヤル文字列（Dial 
String）] フィールドにパイロット番号を入力します。（入力するパイロット番号が、Cisco Unity サー

バ上の SQL Server データベース UnityDb に保存されることに注意してください。したがって、システ

ムがフェールオーバーを使用している場合は、パイロット番号がセカンダリ サーバに複製されます）。

ステップ 4 [呼び出しを行っている方に処理していることがわかるように、クロスサーバでのログイン、転送、

Live Reply中には、プロンプトを再生する（Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, and 
Live Reply so That Callers Know Something Is Happening）] チェックボックスをオンにします。「しば

らくお待ちください（One moment please）」プロンプトの再生はオプションですが、受信サーバでパ

スワードの入力要求がユーザに表示されるまで、クロスサーバ処理には数秒かかる場合があるため、こ

のチェックボックスをオンにすることをお勧めします。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ転送
ステップ 6 残りの Cisco Unity 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ ログインのテスト

クロスサーバ ログインの機能は、テストを経たうえでユーザによる使用を許可することをお勧めしま

す。

フェールオーバー システムの場合は、まずプライマリ宛先サーバがクロスサーバ コールに応答するこ

とをテストします。その後、宛先のサーバに対して手動でフェールオーバーを実行し、セカンダリ 
サーバがクロスサーバ コールに応答することを確認します。宛先のサーバがフェールオーバーに正し

く設定されている場合、プライマリ サーバが使用できないときにセカンダリ サーバがクロスサーバ 
コールに応答する必要があります。

クロスサーバ ログインをテストするには

ステップ 1 それぞれの宛先サーバで、テスト用に新しいユーザ アカウントを作成します（または既存のアカウン

トを使用します）。テストするすべてのサーバにそのユーザ アカウントの情報をレプリケートしている

ことを確認してください。ユーザ データのレプリケートにかかる時間は、ネットワーク設定とレプリ

ケーション スケジュールによって異なります。

ステップ 2 ユーザ アカウントごとに、クロスサーバ ログインを設定したサーバのパイロット番号に電話をかけ、

ログインを試します。次のことを確認します。

 • 「しばらくお待ちください（One moment please）」というプロンプトが再生されます（設定してい

る場合）。

 • 正常にログインしています。

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ転送
クロスサーバ転送は、コールに対する制御を自動応答機能またはディレクトリ ハンドラから着信側

ユーザのホーム サーバに渡す、管理された転送の特殊な形態です。

1. 発信者は、オーディオ テキスト アプリケーションが設定されている Cisco Unity サーバまたは 
Cisco Unity Connection サーバをコールします。

2. 発信者は次のいずれかを実行します。

 – ガイダンスなどのコール ハンドラで、他のサーバに存在するユーザの内線番号を入力します。

 – ディレクトリ ハンドラで、他のサーバに存在するユーザの名前を入力します。

3. このコールを扱っているサーバでは、この発信者を保留状態にして、指定されたユーザのホーム 
サーバをコールします。

4. 受信サーバが応答すると、発信サーバでは、このコールをクロスサーバ転送として識別する 
DTMF トーンのシーケンスを送信します。

5. 受信サーバが、DTMF トーンのシーケンスで応答します。

6. 発信サーバから、処理対象としてコールを受信サーバにハンドオフします。この時点で、発信者が

受信サーバの自動応答機能またはディレクトリ ハンドラを直接コールしたような動作が実現しま

す。
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クロスサーバ転送が設定されていれば、ユーザの着信転送、通話の発信者名確認、コールの保留、およ

び通知の各機能を利用できます。

前提条件：クロスサーバ転送の有効化

 • Cisco ボイスメール組織にネットワーク接続された Cisco Unity サーバが組み込まれている場合、

次のことを行います。

 – クロスサーバ転送の発信ロケーションとして設定するすべての Cisco Unity サーバを、この 
Cisco Unity のサイト ゲートウェイが属するダイヤル発信ドメインに属するように設定する必

要があります。ダイヤル発信ドメインは、Cisco Unity Administrator の [ネットワーク

（Network）] > [プライマリ ロケーション（Primary Location）] > [プロファイル（Profile）] 
ページで設定します。

 – Cisco Unity サーバごとに、アドレス指定、ディレクトリ ハンドラ、および自動応答機能の検

索範囲をダイヤル発信ドメインまたはグローバル ディレクトリに設定する必要があります。

詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/products_feature_guides_list.html 
から入手可能な、該当する『Networking Guide for Cisco Unity』の「Digital Networking」の

章にある「Setting the Addressing, Directory Handler, and Automated Attendant Search 
Scopes」の項を参照してください。

タスク リスト：クロスサーバ転送の有効化

1 つの Cisco Unity Connection サイト、2 つの Connection サイトを含む組織、または Connection サイ

トと Cisco Unity サイトを含む組織のいずれを設定している場合でも、同一のタスク基本セットが適用

されます。次のタスク リストを使用して、クロスサーバ転送を有効にします。各相互参照により、詳

細な手順が示されます。

1. 各ロケーションを、発信ロケーションまたは受信ロケーションのどちらにするかを決めます。両方

のロケーションとすることもできます。

2. 発信ロケーションごとに、受信ロケーション サーバにつながる電話番号のリストを作成します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列が必要です。

3. 着信のクロスサーバ ハンドオフ要求を処理できるように、各受信ロケーションを設定します。

 – 受信ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ ハンドオフ要求

を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-12）を参照して

ください。

 – 受信ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「受信 Cisco Unity ロケーションでコールが

ガイダンスにルーティングされることの確認」（P.6-13）を参照してください。

4. Cisco Unity Connection ロケーションで Cisco Unity サーバからクロスサーバ ハンドオフ要求を受

信する場合は、# で始まるクロスサーバ DTMF シーケンスを許可するように Connection ロケー

ションを設定します。「Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可

するための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-13）を参照してください。

5. 発信ロケーションごとに、クロスサーバ転送機能を有効にし、タスク 2. で作成したリストにある

受信ロケーションのパイロット番号を入力します。
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 – ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ転送要求を実行する

ための Cisco Unity Connection 発信ロケーションの設定」（P.6-15）を参照してください。

 – ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「クロスサーバ転送要求を実行するための 
Cisco Unity 発信ロケーションの設定」（P.6-15）を参照してください。

6. クロスサーバ転送機能をテストします。「クロスサーバ転送のテスト」（P.6-16）を参照してくださ

い。

手順：クロスサーバ転送の有効化

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーショ

ンの設定

デフォルトでは、各 Cisco Unity Connection サーバはクロスサーバ ハンドオフ要求を無視するように

設定されています。クロスサーバ機能を有効にするには、要求を受け入れるように受信ロケーションを

設定すると同時に、受信ロケーションが着信コールをコール ハンドラにルーティングすることを確認

する必要があります。次の 2 つの手順を実行して、ハンドオフを受け入れるように各受信 Connection 
ロケーションを設定します。（これらを実行すると、すべてのタイプのハンドオフ（ログイン、転送、

Live Reply）をこのロケーションで受信できるようになります）。

 • 「クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設

定するには」（P.6-12）

 • 「コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするよ

うに設定されていることを確認するには」（P.6-12）

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設
定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、そのロケーションをホームとするユーザのクロスサーバ ハ
ンドオフを受け入れるロケーション（受信ロケーション）から [システム設定（System Settings）] > [
アドバンス（Advanced）] を展開し、[カンバセーション（Conversations）] を選択します。

ステップ 2 [クロスサーバ ハンドオフ要求に応答する（Respond to Cross-Server Handoff Requests）] チェック

ボックスをオンにします。

ステップ 3 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするように
設定されていることを確認するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバ ハンドオフを受け入れるロケーションから [
コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開し、[直接ルーティ

ング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールに割り当てるルーティング ルールの表示名を選択し

ます。

ステップ 3 ルールに一致するコールが、コール ハンドラにルーティングされていることを確認します。

ステップ 4 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。
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受信 Cisco Unity ロケーションでコールがガイダンスにルーティングされることの確認

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるために、コールをガイダンス コール ハンドラにルーティン

グするように各 Cisco Unity サーバを設定する必要があります。（Cisco Unity が最初からインストール

されている場合は、これがデフォルトです）。各受信 Cisco Unity サーバで次の手順を実行して、ハン

ドオフを受け入れるようにコールルーティング ルールが適切に設定されていることを確認します。

（注） フェールオーバー システムの場合は、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で手順を実行しま

す。

着信をガイダンスにルーティングするようにルーティング ルールが設定されていることを確認するに
は

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、クロスサーバ転送のハンドオフを受け取るロケーションから [コール

ルーティング（Call Routing）] > [直接コール（Direct Calls）] ページに移動します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールが、ガイダンスにルーティングされることを確認し

ます。

デフォルト コール ハンドラ ルーティング ルール（削除または変更不可）は、着信をガイダンスに送信

します。したがって、ルーティング ルールを追加していない場合、サーバは、クロスサーバを正しく

処理するようにすでに設定されています。

ステップ 3 残りの Cisco Unity 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための 
Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定

発信 Cisco Unity ロケーションから受信ロケーションに送信される DTMF トーンのシーケンスは、#
（ポンド）で始まります。デフォルトでは、Cisco Unity Connection ガイダンスやその他のコール ハン

ドラは、# キー以降の発信者の入力を無視するように設定されています。このような設定では、クロス

サーバ ハンドオフはすべて失敗します。

クロスサーバ ハンドオフが正常に実行されるように、Connection 受信ロケーションでの動作を変更す

る方法は 2 つあります。

 • 追加の入力を許可するようにガイダンス（またはルーティング ルール設定に基づいてクロスサー

バ ハンドオフ コールを受信するその他の既存コール ハンドラ）を変更します。

 • クロスサーバ コール処理専用の新しいコール ハンドラと直接コールルーティング ルールを作成し

ます。直接コールルーティング ルールが、クロスサーバ コールに適用された条件（発信 
Cisco Unity ロケーションの発信者番号、または発信ロケーションがダイヤルすると受信ロケー

ションに接続できるクロスサーバのダイヤル文字列など）に基づいて、新しいコール ハンドラに

コールをルーティングします。（他のコールをルーティング ルールに一致させたくない場合は、ク

ロスサーバ コールに固有の条件を選択してください）。

各 Connection 受信ロケーションで次の手順を実行して、# キー以降の追加の入力を許可するようにガ

イダンスまたはその他のコール ハンドラを構成するか、またはオプションで、新しい直接コールルー

ティング ルールを作成します。
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Cisco Unity Connection ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するように 
Cisco Unity 受信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバ転送のハンドオフを受け入れるロケーション

から [コール管理（Call Management）] を展開し、[システム コール ハンドラ（System Call 
Handlers）] を選択します。

ステップ 2 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページで、変更するガイダンスまたはその他のコー

ル ハンドラの表示名を選択するか、[新規追加（Add New）] を選択してクロスサーバ コール専用の新

しいコール ハンドラを作成します。

ステップ 3 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成しなかった場合は、ステップ 6 までスキップします。ス

テップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、[コール ハンドラの新規作成（New Call 
Handler）] ページで必要に応じて基本設定を入力します。（フィールド情報については、[ヘルプ

（Help）] メニューで、[このページ（This Page）] を選択してください）。

ステップ 4 クロスサーバ DTMF シーケンスを受け入れるようにコール ハンドラを設定するには、次のサブステッ

プを実行します。

a. [編集（Edit）] メニューで、[発信者入力（Caller Input）] を選択します。

b. [発信者入力（Caller Input）] ページで [#] を選択します。

c. [追加入力を無視（Ignore Additional Input）] チェックボックスをオフにします。

d. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、Cisco Unity サーバからコール ハンドラにコー

ルを送信する新しい直接コールルーティング ルールを作成して、次の処理を行います。

a. [コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開して、[直接

ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

b. [直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] ページで [新規追加（Add New）] を選択しま

す。

c. [直接ルールの新規作成（New Direct Rule）] ページの [表示名（Display Name）] フィールドに新

しいルールの名前を入力します。

d. [保存（Save）] を選択します。

e. [直接ルールの編集（Edit Direct Rule）] ページで、[コールの移行先（Send Call To）] に [コール 
ハンドラ（Call Handler）] を選択して、ステップ 2 で追加したコール ハンドラの名前を選択しま

す。

f. [保存（Save）] を選択します。

g. [ルーティング ルールの条件（Routing Rule Conditions）] の下で [新規追加（Add New）] を選択

します。

h. Cisco Unity サーバからのクロスサーバ コールに一致するように、ルーティング ルール条件を設定

します。たとえば、[発信者番号（Calling Number）] フィールドを使用して、ユーザのコールに

応答する Cisco Unity ポートの電話番号に一致させます。

i. [保存（Save）] を選択します。

j. [編集（Edit）] メニューで [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] を選択

します。

k. クロスサーバ コールに一致させる必要がある追加の番号または数字のパターンに対して、g. ～ j. 
を繰り返します。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ転送    
ステップ 6 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ転送要求を実行するための Cisco Unity Connection 発信ロケーションの設定

デフォルトの Cisco Unity Connection ロケーションでは、クロスサーバ転送を実行しません。

Connection でクロスサーバ転送を有効にすると、クロスサーバ Live Reply が自動的に有効になりま

す。次の手順を実行して、任意の Connection 発信ロケーションでクロスサーバ転送とクロスサーバ 
Live Reply を有効にします。

クロスサーバ転送とクロスサーバ Live Reply のハンドオフ要求を実行するように Cisco Unity 
Connection 発信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、コールをリモート ユーザに転送するロケーション（発信ロ

ケーション）から [ネットワーク（Networking）] を展開し、[ロケーション（Locations）] を選択し

ます。

ステップ 2 [ロケーションの検索（Search Locations）] ページで、このロケーション（受信ロケーション）をホー

ムとするユーザのクロスサーバ転送ハンドオフを受け入れるリモート ロケーションの名前を [表示名

（Display Name）] で選択します。

ステップ 3 受信ロケーションの [ロケーションの編集（Edit Location）] ページで、次の内容を実行して、この受

信ロケーションに対するクロスサーバ機能を開始します。

a. リモート ロケーションへのクロスサーバ転送と Live Reply を有効にするには、[このリモート ロ
ケーションへのクロス サーバ転送を許可する（Allow Cross-Server Transfer to this Remote 
Location）] チェックボックスをオンにします。

b. ハンドオフを実行するときにこのロケーションが受信ロケーションへのコールに使用するダイヤル

文字列（たとえば、受信ロケーションのパイロット番号）を入力します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列を入力します。

ステップ 4 このロケーションからのクロスサーバ転送ハンドオフを受け入れる各受信ロケーションに対して、ス

テップ 2 と ステップ 3 を繰り返します。

ヒント ページの変更内容を保存したら、[次へ（Next）] ボタンと [前へ（Previous）] ボタンを使用す

ると、組織内の各ロケーションをすばやく移動できます。

ステップ 5 残りの Connection 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ転送要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーションの設定

デフォルトの Cisco Unity 発信ロケーションでは、他のロケーションへのクロスサーバ転送を実行しま

せん。次の手順を実行して、任意の Cisco Unity 発信ロケーションでクロスサーバ転送を有効にしま

す。
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Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ転送
（注） システムフェールオーバーを使用している場合は、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン 
オプション設定（Dialing Domain Options）] ページのほとんどの設定がレジストリに保存されている

ため、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で次の手順を実行します。（レジストリ設定は、セ

カンダリ サーバに複製されません）。

クロスサーバ転送要求を実行するように Cisco Unity 発信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン オプション設定

（Dialing Domain Options）] ページに移動します。

（注） システムで [ダイヤル ドメイン オプション設定（Dialing Domain Options）] リンクが使用で

きない場合、Cisco Unity Administrator の [プライマリ ロケーションの設定（Primary 
Location Settings）] ページで、ダイヤル発信ドメインを設定する必要があります。

ステップ 2 [クロスサーバ転送：着信側ユーザの Cisco Unity サーバに制御を渡す（Cross-server Transfer: Pass 
Control to the Called Subscriber's Cisco Unity Server）] チェックボックスをオンにします。（電話シス

テムへのコールのリリースを選択すると、このサーバから発信されるクロスサーバ転送は無効になりま

す。ユーザのホーム サーバにコールをハンドオフする代わりに、Cisco Unity では、そのユーザに設定

されたクロスサーバ転送先内線番号へのリリース転送を試みます。Connection ユーザにクロスサーバ

転送先内線番号が設定されていない場合、この処理は失敗します）。

ステップ 3 [クロスサーバでのログイン、転送、Live Reply 用パイロット番号（Pilot Numbers for Cross-Server 
Logon, Transfer, and Live Reply）] セクションで、表に表示された各サーバの [ダイヤル文字列（Dial 
String）] フィールドにパイロット番号を入力します。（入力するパイロット番号が、Cisco Unity サー

バ上の SQL Server データベース UnityDb に保存されることに注意してください。したがって、システ

ムがフェールオーバーを使用している場合は、パイロット番号がセカンダリ サーバに複製されます）。

ステップ 4 [呼び出しを行っている方に処理していることがわかるように、クロスサーバでのログイン、転送、

Live Reply中には、プロンプトを再生する（Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, and 
Live Reply so That Callers Know Something Is Happening）] チェックボックスをオンにします。「しば

らくお待ちください（One moment please）」プロンプトの再生はオプションですが、発信者が転送さ

れるまでのクロスサーバ処理には数秒かかる場合があるため、このチェックボックスをオンにすること

をお勧めします。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 残りの Cisco Unity 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ転送のテスト

クロスサーバ転送の機能は、テストを経たうえで発信者による使用を許可することをお勧めします。

フェールオーバー システムの場合は、まずプライマリ宛先サーバがクロスサーバ コールに応答するこ

とをテストします。その後、宛先のサーバに対して手動でフェールオーバーを実行し、セカンダリ 
サーバがクロスサーバ コールに応答することを確認します。宛先のサーバがフェールオーバーに正し

く設定されている場合、プライマリ サーバが使用できないときにセカンダリ サーバがクロスサーバ 
コールに応答する必要があります。
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クロスサーバ転送をテストするには

ステップ 1 それぞれの宛先サーバで、テスト用に新しいユーザ アカウントを作成します（または既存のアカウン

トを使用します）。テストするすべてのサーバにそのユーザ アカウントの情報をレプリケートしている

ことを確認してください。ユーザ データのレプリケートにかかる時間は、ネットワーク設定とレプリ

ケーション スケジュールによって異なります。

ステップ 2 ユーザ アカウントごとに、クロスサーバ転送を設定したサーバのパイロット番号をコールし、ガイダ

ンスでユーザの内線番号を入力します。次のことを確認します。

 • 「しばらくお待ちください（One moment please）」というプロンプトが再生されます（設定してい

る場合）。

 • コールは、着信側ユーザの着信転送設定に応じて、ユーザの電話またはグリーティングに転送され

ます。

Cisco Unity Connection 8.x でのクロスサーバ Live 
Reply

Live Reply を有効にすると、電話でメッセージを聞くユーザは、メッセージを送信したユーザへの転

送操作によってそのメッセージに返答できます。ユーザが Live Reply にアクセスできるかどうかは、

サービス クラスで制御します。

クロスサーバ Live Reply を有効にしておくと、次の処理が実行されます。

1. ネットワーク接続された別のロケーションにいるユーザからのメッセージを聞いた後、メッセージ

受信者はそのメッセージを残したユーザをコールします。

メッセージを録音したロケーションで Identified Subscriber Messaging（ISM）が無効になってい

る場合、クロスサーバ Live Reply のオプションを使用できるのは特定のメッセージだけに限られ

ます。そのメッセージとは、自分のメールボックスにログインし、そのメールボックスからアドレ

スを指定してメッセージを送信するユーザが送信したメッセージです。

2. 発信ロケーションでは、メッセージに返答するユーザを保留状態にし、データベースで内線番号を

検索して、返答先のユーザが現在のユーザと同じサーバに存在するのか、ネットワーク接続された

別のサーバに存在するのかを判断します。返答先のユーザが同じサーバに存在する場合は、通常ど

おりに処理が進みます。

返答先のユーザが別のサーバに存在する場合、発信ロケーションでは該当の受信ロケーションを

コールします。

3. 受信ロケーションが応答すると、発信ロケーションでは、コールをクロスサーバ Live Reply とし

て識別する DTMF トーンのシーケンスを送信します。

4. 受信ロケーションが、DTMF トーンのシーケンスで応答します。

5. 発信ロケーションから、処理対象としてコールを受信ロケーションにハンドオフします。

前提条件：クロスサーバ Live Reply の有効化

 • Cisco ボイスメール組織にネットワーク接続された Cisco Unity サーバが組み込まれている場合、

次のことを行います。
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 – クロスサーバ Live Reply の発信ロケーションとして設定するすべての Cisco Unity サーバを、

この Cisco Unity のサイト ゲートウェイが属するダイヤル発信ドメインに属するように設定す

る必要があります。ダイヤル発信ドメインは、Cisco Unity Administrator の [ネットワーク

（Network）] > [プライマリ ロケーション（Primary Location）] > [プロファイル（Profile）] 
ページで設定します。

 – ユーザは、ユーザ間の Live Reply を有効にしたサービス クラスに属している必要があります。

Cisco Unity のユーザの場合、Cisco Unity Administrator の [ユーザ（Subscribers）] > [サー

ビス クラス（Class of Service）] > [メッセージ（Messages）] ページで [別のユーザからの

メッセージに対してユーザは電話から直接返信できる（Subscribers Can Reply to Messages 
from Other Subscribers by Calling Them）] チェックボックスをオンにすると、ユーザ間の 
Live Reply が有効になります。

 – 認識されている電話番号から発信者が受信者をコールし、Cisco Unity に転送されたときに送

信したメッセージに対し、クロスサーバ Live Reply を使用できるようにするには、ネット

ワーク接続された Cisco Unity サーバ間で Identified Subscriptions Messaging を設定し、

Connection ネットワーキング ユーザが含まれるように拡張する必要があります。手順につい

ては、「Connection ネットワーキング ユーザを含めるための Cisco Unity に認識されたユーザ 
メッセージの拡張」（P.3-19）を参照してください。

 • ユーザは、ユーザ間の Live Reply を有効にしたサービス クラスに属している必要があります。

Cisco Unity Connection ユーザの場合、Cisco Unity Connection Administrationの [サービス クラ

ス（Class of Service）] > [サービス クラスの編集（Edit Class of Service）] ページで [他のユーザ

をコールすることでそのユーザからのメッセージに返答する（Users Can Reply to Messages from 
Other Users by Calling Them）] チェックボックスをオンにすると、ユーザ間の Live Reply が有効

になります。

タスク リスト：クロスサーバ Live Reply の有効化

（注） Cisco Unity Connection では、クロスサーバ転送を有効にすると、クロスサーバ Live Reply が自動的

にサポートされます（このようなサポートが許可されているサービス クラスのユーザに限ります）。す

でにクロスサーバ転送の発信ロケーションまたは受信ロケーションとして設定済みの Connection ロ
ケーションは、クロスサーバ Live Reply の要求も発信または送信します。

次のタスク リストを使用して、Cisco Unity サイトと Connection サイトの間でクロスサーバ Live 
Reply を有効にします。または、Connection ロケーション間（1 つのサイトの中または 2 つの 
Connection サイト間のどちらでも可能です）でクロスサーバ転送とクロスサーバ Live Reply を有効に

します。各相互参照により、詳細な手順が示されます。

1. 各ロケーションを、発信ロケーションまたは受信ロケーションのどちらにするかを決めます。両方

のロケーションとすることもできます。

2. 発信ロケーションごとに、受信ロケーション サーバにつながる電話番号のリストを作成します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列が必要です。

3. 着信のクロスサーバ ハンドオフ要求を処理できるように、各受信ロケーションを設定します。

 – 受信ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ ハンドオフ要求

を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-19）を参照して

ください。
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 – 受信ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「受信 Cisco Unity ロケーションでコールが

ガイダンスにルーティングされることの確認」（P.6-20）を参照してください。

4. Cisco Unity Connection ロケーションで Cisco Unity サーバからクロスサーバ ハンドオフ要求を受

信する場合は、# で始まるクロスサーバ DTMF シーケンスを許可するように Connection ロケー

ションを設定します。「Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可

するための Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定」（P.6-20）を参照してください。

5. 発信ロケーションごとに、該当のクロスサーバ機能を有効にし、タスク 2. で作成したリストにあ

る受信ロケーションのパイロット番号を入力します。

 – ロケーションが Cisco Unity Connection サーバの場合は、「クロスサーバ Live Reply 要求およ

びクロスサーバ転送要求を実行するための Cisco Unity Connection 発信ロケーションの設定」

（P.6-22）を参照してください。

 – ロケーションが Cisco Unity サーバの場合は、「クロスサーバ Live Reply 要求を実行するため

の Cisco Unity 発信ロケーションの設定」（P.6-23）を参照してください。

6. クロスサーバ Live Reply 機能をテストします。「クロスサーバ Live Reply のテスト」（P.6-24）を

参照してください。

手順：クロスサーバ Live Reply の有効化

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるための Cisco Unity Connection 受信ロケーショ
ンの設定

デフォルトでは、各 Cisco Unity Connection サーバはクロスサーバ ハンドオフ要求を無視するように

設定されています。クロスサーバ機能を有効にするには、要求を受け入れるように受信ロケーションを

設定すると同時に、受信ロケーションが着信コールをコール ハンドラにルーティングすることを確認

する必要があります。次の 2 つの手順を実行して、ハンドオフを受け入れるように各受信 Connection 
ロケーションを設定します。（これらを実行すると、すべてのタイプのハンドオフ（ログイン、転送、

Live Reply）をこのロケーションで受信できるようになります）。

 • 「クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設

定するには」（P.6-19）

 • 「コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするよ

うに設定されていることを確認するには」（P.6-20）

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるように Cisco Unity Connection 受信ロケーションを設
定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、そのロケーションをホームとするユーザのクロスサーバ ハ
ンドオフを受け入れるロケーション（受信ロケーション）から [システム設定（System Settings）] > [
アドバンス（Advanced）] を展開し、[カンバセーション（Conversations）] を選択します。

ステップ 2 [クロスサーバ ハンドオフ要求に応答する（Respond to Cross-Server Handoff Requests）] チェック

ボックスをオンにします。

ステップ 3 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。
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コールルーティング ルールが、コールをコール ハンドラのグリーティングにルーティングするように
設定されていることを確認するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバ ハンドオフを受け入れるロケーションから [
コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開し、[直接ルーティ

ング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールに割り当てるルーティング ルールの表示名を選択し

ます。

ステップ 3 ルールに一致するコールが、コール ハンドラにルーティングされていることを確認します。

ステップ 4 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

受信 Cisco Unity ロケーションでコールがガイダンスにルーティングされることの確認

クロスサーバ ハンドオフ要求を受け入れるために、コールをガイダンス コール ハンドラにルーティン

グするように各 Cisco Unity サーバを設定する必要があります。（Cisco Unity が最初からインストール

されている場合は、これがデフォルトです）。各受信 Cisco Unity サーバで次の手順を実行して、ハン

ドオフを受け入れるようにコールルーティング ルールが適切に設定されていることを確認します。

（注） フェールオーバー システムの場合は、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で手順を実行しま

す。

着信をガイダンスにルーティングするようにルーティング ルールが設定されていることを確認するに
は

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、クロスサーバ Live Reply のハンドオフを受け入れるロケーションから [
コールルーティング（Call Routing）] > [直接コール（Direct Calls）] ページに移動します。

ステップ 2 発信ロケーションからの着信クロスサーバ コールが、ガイダンスにルーティングされることを確認し

ます。

デフォルト コール ハンドラ ルーティング ルール（削除または変更不可）は、着信をガイダンスに送信

します。したがって、ルーティング ルールを追加していない場合、サーバは、クロスサーバを正しく

処理するようにすでに設定されています。

ステップ 3 残りの Cisco Unity 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための 
Cisco Unity Connection 受信ロケーションの設定

発信 Cisco Unity ロケーションから受信ロケーションに送信する DTMF トーンのシーケンスは、先頭

のトーンが # で、これにハンドオフの種類（ログイン、転送、または Live Reply）を示す 2 番目の

トーンが続きます。デフォルトでは、Cisco Unity Connection ガイダンスやその他のコール ハンドラ

は、# キー以降の発信者の入力を無視するように設定されています。このような設定では、クロスサー

バ ハンドオフはすべて失敗します。
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クロスサーバ ハンドオフが正常に実行されるように、Connection 受信ロケーションでの動作を変更す

る方法は 2 つあります。

 • 追加の入力を許可するようにガイダンス（またはルーティング ルール設定に基づいてクロスサー

バ ハンドオフ コールを受信するその他の既存コール ハンドラ）を変更します。

 • クロスサーバ コール処理専用の新しいコール ハンドラと直接コールルーティング ルールを作成し

ます。直接コールルーティング ルールが、クロスサーバ コールに適用された条件（発信 
Cisco Unity ロケーションの発信者番号、または発信ロケーションがダイヤルすると受信ロケー

ションに接続できるクロスサーバのダイヤル文字列など）に基づいて、新しいコール ハンドラに

コールをルーティングします。（他のコールをルーティング ルールに一致させたくない場合は、ク

ロスサーバ コールに固有の条件を選択してください）。

各 Connection 受信ロケーションで次の手順を実行して、# キー以降の追加の入力を許可するようにガ

イダンスまたはその他のコール ハンドラを構成するか、またはオプションで、新しい直接コールルー

ティング ルールを作成します。

Cisco Unity Connection ロケーションからのクロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するように 
Cisco Unity 受信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、クロスサーバのログイン ハンドオフを受け入れるロケー

ションから [コール管理（Call Management）] を展開し、[システム コール ハンドラ（System Call 
Handlers）] を選択します。

ステップ 2 [コール ハンドラの検索（Search Call Handlers）] ページで、変更するガイダンスまたはその他のコー

ル ハンドラの表示名を選択するか、[新規追加（Add New）] を選択してクロスサーバ コール専用の新

しいコール ハンドラを作成します。

ステップ 3 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成しなかった場合は、ステップ 6 までスキップします。ス

テップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、[コール ハンドラの新規作成（New Call 
Handler）] ページで必要に応じて基本設定を入力します。（フィールド情報については、[ヘルプ

（Help）] メニューで、[このページ（This Page）] を選択してください）。

ステップ 4 クロスサーバ DTMF シーケンスを受け入れるようにコール ハンドラを設定するには、次のサブステッ

プを実行します。

a. [編集（Edit）] メニューで、[発信者入力（Caller Input）] を選択します。

b. [発信者入力（Caller Input）] ページで [#] を選択します。

c. [追加入力を無視（Ignore Additional Input）] チェックボックスをオフにします。

d. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 ステップ 2 で新しいコール ハンドラを作成した場合は、Cisco Unity サーバからコール ハンドラにコー

ルを送信する新しい直接コールルーティング ルールを作成して、次の処理を行います。

a. [コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] を展開して、[直接

ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] を選択します。

b. [直接ルーティング ルール（Direct Routing Rules）] ページで [新規追加（Add New）] を選択しま

す。

c. [直接ルールの新規作成（New Direct Rule）] ページの [表示名（Display Name）] フィールドに新

しいルールの名前を入力します。

d. [保存（Save）] を選択します。

e. [直接ルールの編集（Edit Direct Rule）] ページで、[コールの移行先（Send Call To）] に [コール 
ハンドラ（Call Handler）] を選択して、ステップ 2 で追加したコール ハンドラの名前を選択しま

す。

f. [保存（Save）] を選択します。
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g. [ルーティング ルールの条件（Routing Rule Conditions）] の下で [新規追加（Add New）] を選択

します。

h. Cisco Unity サーバからのクロスサーバ コールに一致するように、ルーティング ルール条件を設定

します。たとえば、[発信者番号（Calling Number）] フィールドを使用して、ユーザのコールに

応答する Cisco Unity ポートの電話番号に一致させます。

i. [保存（Save）] を選択します。

j. [編集（Edit）] メニューで [直接ルーティング ルールの編集（Edit Direct Routing Rule）] を選択

します。

k. クロスサーバ コールに一致させる必要がある追加の番号または数字のパターンに対して、g. ～ j. 
を繰り返します。

ステップ 6 残りの Connection 受信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ Live Reply 要求およびクロスサーバ転送要求を実行するための Cisco Unity 
Connection 発信ロケーションの設定

デフォルトの Cisco Unity Connection ロケーションでは、クロスサーバ Live Reply を実行しません。

Connection でクロスサーバ Live Reply を有効にすると、クロスサーバ転送が自動的に有効になりま

す。次の手順を実行して、任意の Connection 発信ロケーションでクロスサーバ転送とクロスサーバ 
Live Reply を有効にします。

クロスサーバ Live Reply とクロスサーバ転送のハンドオフ要求を実行するように Cisco Unity 
Connection 発信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、コールをリモート ユーザに転送するロケーション（発信ロ

ケーション）から [ネットワーク（Networking）] を展開し、[ロケーション（Locations）] を選択し

ます。

ステップ 2 [ロケーションの検索（Search Locations）] ページで、このロケーション（受信ロケーション）をホー

ムとするユーザのクロスサーバ Live Reply とクロスサーバ転送のハンドオフを受け入れるリモート ロ
ケーションの名前を [表示名（Display Name）] で選択します。

ステップ 3 受信ロケーションの [ロケーションの編集（Edit Location）] ページで、次の内容を実行して、この受

信ロケーションに対するクロスサーバ機能を開始します。

a. リモート ロケーションへのクロスサーバ転送と Live Reply を有効にするには、[このリモート ロ
ケーションへのクロス サーバ転送を許可する（Allow Cross-Server Transfer to this Remote 
Location）] チェックボックスをオンにします。

b. ハンドオフを実行するときにこのロケーションが受信ロケーションへのコールに使用するダイヤル

文字列（たとえば、受信ロケーションのパイロット番号）を入力します。

（注） それぞれの受信ロケーションに入力できるダイヤル文字列は 1 つだけです。発信ロケーション

が複数の電話システムと連動するように設定されている場合、すべての電話システムの連動で

受信ロケーションへの接続に使用できるダイヤル文字列を入力します。

ステップ 4 このロケーションからのクロスサーバ転送ハンドオフを受け入れる各受信ロケーションに対して、ス

テップ 2 と ステップ 3 を繰り返します。
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ヒント ページの変更内容を保存したら、[次へ（Next）] ボタンと [前へ（Previous）] ボタンを使用す

ると、組織内の各ロケーションをすばやく移動できます。

ステップ 5 残りの Connection 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ Live Reply 要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーションの設定

デフォルトの Cisco Unity 発信ロケーションでは、他のロケーションへのクロスサーバ Live Reply を
実行しません。次の手順を実行して、任意の Cisco Unity 発信ロケーションでクロスサーバ Live Reply 
を有効にします。

（注） システムフェールオーバーを使用している場合は、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン 
オプション設定（Dialing Domain Options）] ページのほとんどの設定がレジストリに保存されている

ため、プライマリ サーバとセカンダリ サーバの両方で次の手順を実行します。（レジストリ設定は、セ

カンダリ サーバに複製されません）。

クロスサーバ Live Reply 要求を実行するように Cisco Unity 発信ロケーションを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン オプション設定

（Dialing Domain Options）] ページに移動します。

（注） システムで [ダイヤル ドメイン オプション設定（Dialing Domain Options）] リンクが使用で

きない場合、Cisco Unity Administrator の [プライマリ ロケーションの設定（Primary 
Location Settings）] ページで、ダイヤル発信ドメインを設定する必要があります。

ステップ 2 [Live Reply] セクションで、[サービスクラス権限を持つユーザは、他の Cisco Unity サーバに登録さ

れたユーザからのメッセージにコールして返信することができます。（Subscribers with Class of 
Service Rights Can Reply to Messages from Subscribers Homed on Other Cisco Unity Servers by Calling 
Them）] チェックボックスをオンにして [クロスサーバ Live Reply：着信側ユーザの Cisco Unity サー

バに制御を渡す（Cross-Server Live Reply: Pass Control to the Called Subscriber's Cisco Unity Server）
] を選択します。（電話システムへのコールのリリースを選択すると、このサーバから発信されるクロ

スサーバ転送は無効になります。ユーザのホーム サーバにコールをハンドオフする代わりに、

Cisco Unity では、そのユーザに設定されたクロスサーバ転送先内線番号へのリリース転送を試みます。

Connection ユーザにクロスサーバ転送先内線番号が設定されていない場合、この処理は失敗します）。

ステップ 3 [クロスサーバでのログイン、転送、Live Reply 用パイロット番号（Pilot Numbers for Cross-Server 
Logon, Transfer, and Live Reply）] セクションで、表に表示された各サーバの [ダイヤル文字列（Dial 
String）] フィールドにパイロット番号を入力します。（入力するパイロット番号が、Cisco Unity サー

バ上の SQL Server データベース UnityDb に保存されることに注意してください。したがって、システ

ムがフェールオーバーを使用している場合は、パイロット番号がセカンダリ サーバに複製されます）。

ステップ 4 [呼び出しを行っている方に処理していることがわかるように、クロスサーバでのログイン、転送、

Live Reply中には、プロンプトを再生する（Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, and 
Live Reply so That Callers Know Something Is Happening）] チェックボックスをオンにします。「しば

らくお待ちください（One moment please）」プロンプトの再生はオプションですが、発信者が転送さ

れるまでのクロスサーバ処理には数秒かかる場合があるため、このチェックボックスをオンにすること

をお勧めします。
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ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 残りの Connection 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ Live Reply のテスト

クロスサーバ Live Reply の機能は、テストを経たうえで発信者による使用を許可することをお勧めし

ます。

フェールオーバー システムの場合は、まずプライマリ宛先サーバがクロスサーバ コールに応答するこ

とをテストします。その後、宛先のサーバに対して手動でフェールオーバーを実行し、セカンダリ 
サーバがクロスサーバ コールに応答することを確認します。宛先のサーバがフェールオーバーに正し

く設定されている場合、プライマリ サーバが使用できないときにセカンダリ サーバがクロスサーバ 
コールに応答する必要があります。

クロスサーバ Live Reply をテストするには

ステップ 1 それぞれのロケーションで、テスト用に新しいユーザ アカウントを作成します（または既存のアカウ

ントを使用します）。Live Reply を有効にしたサービス クラスにユーザが属していることを確認しま

す。また、テストするすべてのサーバにユーザ アカウント情報をレプリケート済みであることも確認

します。ユーザ データのレプリケートにかかる時間は、ネットワーク設定とレプリケーション スケ

ジュールによって異なります。

ステップ 2 発信ロケーションのユーザとしてログインし、他のロケーションのテスト ユーザにメッセージを送信

します。

ステップ 3 このテスト メッセージを受信するユーザごとに、ログインしてこのメッセージを聞き、発信者を選択

します。次のことを確認します。

 • 「しばらくお待ちください（One moment please）」というプロンプトが再生されます（設定してい

る場合）。

 • コールは、着信側ユーザの着信転送設定に応じて、ユーザの電話またはグリーティングに転送され

ます。

Cisco Unity Connection 8.x のクロスサーバ ログイン、ク
ロスサーバ転送、およびクロスサーバ Live Reply で注意す
べき動作

ここでは、クロスサーバ ログイン、クロスサーバ転送、およびクロスサーバ Live Reply に関して想定

される、注意すべき動作について説明します。

次の項を参照してください。

 • 「クロスサーバ ログインではユーザ ワークステーション クライアントへのログイン アクセスは不

可能」（P.6-25）

 • 「Cisco Unity Connection と Cisco Unity の間のクロスサーバ ログインではパスワード入力が必須」

（P.6-25）

 • 「クロスサーバのハンドオフで遅延が発生する要因」（P.6-25）
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 • 「クロスサーバ機能によるポート使用率の増加」（P.6-26）

 • 「クロスサーバ転送での転送の優先」（P.6-26）

 • 「Display Original Calling Number on Transfer パラメータを指定してクロスサーバ機能を使用する」

（P.6-27）

クロスサーバ ログインではユーザ ワークステーション クライアントへのロ
グイン アクセスは不可能

Cisco Personal Communications Assistant（Cisco PCA）や IMAP クライアントなどのクライアント ア
プリケーションを使用する場合は、それぞれのホーム サーバ（クラスタ）にアクセスする必要があり

ます。電話インターフェイスは、クロスサーバ ログインの機能を提供する唯一のクライアントです。

Cisco Unity Connection と Cisco Unity の間のクロスサーバ ログインで
はパスワード入力が必須

既知の内線から Cisco Unity Connection ユーザが Cisco Unity ロケーションをコールし、クロスサーバ 
ログインでホーム ロケーションへの転送を実行する場合、受信 Connection ロケーションではそのユー

ザを識別できますが、既知の内線からコールしていることは認識できません。この理由から、ユーザに

は必ずパスワードの入力が求められます。Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定

（System Settings）] > [アドバンス（Advanced）] > [カンバセーション（Conversation）] ページで [
既知の内線から発信するときのパスワードをスキップする（Skip Password When Calling From a 
Known Extension）] を選択していても同様です。

同様に、既知の内線から Cisco Unity ユーザが Cisco Unity Connection ロケーションをコールし、クロ

スサーバ ログインでホーム ロケーションへの転送操作を実行する場合も、必ずパスワードの入力を求

められます。そのユーザの [電話パスワード（Phone Password）] ページにある [電話パスワードの入

力要求（Prompt for Phone Password）] を [不明な内線からコールした場合だけ（Only When User 
Calls from an Unknown Extension）] に設定していても同様です。

クロスサーバのハンドオフで遅延が発生する要因

次の事項は、クロスサーバ呼び出しのハンドオフが遅延する大きい要因となる場合があります。

 • ユーザの内線番号が長すぎる場合。ハンドオフでダイヤル処理に要する時間は、10 桁の内線番号

よりも 4 桁の内線番号のほうが短くなります。

 • 受信ロケーションを呼び出すダイヤル文字列が長すぎる場合。10 文字のダイヤル文字列よりも、4 
文字のダイヤル文字列のほうが所要時間は短くなります。

 • 発信ロケーションから受信ロケーションまでの通話パスに多数の要素（PIMG/TIMG 装置、ボイス 
ゲートウェイ、TDM トランク、PSTN インターフェイスなど）が存在する場合。通話パスにある

要素が増えるほど、クロスサーバ呼び出しのハンドオフにかかる処理時間は長くなります。

使用する環境では、これらの要因によって遅延時間が発生するため、発信者がクロスサーバ機能を使用

できなかったり実行できなかったりすることがあります。使用する環境の代表的な通話パスでクロス

サーバ コンフィギュレーションをテストして、発信者が体験する遅延時間が許容できるかどうかを判

断する必要があります。
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クロスサーバ機能によるポート使用率の増加

クロスサーバ機能では、発信ロケーションと受信ロケーションの両方でポートを使用する必要がありま

す。サーバの使用率によっては、クロスサーバ機能を有効にする前にポートの追加やサーバの増設が必

要になることがあります。ポートの設定を調整することも必要になる場合があります。たとえば、着信

コールを受け付けるために、より多くのポートを有効にする必要がある場合があります。

クロスサーバ機能を有効にした後は、増加した負荷を現状のサーバで十分に処理できる確証が得られる

まで、サーバのアクティビティを詳しく監視し続けることをお勧めします。Cisco Unity Connection 
サーバでは、Cisco Unity Connection Serviceability で Port Activity レポートを使用してポートの使用

率を監視できます。Cisco Unity サーバでは、このタスクの Port Usage Analyzer を使用できます。Port 
Usage Analyzer は、Tools Depot の [レポート ツール（Report Tools）] セクションで使用できます。詳

細な手順については、Port Usage Analyzer のヘルプを参照してください。発信および受信の各 
Cisco Unity サーバで Windows のイベント ビューアも必ず監視し、ポートの問題に関連するイベント 
ログ メッセージが記録されていないか確認します。

クロスサーバ転送での転送の優先

発信者が自動アテンダントに続く内線番号を入力してから番号「#2」を入力すると、発信者は、転送

を試行されずに、入力された内線番号に対するガイダンスに直接ルーティングされます。これは、転送

オーバーライド ディジット シーケンスと呼ばれます。

Cisco Unity Connection8.x では、ネットワーク接続されたロケーション間で転送優先シーケンスを自

動的にサポートしています。Cisco Unity サーバでは、末尾に「#2」が続く内線番号に関連付けられた

ユーザが、ダイヤル発信ドメインの中で別のサーバをホームとしている場合に、転送優先ディジット 
シーケンスがデフォルトで無視されます。ダイヤル発信ドメインの中で Connection ロケーションなど

の他のロケーションをホームとしているユーザに対し、転送優先ディジット シーケンスを有効にする

には、クロスサーバ転送要求を発信する Cisco Unity サーバごとに次の手順を実行します。

Cisco Unity ロケーションからのクロスサーバ転送に対して転送優先を有効にするには

ステップ 1 Cisco Unity サーバのデスクトップ上にある [Cisco Unity Tools Depot] アイコンをダブルクリックしま

す。

ステップ 2 左側のペインで、[管理ツール（Administrative Tools）] の下の [詳細設定ツール（Advanced Settings 
Tool）] をダブルクリックします。

ステップ 3 [Unity 設定（Unity Settings）] ペインで [ネットワーク：クロスサーバ転送ハンドオフで転送の無効を

許可する（Networking—Allow Transfer Override on Cross-Server Transfer Handoff）] を選択します。

ステップ 4 [項目の新しい値（New Value）] リストで [1] を選択し、[設定（Set）] を選択します。

ステップ 5 プロンプトで [OK] を選択します。

変更する場合に Cisco Unity のソフトウェアまたはサーバを再起動する必要はありません。

（注） Cisco Unity フェールオーバーの場合、レジストリ変更は複製されないため、1 つの 
Cisco Unity サーバで行われたレジストリ変更は、他の Cisco Unity サーバで、手動で行う必要

があります。
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Display Original Calling Number on Transfer パラメータを指定してク
ロスサーバ機能を使用する

Cisco Unity Connection（と Cisco Unity の両方またはいずれか）が Cisco Unified Communications 
Manager と統合されると、Cisco Unified CM の Display Original Calling Number on Transfer from 
Cisco Unity サービス パラメータがクロスサーバ ハンドオフを妨害する可能性があります。これは、ク

ロスサーバ ハンドオフ コールが別のロケーションからの着信であることを、受信ロケーションが認識

しないためです。

Cisco Unified CM でこのサービス パラメータが設定されるとき、ロケーション間でクロスサーバ ハン

ドオフが正しく完了するように、次のタスクを実行します。タスク リストで、クロスサーバ ハンドオ

フ時にのみ使用される各受信ロケーションの特別な電話番号を作成します。これによって、受信ロケー

ションがコールをハンドオフとして認識するようになります。

クロスサーバ機能のクロスサーバ電話番号を設定するためのタスク リスト

1. Cisco Unified Communications Manager Administration で、クロスサーバ ログイン、クロスサー

バ転送、またはクロスサーバ Live Reply 通話を受信する各ロケーションに対して、新しい電話番

号を（たとえば、CTI ルート ポイント上に）作成します。新しい電話番号は、常にそのロケー

ションのパイロット番号へ通話を転送するように設定します。ご使用のリリースの Cisco 
Unified CM の『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Directory 
Number Configuration」の章を参照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html から

入手可能です。

2. 転送元内線番号がガイダンス コール ハンドラへの新しいクロスサーバ電話番号と一致する、コー

ルを送信する転送コール ルーティング ルールを使用して、各受信ロケーションを設定します。「転

送コール ルーティング ルールをクロスサーバ通話の宛先ロケーションに追加する」（P.6-27）を参

照してください。

3. クロスサーバ コール中に、パイロット番号ではなく受信ロケーションのクロスサーバ電話番号を

ダイヤルするように、各発信ロケーションを更新します。「クロスサーバ電話番号を発信ロケー

ションのダイヤル文字列として設定する」（P.6-29）を参照してください。

転送コール ルーティング ルールをクロスサーバ通話の宛先ロケーションに追加する

この項は 2 つの手順で構成されています。Cisco Unity Connection 受信ロケーションおよび 
Cisco Unity 受信ロケーションがあるかどうかによって、以下のいずれかまたは両方の手順を実行しま

す。

 • 「転送コール ルーティング ルールを Cisco Unity Connection 受信ロケーションに追加する」

（P.6-27）

 • 「転送コール ルーティング ルールを Cisco Unity 受信ロケーションに追加する」（P.6-28）

転送コール ルーティング ルールを Cisco Unity Connection 受信ロケーションに追加する

ステップ 1 Connection 受信ロケーションのいずれか 1 つの Cisco Unity Connection の管理で、新しい転送ルー

ティング ルールを作成します。

a. [コール管理（Call Management）] を展開し、[コールルーティング（Call Routing）] を展開しま

す。

b. [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] を選択します。
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c. [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] ページで [新規追加（Add New）] を選択

します。

d. [転送ルールの新規作成（New Forwarded Rule）] ページの [表示名（Display Name）] フィールド

に、新しいルールの名前を入力します。

e. [保存（Save）] を選択します。

f. [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページで、[コール ハンドラ

（Call Handler）] を選択します。コール ハンドラのドロップダウン リストから、[ガイダンス

（Opening Greeting）] を選択します。

g. [保存（Save）] を選択します。

h. [転送ルーティング ルールの編集（Edit Forwarded Routing Rule）] ページの [ルーティング ルー

ルの条件（Routing Rule Conditions）] の下で、[新規追加（Add New）] を選択します。

i. [転送ルーティング ルールの条件の新規作成（New Forwarded Routing Rule Condition）] ページで 
[転送元内線番号（Forwarding Station）] を選択します。転送元内線番号のドロップダウン リスト

から、[が次と等しい（Equals）] を選択します。テキスト ボックスに、このロケーションの新し

いクロスサーバ電話番号を入力します。

j. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 2 [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] > [転送ルーティング ルール（Forwarded 
Routing Rules）] を選択するか、[コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call 
Routing）] > [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] に移動して、[転送ルーティン

グ ルール（Forwarded Routing Rules）] ページに戻ります。

ステップ 3 このページで、転送ルーティング ルールの順序を確認します。ステップ 1 で作成した新しいルーティ

ング ルールがテーブル（優先順位順）の一番上にない場合は、次のサブステップを実行して転送ルー

ティング テーブルの一番上に新しいルーティング ルールを移動します。

a. [転送ルーティング ルール（Forwarded Routing Rules）] ページで [順序の変更（Change Order）] 
を選択します。

b. [転送ルーティング ルールの順序の編集（Edit Forwarded Routing Rule Order）] ページで、ステッ

プ 1 で作成した新しいルーティング ルールの表示名を選択します。

c. テーブルの下にある上向き矢印のアイコンを選択して、このルールを一番上に移動します。（この

アイコンを何度も選択しなければならない場合もあります）。

d. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 残りの各 Connection 受信ロケーションに対して、この手順を繰り返します。

転送コール ルーティング ルールを Cisco Unity 受信ロケーションに追加する

ステップ 1 Cisco Unity 受信ロケーションのいずれか 1 つの Cisco Unity Administrator で、新しい転送ルーティン

グ ルールを作成します。

a. [コール管理（Call Management）] > [コールルーティング（Call Routing）] に移動します。

b. [転送コール（Forwarded Calls）] を選択します。

c. [追加（Add）] アイコンを選択します。

d. [着信サービスの追加（Add a Call Routing Rule）] ダイアログボックスの [名前（Name）] フィー

ルドに新規ルールの名前を入力します。

e. [追加（Add）] を選択します。
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f. [転送元内線番号（Forwarding Station）] フィールドに、このロケーションの新しいクロスサーバ

電話番号を入力します。

g. [コールの移行先（Send Call To）] フィールドで、[コール ハンドラ（Call Handler）] を選択しま

す。次に、[コール ハンドラの選択（Select Call Handler）] を選択します。

h. [コール ハンドラの選択（Call Handler Selection）] ボックスでガイダンス コール ハンドラを選択

して、[選択（Select）] を選択します。

i. [保存（Save）] を選択します。

ステップ 2 このページで、転送ルーティング ルールの順序を確認します。ステップ 1 で作成した新しいルーティ

ング ルールがテーブル（優先順位順）の一番上にない場合は、次のサブステップを実行して転送ルー

ティング テーブルの一番上に新しいルーティング ルールを移動します。

a. [優先順位の変更（Change Rule Order）] を選択します。

b. [転送コール ルールの再編成（Forwarded Calls Rules Reorganization）] ページで、ステップ 1 で
作成した新しいルーティング ルールの表示名を選択します。

c. [上へ（Up）] を選択して、該当するルールを一番上に移動します。（[上へ（Up）] を何度も選択

しなければならない場合もあります）。

d. [閉じる（Close）] を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）] アイコンを選択します。

ステップ 4 残りの各 Cisco Unity 受信ロケーションに対して、この手順を繰り返します。

クロスサーバ電話番号を発信ロケーションのダイヤル文字列として設定する

この項は 2 つの手順で構成されています。Cisco Unity Connection 発信ロケーションおよび 
Cisco Unity 発信ロケーションがあるかどうかによって、以下のいずれかまたは両方の手順を実行しま

す。

 • 「クロスサーバ電話番号を Cisco Unity Connection 発信ロケーションのダイヤル文字列として設定

する」（P.6-29）

 • 「クロスサーバ電話番号を Cisco Unity 発信ロケーションのダイヤル文字列として設定する」

（P.6-30）

クロスサーバ電話番号を Cisco Unity Connection 発信ロケーションのダイヤル文字列として設定
する

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で、クロスサーバ コールの発信元である Connection ロケー

ションのいずれか 1 つで [ネットワーク（Networking）] を展開し、[ロケーション（Locations）] を
選択します。

ステップ 2 [ロケーションの検索（Search Locations）] ページで、受信ロケーションの表示名を選択します。

ステップ 3 該当する受信ロケーションの [ロケーションの編集（Edit Location）] ページで、このロケーションが

受信ロケーションの新しいクロスサーバ電話番号のコールに使用するダイヤル文字列を変更します。

ステップ 4 ステップ 2 とステップ 3 を繰り返して、このロケーションからのクロスサーバ ハンドオフを受け入れ

る各受信ロケーションを設定します。

ヒント ページの変更内容を保存したら、[次へ（Next）] ボタンと [前へ（Previous）] ボタンを使用す

ると、組織内の各ロケーションをすばやく移動できます。
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ステップ 5 残りの Connection 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。

クロスサーバ電話番号を Cisco Unity 発信ロケーションのダイヤル文字列として設定する

ステップ 1 Cisco Unity Administrator で、[ネットワーク（Network）] > [ダイヤル ドメイン オプション設定

（Dialing Domain Options）] ページに移動します。

ステップ 2 [クロスサーバでのログイン、転送、Live Reply 用パイロット番号（Pilot Numbers for Cross-Server 
Logon, Transfer, and Live Reply）] セクションで、テーブルに表示された各サーバの [ダイヤル文字列

（Dial String）] フィールドに新しいクロスサーバ電話番号を入力します。（入力するクロスサーバ電話

番号が、Cisco Unity サーバ上の SQL Server データベース UnityDb に保存されることに注意してくだ

さい。したがって、システムがフェールオーバーを使用している場合は、クロスサーバ電話番号がセカ

ンダリ サーバに複製されます）。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 残りの Cisco Unity 発信ロケーションで、この手順を繰り返します。
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